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「私は君を買ったのよ」

　伊い集じゆう院いん千ち早はやお嬢じよう様さまの勝かち誇ほこった声がはじけた。

　ここは伊集院邸の一室だ。昔は華か族ぞくだったという一族が住む洋館で、重じゆう厚こうな調度で飾かざられた広い部屋は、壁かべ一面がガラス窓になっていて、広々とした庭園を眼下に望んでいる。

　庭師が丹たん精せいした和わ洋よう折せつ衷ちゆうの庭園には、薔ば薇らに桜、チューリップにパンジーなど、春の花が咲さき乱みだれ、カラフルな色合いを見せていた。

　ボロアパートにひとり暮らしをしている大おお黒ぐろ天あまねの目には、伊集院邸は、お城のように豪ごう華かに見える。

　その部屋の中央に置かれた籐とうの椅い子すに、上品なデザインのワンピースを着た少女が、寡か黙もくなメイドを背後に従えて、足を組んで座すわっている。

　存在感の大きな少女だった。まるでスポットライトでも当たっているかのように、彼かの女じよの周囲だけがくっきりと浮うかびあがって見える。

　伊集院千早。

　見た目のかわいらしさとはうらはらに、十六歳さいにして伊集院家の当主であり、企き業ぎようグループＩ[image: ]ｓアイズの総そう帥すいでもある。

「私が君のご主人様よ」

　黙だまりこんでいる天にいらだったのか、お嬢様は再度言い放った。

　肩かたを覆おおうまっすぐな黒くろ髪かみがさらりと揺ゆれた。

　他人に命令することに慣れた口調だが、鈴すずを転がすようなかわいい声だ。

　黙っていると楚そ々そとしたお嬢様なのに、口調の押おしつけがましさのせいか、驕きよう慢まんそうな印象に変わる。

　黒い大きな瞳ひとみとスッキリした鼻び梁りよう、桜の花びらのような唇くちびるが卵形の顔にバランス良くおさまっていた。顔立ちそのものはかわいい系のバランスなのに、キラキラする大きな瞳が、彼女を勝ち気そうに見せている。

　――やっぱりあの千早ちゃんだよな？　声が同じだし。伊集院千早なんて珍めずらしい名前、同どう姓せい同名なわけないし。

　小学生のころ、天の引ひっ越こしでお別れしてしまった幼なじみ。

　こんなにキツそうな感じではなかったが、横顔に、子供の頃ころの面おも影かげが残っている。

　天は思い切って言った。

「千早ちゃん。覚えていない？　僕、大黒天だよ。藤ふじ色いろ小しよう学がつ校こうで一いつ緒しよだったろ。大人になったら結けつ婚こんしようね、と言ったよね」

　空気がピキッと音を立てて凍こおりついた。

　千早は虚きよを衝つかれたように黙りこんだあと、あわてたように目を泳がせた。

　すぐにキッと顔をあげて天を見る。

　黒い大きな瞳がまっすぐに天を見つめる。

　背後のメイドがピクッと眉まゆをあげたのがおそろしい。

　――僕、悪いこと言ったのかな……。

　天は、ジーンズとシャツの小こ柄がらな身体をすくめた。

「お黙りなさいな。犬！」

　きつい言葉がぴしゃりと天を叩たたく。

　そうだ。まさしく犬と同じだ。

　天は千早お嬢様に買われた。

　父親の残した一億円余りの借金を肩かた代がわりする代だい償しようとしての一生奉ぼう公こう。

　ペットを買うようにして、伊集院千早お嬢様にご購こう入にゆうされたのだ。

「犬のクセに話しかけるんじゃなくてよ。君は私のペットなの。ワンと言いなさい。ワンと!!」

　天はぽかんと口を開けて千早を見た。

　子供の頃の千早はこんな子ではなかった。

　負けん気が強く、よく殴なぐられたが、かわいくて、素す直なおで、よく笑っていた。

　お別れをする前、大人になったら結婚しようね、と言って、公園で結けつ婚こん式しきをあげた。

　姉のエミリを牧師役にして、しろつめ草の指輪で指輪の交こう換かんをして、おでこにキスをした。

　あのときの、頬ほおを赤くしてはにかんでいた千早ちゃんのかわいい姿は、いまでもはっきり覚えている。

　犬だとかペットだとか、ワンと言えとか、ご主人様だとか、そんな横暴なことを口にする女の子ではなかった。

「碧みどり、やっておしまいっ!!」

「はい」

　千早の背後に控ひかえていたメイドが答えた。

　そしてしずしずと近寄ってきて、天の腕うでをがしっとつかんだ。強い力で天を引っ張っていく。

「えっ？　ええっ？」

「暴れるな。こちらへ来るんだ」

　女性にしては低い声には、天をゾッとさせるような冷たさが滲にじんでいた。

　腕に碧の乳ち房ぶさがぽよぽよと当たり、甘あまい体たい臭しゆうがふわっと香かおるが、ふんわりした感かん触しよくを楽しむ余よ裕ゆうもない。

　――な、何をされるんだ？　どうなるんだ。僕は？
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　話は一時間前にさかのぼる。




　大おお黒ぐろ天あまねは、桜の花びらが舞まい散ちる中を、アパートの階段を駆かけあがっていた。

　十七歳の少年にしては背も低く、体重も軽い天だが、築二十五年のボロアパートの階段は、今にも壊こわれてしまいそうにギシギシと音を立て、アパートごと小刻みに揺れる。

　アパートの前では、桜の花が桃もも色いろの雲を連ねたような見事さで、今を盛りと咲きそろい、吹ふきすぎる風が花びらを舞い散らせているが、花を楽しむ余裕もない。

　――窓が開いてた！

　天は窓を閉しめて出ていったから、それは誰だれかが家に入ったことに他ほかならない。

　――帰ってきたんだっ。誰か。

　――お父さんかな？　それともアメリカのお姉ちゃんかな？　きっとお父さんだよ！　蒸発なんてウソだったんだ。ちょっと旅行してただけなんだっ!!

　――もしもお父さんだったら、お姉ちゃんに電話しなきゃ。あ、だめだ。電話止められているんだった。

　電話代の滞たい納のうが理由だった。

　なんとかしなくてはと思うものの、先立つものがなくてそのままにしている。

　――それに今ってアメリカは夜だよな。エアメールにしとこう。

　天の姉、大黒エミリは、現在、アメリカのピッツバーグにいる。

　三年前、高校三年生のエミリは、交換留学生としてアメリカに渡わたった。

　成績優ゆう秀しゆうでいくつもの奨しよう学がく金きんを得た彼女は、州立大学に入学した。そしてスキップを繰くり返かえしてわずか二年で大学を卒業した。今は大学院生になって、研究室で難しい研究をしている。

　父が家に帰らなくなったのは一年前、天が高校に入学する寸前のことだ。綺き麗れいなお姉さんと駆け落ちしたとか、蒸発したとか民生委員のおじさんに聞いたが、ほんとうのところはわからない。

　母はとうに鬼き籍せきに入っていたし、姉は留学していたから、天はひとりになってしまった。

　姉のエミリは弟を心配し、帰国すると言ったのだが、天が断った。せっかく留学したのだし、奨学金が出ているのだから、大学院での勉強を続けてほしかった。

　天は、合格していた公立高校を辞退し、通信制の高校に進学した。通信高校なら、アルバイトしながら通えるからである。

　生活費を自分で稼かせぐのは大変で、勉強はなおざりになっていたが、姉がバイト代をたまに送金してくれるので、そのときは息がつける。

　家族に会えるうれしさで、おにぎり工場で立ち仕事をした疲ひ労ろうも吹ふき飛とんでしまう。

　玄げん関かんの鍵かぎは開いていた。

「お父さん」

　ドアを開け、六畳じよう一間風ふ呂ろトイレなしのアパートに飛びこんだ天は、呆ぼう然ぜんとして立ちつくした。

　見知らぬ男性が立っていた。

　一いつ瞬しゆん、民生委員のおじさんではないかと思ったが、スーツをビシッと着た男性は、民生委員のおじさんのような優やさしそうな雰ふん囲い気きはなかった。事務的で威い圧あつ的てきな雰囲気を漂ただよわせている。

「大黒天くんですね？　鍵が開いていたので、中で待たせてもらいました」

　盗とられるものは何もないという安心から、ついつい鍵を閉め忘れてしまう。

　スーツの襟えりに金色のひまわりと秤はかりの模様のバッジを光らせた男性は、天を値ね踏ぶみするように見て、名めい刺しを差し出だした。名刺には、ルンルンハッピー株式会社顧こ問もん弁護士とあった。

「弁護士さん？」

　なぜ弁護士が家にいるのだろう？　いったいどういう用事なのだろう。

「あなたのお父さんが、ファミリーローンルンルンハッピーに、約一億円の借金をなさいました」

　弁護士は、ファイルを取りだした。

「ファミリーローンって？」

「いわゆる町まち金きんですな」

　――高利貸しだ……。

　天はファイルを受け取り、目で断ってから、中身を見た。

　分厚いファイルには、借用証書が束となって綴とじられていた。細かい数字を目で追って行くとクラッと来た。

　――一億円。

　天は絶句した。

　ものすごく多いことはわかるのだが、一億円の借金と言われてもピンと来ない。

「父はそのう、旅行中で……」

「天くんにお支し払はらい頂きます」

「じょ、蒸発、してて……」

「支し払はらい期き日じつは本日になっています」

　やっとわかった。この弁護士は借金取りだ。

「お支払い頂けるまで、この家で待たせてもらいます」

　――居い座すわる気だっ!!

　部屋に不法侵しん入にゆうしてくる乱暴さは、いかにも町金の借金取りらしい。

　さーっと顔が青くなった。

　――お姉ちゃんに相談……だめだっ。電話できないんだっ。

　民生委員さんに相談するのは論外だ。児童養護施し設せつに強制収容されてしまう。父と姉の帰りをこの家で待ちたい。この家には母の仏ぶつ壇だんもある。民生委員さんの力を借りることはできなかった。

　天は頭をさげた。

「すみませんっ。払はらえないです！」

　一億というのはケタが違ちがう。

　払える額ではない。

「ぶ、分ぶん割かつにしてください。僕、バイトして、ちゃんと払いますから。十年かかっても、二十年かかっても、一生かかっても、ちゃんと払いますからっ」

「一生かかってもいいのですか？」

「はい」

「あなたの借金を肩代わりするかわりに、身の回りの世話をして欲ほしいという篤とく志し家かがいらっしゃいます」

「えっ？　一億円をですか!?　いったいどんな人ですか!?」

「気難しい方で、住みこみになるのですが」

　気難しい方、住みこみ、身の回りの世話。

　介かい護ごが必要な、頑がん固こなお年寄りなのだろうか。

「その家、遠いのですか？」

「すぐ近くですよ。車で五分の距きよ離りです。歩いても、二十分ぐらいでしょう」

「僕、やります。掃そう除じも洗せん濯たくも料理も得意です」

　一年間、ひとり暮らしをしてきた。

　家事は、できる。

　老人介護施設で掃除のバイトをしたことがあるから、雰囲気はわかる。

「篤志家の方が肩代わりした一億円を君が返せば自由になれますが、返せない場合は君に自由はありません。もちろん家賃はいりませんし、個室を用意してくださるそうです。三食とおやつとお小こ遣づかいがつきます。高校に通う学費も出してくださるそうですよ。ああ、そうそう、このアパートは引き払いますか？」

「いえ、このままで」

　父と姉が帰ってきたときのために、このアパートは残しておきたい。

「わかりました。家賃も出してもらうように交こう渉しようしましょう」

　家賃がいらない。ご飯が食べられて、高校に通える……。お小遣いにおやつがつく。おまけに個室。

　願ってもない申し出だった。

　アルバイトに明け暮れて、ろくに通信高校の勉強もできない今よりもマシかもしれない。住みこみとはいえ、家が近いというのも安心だ。

「やります。僕、一いつ生しよう懸けん命めい、その方のお世話をします。……すみません。先に手紙書きたいんだけどいいですか」

　そして、弁護士の車に乗って郵便局に寄り、姉宛あてのエアメールを投とう函かんしてから、到とう着ちやくしたのが伊い集じゆう院いん邸だった。




　　　　　☆




　天は目を丸くして札束を見ていた。

　車の中で弁護士から説明を受けていたとはいえ、一億円の札束がテーブルに積まれる様子には目を奪うばわれる。

　――一億円の札束って、積むと山になるんだ……。

　悄しよう然ぜんとうなだれている天の前に、札束が積みあげられていく。

　白い手て袋ぶくろをした黒服の執しつ事じの手でカバンから出され、応接セットのテーブルに置かれる札束は、タワーを作っては崩くずれ、三角の山になっていく。

　――これが僕ぼくの一生分の代金……。

　弁護士は札束を一枚一枚数えては、ジュラルミンのケースに納めていく。

　トランプのように繰られる一万円札から、新札のインクの匂においが漂ってきた。

　――このお札一枚あったら、一ヶ月はご飯が食べられるんだけどな……。

　お腹なかがグウと鳴った。

　天は赤面してお腹を押さえたが、周囲の大人たちは気にしていない様子だ。

　貧びん乏ぼうぐらしのせいで、高校生男子の標準よりはずっと背が低くほっそりしている彼かれは、この取引の中心人物であるにもかかわらず、おもしろいほど影かげが薄うすい。

　弁護士が最後の札束をケースに入れてフタを閉めた。

「はい。確かに一億円。こちらファミリーローンルンルンハッピーより預かってきた領収書です。名義は伊集院千ち早はや様宛になっております」

　弁護士が差し出した領収書は、黒服の執事の手を経へて、籐とうの椅い子すに足を組んでゆったりと座すわっているワンピースの少女に差し出された。

　堂々とした様子は、この少女がこの屋や敷しきの主なのだとわかる。

　少女の背後に立つのは、人形のように整った顔立ちのメイド服の女性。二十歳はたちそこそこという年ねん齢れいだが、ピンと伸のびた背中とガラス玉のような茶色の瞳が、厳いかめしい印象を与あたえている。

「お嬢じよう様さま。どうぞ」

「ありがとう、イシカワ」

　ワンピースのお嬢様は、イシカワ執事から受け取ったやたらと立派な領収書に視線を走らせた。

　肩を覆うまっすぐな黒髪がさらりと揺れた。

　気の強そうな表情だが、顔立ちそのものはかわいらしい。強い光を宿す大きな瞳ひとみに、埋うもれていた記き憶おくが刺し激げきされる。

　――千早ちゃんって、やっぱりあの千早ちゃんだよな？

　天の引ひっ越こしでお別れしてしまった幼なじみ。大好きだった千早ちゃん。懐なつかしさで胸がつぶれそうになる。

「これでよくてよ。借用証書をくださる？」

　千早お嬢様は、弁護士をじっと見つめた。

「はい。もちろん。これが大おお黒ぐろ愁しゆうがファミリーローンルンルンハッピーから借りた借用証書です」

　弁護士はファイルを差し出した。

　大黒愁とは、蒸発した父親の名前だ。

　このファイルには、父がこさえた借金が、束となって綴じられている。

　借金の総額は、一億円より少し多いが、キャッシュで支払うことで一億円にしたのだと弁護士が言っていた。

　千早お嬢様が借用証書のファイルを受け取った。

「これで取引成立ね」

　天の父の残した借金を、千早が肩かた代がわりした。

　大黒天が、伊集院千早にお買いあげされた瞬しゆん間かんだった。

　千早は、ぱらぱらと中身を見てから、ファイルを執事に差し出した。

「イシカワ、これを金庫に」

「はい。お嬢様」

　黒服の執事がファイルを大事そうに押おし頂いただき、大広間をさがっていく。

　弁護士もジュラルミンケースを抱かかえ、おじぎをして退室する。

　広い部屋に、上品なワンピースでくつろぐ千早お嬢様と、人形めいた雰囲気のメイド、それにジーンズにシャツの天の三人だけが残された。

　――聞くなら今だ……。

「千早ちゃん」

　天は、お嬢様に話しかけた。

「千早ちゃん。覚えていない？　僕、大黒天だよ。藤ふじ色いろ小しよう学がつ校こうで一いつ緒しよだったろ。大人になったら結けつ婚こんしようね、と言ったよね」

　空気が凍こおりついた。

　千早は厳しい表情で天をにらんでいるし、背後のメイドはぴくっと眉まゆを動かしてけげんそうに天を見ている。

　言ってはいけないことを言ってしまったのだろうかとおろおろする天の前で、千早が冷れい酷こくな口調で言い放った。

「お黙りなさいな。犬！　犬のクセに話しかけるんじゃなくてよ。君は私のペットなの。ワンと言いなさい。ワンと!!　碧みどり、やっておしまいっ!!」

「はい」

　天はメイドの碧に、引きずられるようにして、お風ふ呂ろ場ばに連れて行かれた。




　　　　　☆




　――千早ちゃんの身の回りの世話、って何をやるんだろう？　執事さんもメイドさんもいるしなぁ。執事見習い、ってところかなぁ……。

　天は湯船に浸つかりながら、ぼんやりと考え事にふけっていた。

　メイドの碧に連れて行かれたところは風呂場だった。

　お嬢様にお仕えするのだから、まずは体を洗えと指示された。

　伊集院家の使用人用のバスルームらしく、簡素だが広い風呂だ。

　――なんで千早ちゃん、お父さんの借金の肩代わりをしてくれたのかなぁ？

　――僕を好きだから？　違うよなぁ。お別れして十年も経たつんだし。僕のこと、忘れてるっぽいし。

　――昔はあんな性格じゃなかったんだけどなぁ……。

　――それにしても千早ちゃん、綺麗になってたなぁ。すごい美人になってた。

　断だん片ぺんしかわからないままに推理しても、同じトコロをぐるぐるするばかりで、建設的な方向には進まない。

　――千早ちゃんは、僕を好きで、僕が困った状じよう況きようにいたから、助けてくれたんだ。うん。きっとそうだ。そう思っておこうっ!!

「天、そろそろ風呂から出ろ。ここに着き替がえを置くぞ。いいな」

　碧の声がドア越ごしに聞こえた。

　窓にはめこまれたすりガラス越しに、メイド服の女性の姿がぼんやり見える。

「はっ、はいっ。すぐ出ますっ!!」

「うむ。着方がわからなかったら、私が教えてやる。更こう衣い室しつの外で待っているからな。私はメイド長だから、君を指導するのも私の役割だ」

　更衣室のドアが閉められ、気配が遠ざかって行った。

「ふぅ」

　碧が出ていくと緊きん張ちようがほどけた。

　――あの人、まるで軍隊の下士官だな……。

　美人なのだが、彼かの女じよがいると、背筋が伸びてしゃちほこばってしまう。

　碧が全身から漂わせている、抜ぬき身みの剣けんのようなひんやりした空気が、緊張を誘さそうのだろう。

　バスタオルで身体を拭き、着替えに手を伸ばした天は、驚おどろきのあまり硬こう直ちよくした。

　カゴに入っていた折おり畳たたまれた黒い布は、スーツではなかった。

　ワンピースだった。

「えっ？　えええ？」

　あわてて着替えのカゴを探さぐる。黒のメイドワンピースに白いエプロン、この白い細長いものはニーソックスだろうか。髪かみを飾かざるヒラヒラのついたカチューシャもある。

　新品のメイドシューズがそろえてあった。サイズもぴったり二十五センチだ。いつも履はいているうす汚よごれたスニーカーはない。

「な、なんでこんな？　僕って執事見習いなんだろ？」

　メイド服なんて着られない。さっきまで着ていたジーンズとシャツを着よう。

「な、無い……」

　着てきた服は、無かった。

　靴くつも無かった。

　碧だ。

　碧がやったのだ。

　裸はだかでうろつきたくなかったら、メイド服を着るしかない。

　さいわい下着はそのままだ。

　これで女物のショーツが用意されていたら、発はつ狂きようするところだった。

　天は、つい先日スーパーで買ったばかりの、三枚千円のボクサーブリーフを穿はいてから、もたもたしながらメイドワンピースに袖そでを通した。

　背中にファスナーがあるタイプでとまどったが、なんとか着ることができてホッとする。

　エプロンをつけ、ヒモを背中で結ぶ。

　ここまでは何とかできたが、ニーソックスを穿くのは難しかった。繊せん細さいなつるつるの柔じゆう素材でできていて、ツメで引っかけてしまいそうでヒヤヒヤする。

　片足を椅子の上に乗せ、ニーソックスをそろそろと穿いていく。

　――あれ、これってあんがい丈じよう夫ぶかも。

　メイド仕様ニーソックスなのかもしれないが、ツメで引っかけても伝線しないつくりになっていて、意外に丈夫だ。

　ようやくのことでニーソックスのゴムを太ふと腿ももまであげる。

　ニーソックスのぴちぴち感はまったくはじめての感かん触しよくだ。

　スカートだけなら足元に風が通る感じがして不安だが、ニーソックスを穿くと安定感があった。

　――パンストじゃなくてよかった。

　股こ間かんを覆おおうタイプのパンストだったら、こすれて気持ち良くなっていたのに違いない。

　仕上げとして髪にヒラヒラのついたカチューシャを飾る。

　バスルームを出ようとしたとき、メイド服の似合うかわいい女の子が視界をかすめた。

　天はあわてて振ふり向むいた。

　壁かべ際ぎわに、全身が映るサイズの、大きな姿見が置いてある。

「えっ？」

　天はまじまじと鏡を見た。

　――え？　これ、僕？

　そこにいるのは、自分ではなかった。黒いワンピースに白いエプロン、さっぱりしたショートヘアに、髪かみ飾かざりのひらひらが映はえていた。

　薔ば薇らのつぼみのように、愛らしい少女が鏡の向こうにいる。

　――これがほんとうに僕なのか。

　信じられない気分だった。

　天は身体をねじったり、横を向いたり、腕うでをあげたりした。

　片手をあげると、鏡の少女も片手をあげる。

　手足が長くすらっとしていて、未成熟な身体をメイド服に包つつんでいる。胸は真っ平らで、成長途と中ちゆうの硬かたさを感じさせるが、それがむしろ清せい楚そに見えた。

　――すげぇ。女の子にしか見えねぇ。僕って美人だったんだ……。

　さっぱりしたショートカットにどこか不安げな表情が、まもってあげたい系のかわいさになっている。

　男子高校生としては、背が低くて影が薄く平へい凡ぼんな顔立ちで、さっぱり冴さえない自分なのに、背の低さも、自信のなさそうな顔立ちも、女装するとプラスポイントになってしまうのだ。

　――なんか、かわいい……。ホレてしまいそう……。

　予想以上のかわいさに、胸がキューと甘あまく疼うずく。
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　天はぼぉっと自分に見とれた。

　いつまでトリップしていたのだろう。

　コンコンとノックの音がして、碧のいらだたしげな声が重なる。

「おい、いつまでそうしている？　早く出ろ」

「はいっ、すぐ出ますっ」

　天はおそるおそる浴室を出た。

　そのとき、甲かん高だかい嬌きよう声せいがはじけた。

「きゃーっ。似合うっ!!　かわいいっ!!　ねー、かわいいねーっ。桜さくら子こさん」

「希き実み子こ先せん輩ぱい、天くん、ほ、ほんとうに、女装がお似合いになりますね！　女の子にしか見えませんっ」

　――うっ。な、なんだよ。これは……。

　メイドさんがふたり、手を取り合って、きゃぴきゃぴと騒さわいでいる。まるで珍ちん獣じゆうを前にしたような騒ぎようだ。

　桜子と呼ばれたほうが、みつあみの少女。垂れ目がちの瞳が、いかにも純じゆん朴ぼくそうな、素す直なおそうな少女だ。天より少し年上らしい。

　希実子先輩は、ふんわりウェーブのかかった髪かみ型がたと、口の横のほくろがコケティッシュな、セクシーなメイドさん。ふんわりと盛りあがった胸とババンと横に出たヒップが印象的で、色気のカタマリという感じがする。

　落ち着きがないのに大人っぽいのは、出るところが出た体型だからだろう。桜子よりも年上で、碧と同じぐらいの年齢に見えるが、碧とは正反対の雰ふん囲い気きを持っている。

「天くん、化け粧しようしなくても良さそうね。なんか悔くやしいなぁ。男なのに、女の子より綺き麗れいなんてっ!!」

「さっき見たときはフツーだったのに、女装するとかわいいなんてすごいですぅ」

　好きでやっているわけでもない女装を誉ほめられて、天は驚きと恥はずかしさでうつむいた。自然と内うち股またになっている。

　――あれ、何だろ。この気持ち……。

　かわいいと誉められるとうれしくなる。

　ノーマルな男性なのに、女じよ装そう癖へきはないはずなのに、服装が天に魔ま法ほうを掛かけたとしか思えない。

「きゃーっ、かわいいっ。赤くなった。桜子さん、ちょっとこのほっぺ見てみなさいよ。ほんのり赤くて桃ももみたい。わーっ。目が大きい。まつげが長いーっ」

「顔が小さいから、メイド服が良くお似合いになりますねぇ」

「ほっそりしてるから、スレンダーな女の子で通るわね」

「背も低いですしねーっ」

　ひそかなコンプレックスである背の低さを桜子に指し摘てきされ、ムッとなった。

　――桜子さんも、僕と同じぐらいの身長じゃないかよ。

　と言おうとしたとき、女にしては低い声がかかった。

「希実子、桜子、騒ぐんじゃない。天あまねは伊集院家のメイドだ。男ではないし、女装しているわけでもない。わかったな？」

　メイド長である碧が、腕うで組ぐみして立っていた。

　全身に、ひんやりした空気を纏まとっている。

「はーい。わかってまーす。郵便ポストは黒いし、烏からすのハネは白いんでーすっ」

　希実子がきゃぴきゃぴとはしゃいだ声をあげ、桜子がはーっとため息をつく。

「碧さんの言うことは絶対ですぅー。伊集院邸ていの法律ですぅ」

　メイド長の碧はきっぱりと言い切った。

「伊集院家の法律は千早お嬢様だ。私はお嬢様のお考えを代弁しているにすぎない」

　メイドたちが静まり返った。

　現代っ子なメイドさんたちにとっても、お嬢様は絶対であるらしい。

　たったのこれだけの邂かい逅こうでも、希実子がきゃぴきゃぴミーハーギャル、桜子が下したっ端ぱでおっとりした女の子。そして、メイド長の碧はお嬢様忠義な使用人、ということがわかる。

　――碧さんだったら、理由を知っているかも。

　天は思い切って声をあげた。

「碧さん。千早ちゃ……千早お嬢様は、どうして僕にこんな格好をさせたんでしょうか？」

　どうして借金の肩代わりをしてくれたのか？　とは聞かなかった。

　主人が使用人に、買い物の理由を話すわけがない。その程度の世間知は持ち合わせている。バイトで生活を支えてきた貧乏少年だから当然だ。千早に聞くしかないのである。

　碧は答えた。

「身の回りの世話をしてほしいからだとおっしゃっている」

「掃そう除じとか洗せん濯たくとかって、普ふ通つうの格好でもできますよね？」

「そのうちわかる」

　――かわされた……。

「希実子、桜子、ふたりとも、よけいなことは言うな。わかったな？」

「はーいっ。わかりましたーっ」

「わかりましたですぅ」

　希実子と桜子の声が綺麗にそろった。

　碧がこんなに強きよう硬こうに口止めしているなら、女装を強しいられている理由について、教えてくれる人はいないだろう。

　――千早ちゃんに聞くしかないんだ。

　夜にでも、千早の私室をそっと訪問して、本人に直接聞こう。なぜ借金の肩代わりをしてくれたのか。女装を強いる理由は何なのか。

「天、お嬢様からの命令だ。屋敷から出るな」

「え？　高校に行かせてくれるはずじゃ？」

「新学期までには何とかするとお嬢様がおっしゃっている。春休みの間は屋敷から出るな。命令だぞ」

「わかりました」

　釈しやく然ぜんとしないが、天の立場では、そう言うしかなかった。

　――やっぱ、千早ちゃんに理由を聞こう。

　うなだれた背を、希実子の温かい手がポンと叩たたいた。

「こっち来てね。天くんの部屋、案内するから」

　先導するようにして歩きだす。

　天は、しかたなく希実子を追って歩いていく。

　――うわ、僕、女の子歩きになってるじゃないか。なんてコトだ。

　スカートがばさつくので、大おお股またで歩くことはできず、内股の女の子歩きになってしまう。服装が動きを制限してしまうのは、ある意味仕方がないとはいえ、こんなに簡単になじんでしまうなんて思わなかった。

　窓に自分の姿が映った。

　メイド服の女の子が、うつむきながら歩いている。

　あまりのかわいさにドキドキする。ヘンな趣しゆ味みに目覚めてしまいそうだ。

　――女装って、女装って、気持ちいいかも……。

　――違ちがう。僕は男だ！　男なんだっ!!　うんっ!!

　一いつ生しよう懸けん命めい自分に言い聞かせていたら、桜子と目があった。

「えっと、天くん、聞いてます？」

「は、はいっ!?」

「もう、聞いててくださいよー。足りないものがあったら用意しますので言ってくださいですぅ。いきなりだったから、いろいろ不足してると思うんですよ。ひげ剃そりとか必要ですよねぇ」

　桜子が天に話しかけながら、いそいそと横を歩く。

「ひげ剃りではないぞ。ムダ毛のお手入れ道具だ。間ま違ちがえるな」

　腕組みをしながら遅おくれて歩いてくる碧が、律りち儀ぎに訂てい正せいを入れる。

　希実子がいくつかドアが並んでいる前で立ち止まり、真ん中の部屋の扉とびらを開いた。

「ここが天くんの部屋よ。狭せまいけどひとり部屋になっているわ。シャワーもあるから、お風ふ呂ろじゃなくてシャワーを使って。天くんが男だってこと、私たちメイドとイシカワさんとお嬢様しか知らないから気をつけてね。トイレとお風呂は共同よ。私の部屋は隣となりだからよろしくね」

「その横は私の部屋ですぅ」

「あのう、トイレは？」

「女性用を使え」

　碧にあっさりと言い切られ、目が丸くなった。

「女性用……」

　――そうか。女装してるんだし女子トイレは当然か……。でも、でも、女性用トイレを使うなんて、なんか、なんか、恥ずかしい……。

「何をぼんやりしている。早くしろ！」

　碧が一いつ喝かつした。

　メイドさんたちがひゃっと首をすくめる。

「す、すみませんっ」

　天はあわてておじぎをした。




　　　　　☆




　――千早ちゃん。いるかなぁ……。

　天は、おそるおそるお嬢じよう様さまの私室をノックした。

　春の夕暮れは早い。まだ宵よいの口くちだというのに、窓の外は夜の闇やみが立ちこめて、不気味な雰囲気になっている。

　廊ろう下かに置かれているクラシックな木製の置き時計が、重々しい調子でボーンと鳴った。針は七時半を示している。

　――バイト、だいじょうぶかな？

　いつもなら、コンビニのバイトがそろそろ終わり、期限切れのコンビニ弁当をもらって帰路についている時間だった。

　弁護士さんが全すべて手続きをしてくれると約束してくれたが、急にバイトをやめて迷めい惑わくにならないだろうか。代打はちゃんと見つかっているだろうか。

　高利貸しの顧こ問もん弁護士さんは、本来の職分ではないが、一億円の取引だからアフターサービスだとか言っていた。

　――なんか疲つかれたなぁ。

　初日は、屋や敷しきの案内と仕事の手順、料理人や庭師さんへの紹しよう介かいだけで、一日が終わってしまった。

　メイドとしての仕事はろくすっぽしていないのに、疲ひ労ろう感が強いのは、はじめての女装による緊張からだろう。

　使用人用の女子トイレに入ったときは、悪いことをしている気分でどきどきした。

　天はもう一度お嬢様の部屋をノックした。

「千早ちゃん。僕ぼくだけど」

　ドア越しに声を掛け、少し待つ。

　返事がない。

　――いないのかな。

　迷いながらドアノブを回す。

　――あ、ドア、鍵かぎ、掛かってない。

　ドアに鍵が掛かっていないのは当然だ。伊集院邸は千早の屋敷だ。自分の屋敷の内部で、自分の部屋に鍵を掛ける人はそれほどいない。

　そっと扉を引き、部屋に入る。

「おじゃまします」

　そのとき、白いふんわりしたものが目に飛びこんできた。

　部屋の中央に、千早がいた。千早は、モコモコした布地でできた白のミニワンピースを着て、オレンジジュースのグラスを持っている。白いワンピースに、オレンジ色が鮮あざやかに映えていた。

　千早は、ストローをくわえたまま、びっくりした表情でかたまっている。驚きのあまり声も出ない様子だ。

　やっとわかった。千早が身につけているものは、ミニワンピースではない。素す肌はだにバスタオルを巻きつけている。

　ふっくらと盛りあがった乳ち房ぶさの谷間と鎖さ骨こつのヘコミ、太腿のヌメッとした白さが扇せん情じよう的てきだ。濡ぬれた髪が白いうなじや肩かたにまとわりついている。

　ほかほかした甘い空気が漂ただよっていた。お湯と体たい臭しゆうとボディシャンプーの入り交じった甘い匂におい。

　下半身にクる匂いだった。

　お風呂あがりでバスタオル、つまりその下は……。

　目の前の千早はしっかりバスタオルを巻きつけているにも関わらず、全ぜん裸らの彼女を妄もう想そうしてしまう。

　ボクサーブリーフの中でペニスが反応し、メイド服のスカートを持ちあげる。

　時間が止まった気がした。

　希実子が隣りん室しつからやってきた。

「お嬢様、ナイティをお持……」

　戸口に立つ天を見て悲鳴をあげた。

「きゃっ」

　手に持っていたナイティがバサリと落ちる。

「天くんっ」

　止まっていた時間が解かい凍とうされた。

「きゃあああーっ!!」

　千早は、手に持っていたものを天に向かって投げつけた。

　オレンジジュースのグラスが中身を散らしながら飛んできたが、お嬢様の部屋はあいにく広い。

　部屋の中央にいる千早が入口に立つ天に向かって投げつけたグラスは、志半ばで落ちた。

　グラスは、足首が埋うまるほどのふかふかの絨じゆう毯たんがやわらかく受け止めたが、オレンジジュースのシミが広がっていく。

「きゃあああーっ、きゃあーっ、きゃあきゃあっ。出ていってぇーっ」

　千早は、胸の前で両手をクロスしてその場にしゃがんだ。

　バスタオルがゆるみ、背中が丸出だしになっている。

　こちらを向いてしゃがみこんでいるから、グレープフルーツのように瑞みず々みずしく実った胸が膝ひざで押おさえられてこぼれそうに盛りあがり、見えそうで見えない股間がきわどい。

　希実子は思わぬなりゆきに、両手で口を押さえて立ちすくんでいる。

　――ど、どうしよう。

　天がおろおろしていたときのことだった。

　背中のほうで、ひんやりした空気が流れたと思う間もなく、手首が背中にねじられた。

「痛ぇっ」

　たまらず膝をついた瞬しゆん間かん、膝ひざ小こ僧ぞうが首の後ろを押しつけてきた。

　両手首を背中でひねられ、首の後ろを膝で押さえこまれ、床ゆかにうつぶせにさせられた。

　天の位置から見えるのは、黒いメイドシューズを履はいた足首と、ニーソックスに包まれた筋肉の浮ういたふくらはぎだけ。

　メイド長の碧だった。

「何をしに来た？」

　碧の全身から立ちのぼる、ひんやりした気配にゾクリとする。

　やっとわかった。碧の全身から立ちのぼる冷たい気配。これは殺気だ。まさか殺されはすまい、と思う一方で、首を絞しめられそうな恐きよう怖ふを覚えてしまう。

「痛い……。は、離はなして……」

「何をしに来たかと聞いている!!」

　天は迷った。

　下手なことを言うと、碧の手が天の首をひねるだろう。

　碧は、お嬢様を害するものは、殺すことさえいとわない……そんな気がした。

「き、聞きたかったんだ。千早ちゃ……お嬢様が、どうして、僕を、購こう入にゆうしてくれたのか……。どうして僕が、こんな格好をしなきゃいけないのか……」

「千早お嬢様は、天を犬だと言っている。それはつまり、説明する必要などないということだ」

　碧は、氷のような冷たい声で言った。

　とりつくしまもなかった。

　――だめだ。聞けない。ムリだったんだ。

「勝手に部屋に入ってごめんなさい。のぞくつもりはなかったんだ……」

「お嬢様、この者のナニ、切り落としてしまいましょう。そうしたら全て決着がつきます」

　――ナニって、チ×ポ？　全て決着がつく？　どういう意味だ？

　天は混乱した。

　切り落とされる恐怖に、陰いん嚢のうが縮みあがり、男根がだらんとなった。

　天が女装を強制されたことに関係があるのだろうか。

「お嬢様、バスローブです」

「ありがとう。希実子さん」

「ナイティ、新しいのを用意します」

「碧さん、もういいわ。天を離してあげて」

「お嬢様っ!?」

「離しなさい、と言っております」

　千早は有う無むを言わせない口調で命令した。

　碧がしぶしぶという感じで手を緩ゆるめ、天を自由にする。

　床にキスしていた天は、痛む肩をぐるぐる回しながら立ちあがった。

　碧は武道を修めているのだろう。

　天は小こ柄がらとはいえいちおう男なのに、腕を背中にねじられると、一センチたりとも動かせなくなってしまった。

「お嬢様、メイドの不始末を謝罪します」

「碧さん。いいのよ」

「ですが私はメイド長です。天を折せつ檻かんしますがよろしいですか」

「せっかんーっ!?」

　――な、何をされるんだ？

「そこまでしなくてもいいわ」

　千早が断っているにもかかわらず、碧は断固とした口調で言った。

「お言葉ですが、不始末をしでかしたメイドを折檻するのはメイド長である私の責任。天はお嬢様の犬ですが、メイドである以上私の監かん督とく下におります」

　――あれ？　碧さんが千早ちゃんに口答えしてる……。

　――千早ちゃんは伊集院家の法律じゃなかったのかよ？

「い、犬じゃなくてよ。あれはつい勢いでそう言ってしまっただけ。天はただの使用人よ」

「だったら、なおさら、天を折檻しなくてはなりません」

　――碧さん、僕が嫌きらいなのかな？　千早ちゃんが僕を買うの、内心で反対だったとか？

　そう考えると、碧のひややかな態度が腑ふに落ちる。

「折檻、って何を……？」

「銀器磨みがきです」

　――なんだ、簡単じゃないか……。

「僕、やります」

「そう。じゃ、天は碧さんの指示に従いなさい」

「こちらに来い、厨ちゆう房ぼうだ。客用スプーン全部、天に磨いてもらう」

「えっ」

　絨毯を拭ふいていた希実子がすくんだ。

　地じ獄ごくだわ、とつぶやいた声が聞こえてきた。

　同情を露あらわにして天を眺ながめ、遠えん慮りよがちな口調で聞く。

「お嬢様……？」

　ひどすぎないか？　と言いたいらしい。

「いいのよ」

「失礼しました」

　――なんで？　磨くだけだろ？　大変なことなのか？

　天は、不安そうに碧を見た。

　碧の人形のように整った顔からは、なんの表情も読みとれなかった。




　　　　　☆




「よし、ひとつ終わり」

　天は手の甲こうで汗あせを拭き、ケースのフタを閉しめた。木に布を張ったケースには、ぴかぴかになった銀のスプーンが入っている。

　磨き粉こをつけた布でスプーンを拭いて曇くもりを取り、水で濯すすぎ、布で水すい滴てきを拭ぬぐってから、スプーンを再びケースに納めるだけの単純作業なのだが、単調なうえに指先の力が必要で、しかもおそろしく手間がかかる。

　――なるほど地獄だ。

　ひとケース磨くだけで半時間はかかるのに、それが山と積みあげられている。

　――今日は徹てつ夜やだな。

　徹夜してもできるかどうか……。

　五ケースほど磨いただけで音をあげそうになった。

　――サボってしまえよ。もういいじゃないか。どうせムリだよ。

　指が痛い。手が痛い。眠ねむい。だるい。おまけに寒い。

　――もうやめようぜ。銀器磨きなんてバカらしいぜ。

　もう午前二時だ。

　春の夜、暖だん房ぼうを切った厨房は、しんしんと冷えている。

　――碧さんは折檻って言っていたじゃないか。いじめるのが目的なんだよ。仕事してるフリしてサボろうぜ。誰だれも見てないんだし。

　だが、天の手は止まらない。

　暖房が止まった冷えこむ厨房で、汗まみれになって銀器磨きを繰くり返かえす。力を入れてこすると、黒っぽくなっていた銀のスプーンが、鮮やかなきらめきを取とり戻もどす。

　――僕、いったい何でこんなことやってるんだろう？

　自分が不思議だった。

　誰も見ていないのだから、サボればいい。

　碧は無理を承知で天に銀器磨きをいいつけた。

　物理的に不可能な量を、折檻として天にさせている。

　なのに、なんで手を休めず、銀器磨きを続けているのだろう。

　――千早ちゃんに買われたから？　一億円の代だい償しようが一生奉公だから？　犬だから？

　違う。

　――僕は、千早ちゃんの前で、卑ひ怯きようなことをしたくないんだ。

　結けつ婚こんの約束をした女の子。大好きだった千早ちゃん。

　十年の歳さい月げつは、一いつ緒しよに遊んでいたふたりを、ご主人様と使用人にしてしまったけど。

　天は、お嫁よめさんにしたかった千早ちゃんに犬として購入されてしまったけど。

　メイド服で、情けない格好だけど。

　でも。

　――僕は男なんだ。

　だから。

　――逃にげない。

　手が痺しびれて力が抜ぬけ布ふ巾きんを何度も取り落としても、頭がぼうっとして、わけがわからなくなってしまっても。

　吐はく息が白いほど寒くなっても。

　東の空がほんのり明るくなってきても。

　天は銀器磨きを続けた。




　廊下の大時計が、五回鳴った。

　朝の五時だ。




「終わった……」

　最後のスプーンをケースに納めた天は、安あん堵どと達成感で、その場にへたりこんだ。

「はは……手、痺れてる……」

　指がびくびくと震ふるえている。

　まるでタイミングを合わせたようにして、ドアがガチャリと開いた。

　メイド長の碧が、メイド服のままで入ってくる。ビシッと背筋を伸のばした格好からは、起きたばかりのようには見えない。

「天。よくやった。サボらなかったな」

「碧さん？」

「まさか全部できるとは思わなかったぞ。感心した」

　手放しの誉ほめように混乱する。

　碧は一度も見に来なかった。

　天がサボらず銀器磨きを続けたことを、知っているとは思わなかった。

「あとは片づけるから、部屋に帰って寝ねておけ」

「碧さん、もしかして、見張ってた、とか？」

「そうだ。モニタールームで見ていた」

　これだけのお屋敷だ。隠かくしカメラの映像を見る部屋があるのだろう。

「寝てるんだって思ってた……」

「私はメイド長だ。メイドに仕事をさせているのに、私だけが眠れるか」

「そっか。……ありがとうございます」

　天は碧におじぎをした。

「なんでお礼を言う？」

「ごめんなさい、ですよね。僕のせいで睡すい眠みん不足にさせてしまってごめんなさい」

「おかしなメイドだな。早く部屋に行って眠れ。あと三十分もしたら料理人たちが起きてくるぞ。おまえは邪じや魔まだ」

　追い立てられるようにして厨房を出ていく。

「そうそう。メイドの仕事は、三時のおやつ休きゆう憩けいから小一時間ほど手が空くから、その時間に昼ひる寝ねするといいぞ」

　ぶっきらぼうな口調だが、天を心配している気配が感じ取れた。

　――碧さん、悪い人じゃないのかもな。




　　　　　☆




　伊集院千早はベッドの上で上半身を起こして座すわり、膝の上に置いたノートパソコンのモニターを見ていた。

　モニターには、廊下を歩く天の後ろ姿が映っている。

　廊下の天てん井じように、目立たないように設置してある監視カメラからの映像だ。

　――天、銀器磨き、全部できたのね……。

　一億円で購入した少年を、執しつ事じ見習いではなくメイドとして使うことに渋しぶい顔をしていた碧が、この一件で軟なん化かしてくれたらいいのだが。

　――たぶん大だい丈じよう夫ぶよ。碧さん、今日から天への態度が変わるわね。

　長いつきあいだから、碧の好みはわかっている。碧は、向上心があってまじめにがんばるメイドが好きだ。

　碧はきっぱりしていると言えば聞こえがいいが、融ゆう通ずうが利きかないところがあり、極きよく端たんから極端に走ってしまう。

　だから、この一件で、天に対するトゲトゲしさが無くなればいい。

　モニターに映る天の、肩を落とした後ろ姿は元気がない。疲れているみたいだった。内うち股またで上品に歩く様子は、どこから見ても女の子にしか見えなかった。

　――天って、ほんと変わってないのね。よかったわ。

　女の子のようにかわいい男の子だった。お別れをする前、しろつめ草の指輪を交こう換かんし、結けつ婚こん式しきをあげた。小学校一年生同士の結婚なんて、ごっこ遊びの延長だけど、それでも千早は真しん剣けんだった。

　大人になったら千早ちゃんと結婚するよ、と約束して、おでこにキスをしてくれた。

　伊集院家には、初等教育は庶しよ民みんとともに受けるべし、という家訓があった。当時七歳さいの千早は、天が庶民だとか、身分が違ちがうとか、そういうことはどうでもよかった。

　中学生になって帝てい王おう教育がはじまり、立場を自覚するにつれて、千早は意識的に自分を変えていった。

　経営はきれい事ではないと気付いたからだ。

　変わらなくてはやっていけなかった。

　だが、天はまるで変わっていない。

　苦境も貧びん乏ぼう暮らしも、天のまっすぐな素直さを歪ませていない。

　――天、結婚の約束、覚えててくれたんだ……。

　千早はパソコンをベッドサイドに置いて、本ほん棚だなから聖書を取りだした。

　この聖書は、高校が支給してくれたもの。クリスチャンではないが、使用人が多く出入りするこの屋敷で、ナイショの宝物を安全に保存できるものはそれほどない。

　聖書を開くと、真ん中に、茶色く黄ばんだしろつめ草の指輪が、押し花ばなとなって挟はさまっている。

　千早は聖書を胸に抱だいたままベッドに仰あお向むけになると、ベッドの上をゴロゴロした。

　――今日から天と一緒に暮らせるのね。

　犬とかペットとか言ったのは、勢いとはいえ、言い過ぎだった。

　――天、ひどいこと言っちゃってごめんね。購入しちゃってごめんね。メイドにさせてしまってごめんね。お願いだから、どうか理由は聞かないで。あなたのためなの。だって、幸運が欲ほしくない人なんていないのだから。

　千早はもう一度ノートパソコンに向かい、あるサイトにアクセスした。

　部屋の内部を映していたモニター画面が切きり替かわり、見慣れたデザインのホームページが現れる。

　――消えてる……。

　ハッと息を呑のむ。

　天を購入し、女装させて屋や敷しきに隔かく離りするきっかけになったあるページが消えていた。

　――どういう意味？　間ま違ちがいだったの？

　――天を買いあげて、女装までさせたのに、意味がなかったというの？

　千早は隠されたページがないか捜さがしたが、それらしいものは見つからない。

　千早はたっぷり数分間、ぼぅっとしていたが、明日は仕事だと思い直す。

　――削さく除じよされてもキャッシュは残るわ。天が安全になったわけじゃない。これでよかったのよ。これで。

　千早は不安を振ふり払はらうようにして首を振ると、パソコンの電源を切った。




　短い夜が過ぎていく。







第２章　社長　伊い集じゆう院いん千ち早はや







「行ってくるわね」

　ビジネススーツを着て髪かみをまとめた千早お嬢じよう様さまが、リムジンの後部座席に乗りこんだ。

　白い手て袋ぶくろをした運転手の手でドアが閉められ、千早の姿を隠す。

「お嬢様、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションの本社でよろしかったですね？」

「そうよ。よろしくね」

　ＯＬのような服装だが、くつろいでシートに背を預けている様子は、まるで今からクラシックコンサートを見に行く深窓の令れい嬢じようのようだ。

「希き実み子こさん。今日の帰宅は四時ぐらいになるから、お茶の用意をしておいてね」

「かしこまりました」

　お嬢様付きのメイドである希実子が頭をさげた。

「行ってらっしゃいませ」

　執事のイシカワと四人のメイドが声をそろえておじぎをする。

　リムジンはしずしずと走り出した。

　大きな門が自動的に開き、リムジンが通り過ぎていく。

　門のところに植えつけられた桜の木がざわざわと揺ゆれて花びらを散らし、黒くろ塗ぬりのリムジンに桜吹ふ雪ぶきが降りかかる。

　お嬢様が行ってしまうと、緊きん張ちようがほどけた。

　天あまねは、メイド服の肩かたをぐるぐる回し、昨晩の銀器磨きのせいでだるい右手をぶらぶらさせる。

「天くん。今日は窓まど拭ふきをする日よ。がんばろうねっ」

　希実子が天の背中を軽く叩たたく。

　三人のメイドさんの中で、希実子がいちばんフレンドリーだ。というより、やけに天に触さわってくる。

「希実子先せん輩ぱい、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションって、化け粧しよう品ひんの会社ですよね？　なんで千早ちゃ……お嬢様が行くんです？」

「千早お嬢様は、Ｉ[image: ]ｓアイズグループの三社ほどの代表取とり締しまり役やく社長なのよ。他にも、いくつもの会社の取締役をされているわ」

「Ｉ[image: ]ｓアイズは伊い集じゆう院いん家の会社なんですぅ。Ｉ[image: ]ｓアイズって名前も伊集院から取っているんですぅ」

　希実子と桜さくら子こが交こう互ごに説明してくれる。

「え？　お嬢様って、社長だったんですか。ご家族は？」

「お嬢様はひとりっこなの。旦だん那な様さまは一年ほど前にお亡なくなりになったし、奥おく様さまはお嬢様がお小さいときに、京都のご実家に帰られてしまったの」

「離り婚こん、ですか？」

「使用人にはわからないわ」

　千早が伊集院家の総そう帥すいで、いくつもの会社を経営している、というのは、弁護士から聞いた。

　総帥と言われてもあのときはピンと来ず、なぜ千早にそんなお金があるのか不思議だった。

　――そっか。千早ちゃん。ご両親がいないんだ……。

　千早の境きよう遇ぐうを自分に重ね合わせてしまう。胸に迫せまってくるものがあった。

　――なんだろ。この気持ち……。

　同情というよりは、もっと温かなシンパシー。

「お小さいとき……、お嬢様が何なん歳さいのころだろう」

「さあ？　私がここに来たときにはもう奥様はいらっしゃらなかったわ。あ、そうだわ。小学校に上がるまえ、って聞いたことがあるわ」

　千早は子供の頃ころ、そんなことは言わなかった。

　だが、母がいないもの同士、お互たがいに共感を覚えていたのだろう。

　立場の違うふたりが、引かれ合った理由がわかった気がした。

「お嬢様、高校は行ってないんですか？」

「もちろん行ってらっしゃるわ。今は春休みよ」

「あっ。そうかっ。そうでしたね」

　通信高校なので休みの感覚がおかしくなってしまうが、世間一いつ般ぱんでは今は春の長期休きゆう暇かの最中だ。

　――高校に行きながら働くのって、大変だよなぁ。

　天はすごく大変だった。工場の流れ作業や郵便物の仕分け、コンビニの店員といった単純作業でも、大人たちに混じって働くのは気き疲づかれがした。

　勉強とバイトを両立させるつもりで選んだ通信高校なのに、バイト疲づかれで勉強する余よ裕ゆうはなく、単位はろくに取れないままになっている。

　社長というのがどういう仕事なのかわからないが、高度な判断力と責任能力が要求されるポジションだろう。

　――千早ちゃん、大変なんだろうな。性格がキツクなったのはそれでかな……。

「希実子、天、いいかげんにしろ。今日の仕事は窓拭きだぞ」

　メイド長の碧みどりが、雑談しているメイドさんたちをたしなめた。

「はぁい。すみませんっ」

「すみません」

　天が頭をさげると、碧は眉まゆを少しだけさげて笑った。

　メイド長の茶色い瞳ひとみには、はじめて逢あったときのような冷れい酷こくさはなく、温かい色が浮うかんでいた。




　　　　　☆




「はーっ」

　天は熱い紅茶のカップを持ちながら、ため息をついた。希実子が入れてくれた紅茶だが、かなり甘あまい。

　ここは厨房の横の、メイドさん用の控ひかえ室しつだ。

　本来はティーサービスルームで、流し台とガスコンロがあり、茶ちや箪だん笥すにはウェッジウッドやロイヤルコペンハーゲンなどの豪ごう華かなカップが整然と並んでいる。

　ポットやコーヒーメーカー、さまざまな種類のお茶の缶かんに、急きゆう須すや紅茶ポットも備えてあり、メイドが来訪者やお嬢様にお茶を出だすときは、厨房ではなくこちらのキッチンを使う。

「ふふっ。天くん。仕草がカワイイ」

「わっ」

　希実子に指し摘てきされてはじめて気がついたが、紅茶のカップを持つ手つきが、まるっきり女の子になっていた。

　――うわ。僕ぼく、仕草が女になってるぞー。

　天は頬ほおを赤くして、小柄な身体をいっそう縮こませた。

「疲つかれましたですぅ」

　桜子が気の抜ける調子でいい、クッキーをつまんで口に入れる。

「おいしー。伊集院家の料理人さんたち、ほんと腕うでがいいですぅ」

「ほんとね、太っちゃいそう」

　メイド長の碧は、事務所でブラックコーヒーを飲みながら伝票整理と発注の最中で、おやつ休憩には参加していない。

　メイドさんたちはくつろいで化け粧しようを直している。

「あれっ。希実子先輩、それってテレビでやってた新製品のやつですか？」

「ふふ。これね。Ｉ[image: ]ｓアイズコーポーレーションの新製品よ。このマスカラ、まつげがぱっちりするのよねー」

「へぇっ。いいですねぇ。ちょっと見せてください。……わぁ。値段安いですぅー」

　マスカラを塗ぬり直す真剣な表情は、おにぎり工場の休憩時間にパートのおばちゃんたちが雑談をするときと、何ら変わりがない。

「疲れた？」

　希実子が聞いた。

　天は無言でうなずいた。

　窓拭きは大変だった。窓拭き用のクリーナーでくるっと拭いたらハイ終わり、ではなく雑ぞう巾きんでいちいち拭いていかなくてはならなかった。

　なにしろ凝こったつくりの洋館なので、斜ななめや円形に桟さんが入っていて、小さなガラス窓がたくさんはめこまれている。メイドさんが一枚一枚拭いていくしか方法がないのである。

　疲れているのだろう。紅茶の甘さが舌に残り、なぜか苦く感じてしまう。

「あのう、天くん、紅茶、それぐらいにしておいた方がいいですよぉ」

「ダメよ。桜子さん、言わないで」

「でも、希実子先輩、やっぱりそういうの、良くないと思うんですぅ」

　メイドさんたちが言い争いをはじめた。

　思考力が落ちているのだろうか。ふたりが何を言っているのかわからない。

　天は紅茶のカップを机に置き、クッキーに手を伸ばした。

　――意外だな。桜子さんが希実子さんに反論するなんて……。なんか、桜子さんって、気が弱そうに見えるのに。

　あくびが漏もれた。

　――眠いな……。

　頭がズキズキして痛い。

　今朝は二時間ほどしか眠っていない。眠くなって当然だ。

　手からぽろっとクッキーが落ちた。

　ほんの一いつ瞬しゆんだが、船を漕こいでいたらしかった。

「天くん。眠いなら、部屋で昼寝してきたらどうかな？　碧さんはしばらく伝票整理だし、ディナーの用意までまだ少し時間があるわ」

「でも、千早ちゃ……お嬢様が帰ってきたら、忙いそがしくなるんですよね？」

「大丈夫よ。忙しいのはお嬢様付きのメイドだけだから」

　そういえば、碧も、おやつ休憩のあとは少し休んで良いと言っていた。

「そっか、だったら僕、寝てきます」

　天はフラフラしながら立ちあがった。

　飲んでいたカップを流し台に置き、洗って伏ふせるのもそこそこに、よろよろした足取りで休きゆう憩けい室しつを出る。

「効いてるわね」

「効いてますですぅ……」

　休憩室を出る寸前、希実子がうれしそうに、桜子が不安そうに話していたような気がするが、急激にやってきた睡すい魔まが思考力を奪うばう。

　よほど意識しないと、波のように押おし寄よせてくる眠ねむ気けに溺おぼれてしまいそうだ。

　天は、目をこすりながら廊ろう下かを歩いた。




　　　　　☆




「はー、やっとついた……」

　部屋に戻もどった天は、ベッドにバタッと仰向けになった。

　メイドさん用の狭せま苦くるしいベッドは、天の小こ柄がらな身体をやわらかく受け止めた。

　廊下で行き倒だおれになるのではないかと思うほど、睡眠欲求は強きよう烈れつだった。

　どうにか部屋に戻ってこれて安堵する。

　ベッドに仰向けになると、もう次の瞬しゆん間かんには、眠ねむりの淵ふちへと引きずりこまれた。

　――なんかおかしい……。

　確かに疲れているし、睡眠不足なのだが、この睡魔は強烈すぎる。

　――効いてるわね。

　希実子さんはそう言っていた。

　紅茶はやけに甘く、そして苦かった。まるで薬みたいに。

　紅茶を淹いれてくれ、昼寝するように勧めてくれたのは希実子さんだった。

　――さっきの紅茶、何か薬が入ってた？　希実子さんが薬を盛った、とか？

　――まさかね。

　眠りに落ちる瞬間、そんなことを考えた。




　　　　　☆




　天のメイド部屋のドアが静かに開いた。

　希実子がそうっと忍しのびこんできて、入口でもたもたしている桜子を手招きする。

　桜子がこわごわと天の部屋に入ってきた。

　ふたりの先輩メイドは、ベッドの脇わきに立ち、髪かみ飾かざりのカチューシャもメイド服のエプロンもそのままでぐっすり眠っている天を見下ろす。

「ふふ……よく寝てるわね」

　ひそめた声で希実子が言った。

「天くん、ほんとにかわいいですぅ。まるで眠りの森のお姫ひめ様さまみたいですぅ」

「キスしたら起きるかしらね。まっ。キスするの、オ×ン×ンのほうだけど」

「希実子先輩、やっぱりそういうの、よくないと思うんですぅ」

　桜子が遠えん慮りよがちに進言する。

「桜子さんは幸運が欲しくないの？」

「そりゃ、ほ、欲しいですけど……。天くんはお嬢様の飼い犬だって聞いてますし……」

「でも、お嬢様、天くんに出て行けって言ったし、碧さんが折せつ檻かんするの、止めなかったわ。お嬢様は、天くんの飼い主の役割を放ほう棄きしてらっしゃるの。だったら、私が押し倒してもいいはずよね」

「でもでもっ。それでもやっぱりダメですぅーっ」

　桜子は半泣きで希実子を止めているが、希実子は仰向けになって寝ねている天のメイド服のスカートをめくりあげるのに一いつ生しよう懸けん命めいだ。

「幸運が欲しくないの？」

「ほ、欲しいですけど、その……セッ×スは……」

「あら、私は、セック×するなんて言ってないわ。手コキするだけよ。他のことだとスゴイのに、なんで桜子さんは、そっち関係は大人しいのかしらね」

　やがて天は、メイド服をきちんと着ていながら、スカートをめくりあげ、ボクサーブリーフを丸出しにしたはしたない格好にされてしまった。

　ニーソックスに包まれたすらっと伸のびた足は、細くて長いのだが、膝ひざ小こ僧ぞうのごつごつした感じと筋肉の浮いた太ふと腿ももに、わずかながら少年らしさが残っている。

「うーん。男物のパンツかぁ……。ちゃんとオチ×チンがあるわねぇ。そりゃそうか。天くん、男だもんね」

「うぅっ、やっぱりだめですぅっ!!」

「だったらいっそ天くんの指を切り落とす？　肉にく片へんだと遺伝子がタップリ入っているでしょうし。それともザックリやって、血を絞しぼる？」

「きゃあっ、そ、そんなこと、できないですぅ」

「騒さわがないでよっ。せっかく薬を盛ったのに、天くんが起きてしまうでしょ。オチン×ンを絞ってビューって出たとき、先せん端たんにカップを伏せる人が必要なんだから、手伝ってほしいのよ」

「紅茶に薬盛るの、やりすぎだと思いましたですぅ……」

　桜子は、しぶしぶという感じでエプロンのポケットに手を入れた。そして、ヨーグルトの空きカップを取りだした。

　フタをパカッと開き、ベッドサイドに置いて、情けなさそうな顔をする。

「そのう、せめて、コ×ドームを……」

「バカね。コン×ームって、殺×子剤ざいが入っているじゃないの。精×が死んでしまったら、遺伝子が取れないわよ」

「こ、これしか、方法が、ないんですか？」

「これしかないのよ。×液は、ちゃんと桜子さんにもわけてあげるわ。さっ、やるわよっ」

「うえぇえーん。見たくないですぅっ」

　桜子が両手で顔を覆おおう。

　希実子が腕まくりをして、指を鳴らした。そして、先輩メイドのほっそりした指が天のお腹なかに向かって伸び、ボクサーブリーフをズリさげた。ペニ×がぷるんと飛び出した。

「わーっ。顔に似合わず巨根だわぁっ。この子、メイドワンピースの下に、こんなおっきいの、隠かくし持もっていたのねぇ」

　希実子はきゃあきゃあと騒ぎながら、天のブツを指先でイジリ回す。

　桜子は両手を覆った指の間から瞳をランランと光らせて、はしゃいだ声をあげた。

「きゃああ、すごいですぅっ。はじめて見ましたぁっ」

「これでまだ×起してないんだもん。勃×すると、すごく大きくなりそうだわ」

　希実子が肉茎けいの根本に指を絡からめた。

　コケティッシュな笑えみが浮かび、赤い三角の舌が出て唇くちびるを舐なめる。

　希実子が戦せん闘とうモードに入ったまさにそのとき……。




「そこまでだ」




　ドアがバアンと開き、碧が飛びこんできた。

　碧はスカートをめくりあげると、ストッキングを止めるガーターベルトから拳けん銃じゆうを取りだした。

　次の瞬間には、銀色に光る小しよう銃じゆうが、碧の手に握にぎられている。

　銃じゆう口こうは希実子をピタリと狙ねらっている。

　安全装置を外すカチリという金属音が、やけに大きく響ひびいた。

「きゃーっ」

「いやーっ。殺さないでぇーっ!!」

　銃口を向けられた恐きよう怖ふというより、碧が安全装置を外した驚おどろきに、希実子と桜子が手を取り合って悲鳴をあげた。

「だから早く部屋に入りましょうって言ったのよ。廊下に監かん視しカメラがあるの、桜子さんだって知ってるくせにっ」

「でもでもっ、メイドが休きゆう憩けい時間に仲間の部屋に入るぐらいじゃ誰だれもやってこない、って、そう言ったのは希実子先輩ですよぅ」

　耳元でかなきり声をあげられてはたまったものではない。

　死んだように眠っていた天は、いやもおうもなく眠りの淵から引っ張りあげられ、目を開いた。

　ぼんやりした視界に、先輩メイドたちがおろおろしている様子が入った。

　――桜子さんと希実子先輩……？

　なにがどうなっているのかわけがわからない。頭がガンガンして気持ち悪い。ベッドサイドに希実子と桜子、さらに入口のところに碧がいる。

　――なんでここに碧さんがいるんだ？

　碧は何かを持った手をまっすぐに伸ばし、片目をすがめて狙いをつけている。

　――碧さんは何を持ってるんだ？　拳銃？

　――まさか、本物なわけないよな。おもちゃだよな。

　ハッとした。

　碧はおもちゃの拳銃で脅おどすようなキャラではない。

　碧が全身に纏まとっている冷酷な気配が、いっそう激しくなっている。

　――本物の拳銃だっ！

　さーっと背筋が冷たくなった。

「天、早くソレを仕し舞まえ」

　指摘されてはじめて気付いたが、スカートをめくりあげられ、ボクサーブリーフをズリさげられ、ペ×スを丸出しにさせられていた。

　――うわ、僕、チ×チン丸出しじゃないかよーっ。

「きゃあっ」
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　天はあわててボクサーブリーフをズリあげると、上半身を起こしてベッドに横よこ座ずわりになり、下か肢しをスカートで隠した。

「いやいやいやっ、恥はずかしいっ。ひどいーっ」

　仕草がやたらとかわいくなっていたが、本人は気付かない。

　気付く余裕がなかったのだ。

「それは千早お嬢様のペットだ。乱暴狼ろう藉ぜきはやめてもらおう」

「あらあ、碧さん、誤解ですわっ。私たち、何もしてませんわ」

「そのヨーグルトの空き容器は何だ？　精×を絞るつもりだったのだろう？」

　――×液っ!?　な、何でっ!?

　そういえば、セックスはしないが手コキするとか指を切り落とすとか、ザックリやって血を絞るとか、ぶっそうな会話を夢うつつで聞いたような気がする。

　ヨーグルトの空きカップに精液……。想像するだけでおぇっとなる。

　――うぅ、ヨーグルトが食べられなくなりそうだよー。

「何ごとですの？」

　お嬢様がひょいと顔を出した。

「きゃあああーっ。きゃあーっ。お嬢様よーっ」

「希実子先輩、私たちもう終わりですぅ。首ですぅっ!!」

　メイドさんたちふたりが抱だき合あって悲鳴をあげる様子は、妙みような色気を感じさせる。

　お嬢様は妙な顔をした。

　当然だった。

　天はベッドの上で横座りになり、スカートを押さえて恥じらっているし、碧は殺気を漂ただよわせて拳銃を構えている。希実子と桜子は抱き合って悲鳴をあげている。

　碧が拳銃の安全装置を掛かける音が、カチッと響いた。

　引き金に入れた指で拳銃をくるくる回し、スカートを左手でめくりあげてガーターベルトにスッと納める。

「何でもございません。お嬢様はこのようなむさくるしいところにおいでになってはいけません」

「悲鳴が聞こえました。これはいったい何ですか。どういうことなのか説明しなさい」

　碧が仕方がない、というふうにため息をつき、希実子に目で合図をした。

「はい。お嬢様。説明致いたします」

　希実子はメイドワンピースのポケットからケータイを取りだし、文字盤ばんに親指を走らせた。

「セレブネットの占うらないコーナーのキャッシュです」

　希実子は、水戸黄門の印いん籠ろうのように、ケータイを突つきだした。

「えっ？　これ、僕？　ま、まさか……」

　液えき晶しよう画面に、幼い顔をした天の写真が映っていた。

　天が中学のときに撮とられたスナップ写真だ。まだ父と姉がいる頃で、生活に余裕があった頃だから、ふっくらした頬をほころばせ幸せそうに笑っている。

「そうよ。天くんの写真よ」

「ちょっ、ちょっと、見せてくださいっ」

　天は希実子からケータイを受け取り、まじまじと液晶画面を見た。

　写真の上に、今月のラッキーアイテムの文字があり、写真の下には小さな文字が並んでいた。

「ええと……。大おお黒ぐろ天あまねは大だい黒こく天てんの生まれ変わりで、幸運の遺伝子を持つ少年。彼かれの遺伝子を手に入れるものには幸運が訪おとずれるであろう。……うわ、僕の住所に電話番号まで書いてあるっ。なんですかこれ？」

「セレブだけがアクセスできるセレブネットの占いコーナーにアップされていたのよ」

　千早が説明し、碧が聞いた。

「天、いたずら電話が多かったのではないか？」

「いえ、電話は滞たい納のう続きで止められていたので」

「これはね、セレブネットのカリスマ占い師しの占いコーナーで、よく当たると評判なの。いつもはどの株が上がるとか、どこで新油田が発見されるとか、どこの国が干ばつで小麦の先物相場が高こう騰とうするとか、お金かね儲もうけ情報がアップされているわ。でも、幸運の遺伝子を持つ少年の情報がアップされたのははじめてね」

　戸口に立つお嬢様が、冷静に教えてくれた。

　お嬢様が立ち、使用人がベッドに腰こし掛かけている非礼を誰もとがめないのは、みんながお嬢様の口から理由を聞きたいと思っていたからだろう。

「じゅじゅじゅ、住所とか写真とかって個人情報じゃ？」

「だいじょうぶよ。今はサイトから消えてるから」

「でも、キャッシュは残りますよぉ。希実子先輩の持っている画像は保存画像ですよ。ねっ。希実子先輩」

「その通りよ。魚ぎよ拓たくも取られてるかもしれないわよ」

「確かに個人情報だけど、アクセスキーを持っている人にしかアクセスできないの。検けん索さく避よけがされていて、検索にも引っかからないようにできているそうよ。このサイトを見た人は、いわゆるセレブばかりのはずよ。セレブって言葉、私たちをバカにしているみたいで、私は好きじゃないのだけど」

「でもでも、希実子先せん輩ぱいにかかれば、アクセス制限なんかいちころですぅ」

　桜子が気の抜ぬける調子で解説し、希実子がＦカップはありそうなふくよかな胸を張る。

「ふふっ。ネットの申し子、ハッキングの女王、柑こう子じ希実子とは私のことよっ」

「そう、希実子さん、セレブネット、のぞき見てたのね」

　お嬢様がため息をついた。

「えっとその、希実子先輩は、上流階級のウワサをのぞき見てですねぇ、ミーハーに楽しんでいらっしゃっただけですぅっ。希実子先輩、ネットの知識はスゴイんですが、それ以外は基本的にバカですからぁっ」

「ミーハーに騒いでいたのは桜子さんでしょうがっ!!」

　ベッドの下のほうで、ドカッと音がした。

　桜子の顔が泣きそうに歪ゆがむ。

　天の位置からは見えなかったが、希実子が桜子の足の甲こうを踏ふみつけたらしかった。

「わーっ、足を踏まないでくださいよぉっ。私、先輩をかばったんですよぅっ。踏まれるぐらいなら踏んでやるっ。踏んでやるんだからっ。えいえいっ」

「桜子さん、先輩に向かってその態度は何なのっ。踏み返してやるんだからっ」

「退職の危機に瀕ひんしている今、先輩も後こう輩はいもないですぅっ。あーん、有給休きゆう暇かが残ってるのにもったいないですぅ」

「有給休暇が残ってしまったのは私も同じよっ」

「だから言ったんですよぉ。天くんを押し倒すのなら、タイミングを見たほうがいいですよぉって。天くん、一生奉ぼう公こうだから、急いですることなかったんですよぉっ」

　醜みにくい争いをはじめたメイドさんたちをそのままにして、天はお嬢様に訴うつたえる。

「こ、こんなのウソですよっ。僕、運悪いですっ！　幸運の遺伝子を持っていたら貧びん乏ぼうなんかしてないし、一億円の借金を被こうむったりしてませんっ。こんなウソ、誰も信じませんよっ。お金持ちは眉つばな幸運なんて欲ほしがりませんよっ」

「天、それは違ちがうわ。私も社長になって思うのだけど、商品開発が成功するかどうかは運よ。どんなに入念にリサーチをしても、失敗に終わる新製品がある一方で、工場の稼か働どう能力を超こえるほどの大ヒットになる新製品があったりするの。人じん智ちを超えた何かが働いているとしか思えないの。私もそうだけど、セレブって言われる人たちは、そうしたことを体験的に知っているのよ」

「お嬢様も、幸運が欲しいんですか？」

　桜子が聞いた。

「そりゃ、幸運が欲しくない人なんていないわよ」

　――そうか。そうだったんだ……。

　千早が天を購こう入にゆうし、碧が屋や敷しきから出るなと念を押し、女装させられた理由がようやくわかった。

　千早がおかしな占いを信じたからだ。

　――僕の困った状じよう況きようを知って、千早ちゃんが助けてくれたんだと思ってたけど、違っていたんだ……。

　――僕が幸運の遺伝子を持つ男だって思ったから、僕を購入しただけなんだ。

　――やっぱり千早ちゃん、小学校のときの結けつ婚こんの約束、忘れてるんだ……。

　まるで苦い粒つぶでもかみ砕くだいたかのように、失望の苦い味が胸に広がっていく。

「私たちも、幸運の遺伝子は欲しいです。お嬢様、天くんを犬だとかおっしゃるわりには、碧さんの折檻に許しを与あたえたりして、所有権を主張されませんね。一億円もする犬がつながれず歩いていたら、ちょっかいをかける人間が現れても、仕方がないと思うんです」

　希実子の口から、遠慮のない言葉が飛び出した。

　従業員が雇こ用よう主ぬしに、こんなにはっきりものを言うのは、天のアルバイト経験では考えられない。

　天ははらはらしながら希実子と千早を見比べた。

　千早は親指を噛かんで考えこんでいる。

　瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きだと思っていた千早が、意外に冷静なのに目を見張る。

　――千早ちゃん。痛いところを突かれてしまった、って感じだ……。

　こういうとき、すぐにたしなめそうな碧が何も言わず、腕うで組ぐみをして状況を見守っているのが不気味だった。天がお嬢じよう様さまにとってどの程度の存在なのか、計っているのかもしれない。

「お嬢様に奏上致します。大事な犬なら、部屋につないでおかれませ」

　希実子はズケズケと言い放ち、鍛きたえられた仕草でおじぎをした。

　沈ちん黙もくが落ちた。

「そうね。その通りだわ。天を私付きのメイドにしましょう」

「ですがお嬢様、天はまだ……」

　碧が異議を唱えた。

「天を私付きのメイドにすると言っております」

「は、お嬢様、失礼しました」

　きっぱりしたお嬢様の言葉に、碧がふかぶかと頭をさげて引きさがった。

「やったーっ。これで仕事が減るわっ!!　お世話が大変だったのよねーっ!!　お嬢様ってわがままでいらっしゃるからっ」

　希実子はその場でぴょんぴょんと飛とび跳はねて喜んでいる。

　桜子が不安そうに眉をひそめる。

「あのう、お嬢様……。私たちは首になるんでしょうか？」

　桜子がおそるおそる聞いた。

「いいえ」

「で、でも、お嬢様のお付きメイドを天くんにするってことは、希実子先輩を首にする、ってことですよね？」

　希実子が顔を引きつらせた。

　そうか、そうだったのか、といいたそうな表情だ。

　純じゆん朴ぼく桜子に属性追加。見た目と違って頭が良い。

「だいじょうぶよ。今回の件は私も悪いのだから、不問に付します」

「やったーっ。おとがめなしですってぇーっ」

「希実子先輩、よかったですぅっ」

　行動力はあるが考えの浅い希実子と、頭は回るが行動力がない桜子は、ふたりで手を取り合ってくるくると回り始めた。

　希実子は色気のあるグラマーで、桜子はみつあみの貧乳少女。

　性格も体型もまったく違うふたりなのに、息がぴったり合っているのがおもしろい。

「あ、そうだわ……」

　希実子は、天の頭へと手を伸ばした。

　ぷちっと音を立てて、天の頭から髪かみが束になって引ひき抜かれる。

「いてっ」

　天はびっくりして頭を押さえた。頭皮がヒリヒリ痛い。

「うわっ。やめてくれっ。ハゲるぅっ」

　希実子の指には、軽く三十本ばかりの髪の束が握られていた。

「遺伝子頂きましたっ！　ありがとうございますっ」

　希実子はいそいそと髪の毛けの束をヨーグルトのカップに押しこんだ。

「桜子さんにも三本ぐらいあげるわね」

「希実子先輩、半分ぐらいくださいよぅ。でも、髪の毛って遺伝子が含ふくまれているんでしょうか？」

「そりゃ入ってると思うけど、遺伝子を取りだしたかったら、髪よりも肉とか血よねぇ。指を切り落として、血液をペットボトルにでも入れて、どこかの研究施し設せつにでも持っていけばいいんじゃない？」

　希実子は怖こわいことを言いながら、うまく入らずにはらはら散る髪を指先で拾っては器うつわに入れている。

「私はそれが怖かったの」

　お嬢様がひとりごちた。

「私は幸運の遺伝子なんか信じてないけど、幸運の遺伝子を欲しがるセレブたちは、人体実験だっていとわないでしょう。もしもセレブたちに捕つかまったら、天が血を絞られて、切り刻まれてしまうわ。私が買って、手元に置いておけば、少なくとも天は解かい剖ぼうされたりしないはずよ」

　だれからともなく、えっ、と声にならない声があがった。

　天とメイドさんたちの視線がお嬢様に集まる。

　希実子と桜子は驚きの表情で千早を見ているし、碧だけはうすうす想像していたのか、やっぱりか、という雰ふん囲い気きで首を振ふっている。

　――希実子先輩、お嬢様って、オクテですぅ。

　――お嬢様は、私たち庶しよ民みんと違ってエッチ話なんかなさらないのよ。桜子さん。

　――希実子先輩に聞けばよかったんですぅ。エッチなことなら何でも教えてくれますよぅ。

　――なによっ。私がエッチ女みたいに言うのやめてよねっ。

　希実子と桜子がひそひそとささやき合っている声が聞こえてくる。

　碧がゴホンと聞こえよがしに咳せき払ばらいをして、注意を喚かん起きした。

　だが、天には、メイドさんたちの気持ちもわかる。




　――千早ちゃん。幸運の遺伝子って何か、知らないんだ？

　幸運の遺伝子。それは、言うまでもなく精×である。




　――幸運の遺伝子を手に入れる方法、知らないんだ？

　幸運の遺伝子を手に入れる方法。それは言うまでもなく×ックスである。




　天はまじまじと千早を見た。

　十六歳さいにしておしべとめしべのしくみについて知らない少女が、この世に存在するとは思わなかった。

　――千早ちゃんって、いったいどんなお嬢様だよ。……って、そうだった。千早ちゃん。お嬢様だったんだ……。

　脱だつ力りよくのあまり、ベッドの中にめりこんでいきそうになった。体調が悪いのか、地球の重力がいっそう重く感じてしまう。

　マイペースな千早は、メイドさんたちの意味ありげな目配せに、少しも気付いていない様子だ。生まれついてのお嬢様は、空気を読んだりしないのである。

　――えっ？　ちょっと待てよ。僕をセレブたちの魔まの手から守ろうとした、ってコトは……。

　――千早ちゃん、やっぱり僕を心配してくれてたんだっ!!

　失望が大きかっただけに、喜びはひときわ大きい。

　家族はバラバラで、学校は通信課程。ひとり暮らしで、クラスメートとも担任の先生ともろくに逢あったことのない天には、誰かが自分のことを気にとめてくれていたことに感動する。

　――僕ぼくはひとりじゃないんだ。

　胸がじわっと熱くなる。

「千早ちゃ……お嬢様……あ、ありが……と……」

　ベッドから降り立ってお礼を言おうとしたのに、膝ひざが崩くずれた。

　天はその場に倒たおれ伏ふした。

　――ど、どうして？

　目の前が暗くなる。頬ほおが床ゆかについたが、指さえも動かせない。身体が重い。重くて重くて起きあがれない。

　貧乏暮らしでろくなものを食べていなかった。

　一昨日のおにぎり工場のバイトは立ちっぱなしでハードだったし、昨夜の銀器磨みがきはいっそうハードだった。

　昨日はほとんど寝ていない。

　運命が変わってしまったショックが抜けない。

　女装の気き疲づかれで息苦しい。

　希実子が紅茶に盛った薬がまだ効きいている。

　それらすべてが重なり合った。

　倒れてしまっても仕方がない。

　――起きるんだ。千早ちゃんが心配する。僕は幸運の遺伝子を持った存在なんだから、辛しん気きくさいことはするな。

　――起きられない。だって、身体が動かないんだ……。

　眠ねむい。このまま眠ってしまいたい。

　もう、どうでもいい。何もかも。

　墨すみを流したように、視界が暗くなっていく。

　――僕、死ぬのかな……？

　ブラックアウトした。




　　　　　☆




「きゃあああっ。天っ、天、どうしたのっ!?」

　千早は両手を口に当てて叫さけんだ。

　千早にとって、もっとも大事な少年が、壊こわれた人形のように横たわっている。

　――これは罰ばつなの？　私が犬なんて言ったせい？　折せつ檻かんを承しよう諾だくした私が悪いの？

　だが、千早の立場では、そう言うしかなかったのだ。

　千早は総そう帥すいとはいえ、何もかも独断で決められるわけではない。人事は執しつ事じのイシカワが決めること。メイドの教育はメイド長の碧の仕事。分を越えた行動は許されない。

　幸運の遺伝子を持った少年を購入し、女装させて屋敷に閉じこめメイドをさせるという千早の提案を、執事のイシカワは黙もく認にんしたが、メイド長の碧は渋しぶい顔をした。

　ふたりのメイドさんは、少年が女装メイドになるが理由は聞くなと言ったせいで、好こう奇き心しんまんまんだった。

　そんな中で、天を特別扱あつかいすることはできなかった。

　誉ほめるときは大げさに、叱しかるときは公平に。

　それが人の上に立つもののルールだと父から教えられたが、天は購入の経緯からして特別扱いだ。厳しく接するしかなかった。

　いいや違う。それはただの表向き。

　千早は、十年ぶりに逢う幼なじみに、どんな顔をしていいかわからなかった。

　キツイ言動は照てれ隠し。

　うれしくて、恥ずかしくて、懐なつかしくて、あげくにツンケンしてしまったのである。

　――私、バカだわ……。天が倒れてしまったじゃないのっ!?

「希実子さん、天に飲ませた薬は何っ!?」

「ネットで買った睡すい眠みん導入剤ざいです。私がたまに飲んでましたが、私には何もおかしな症しよう状じようは出ませんでした」

「ドクターを呼んでっ！　それからイシカワさんを呼びなさいっ!!」

「私がっ」

　おっとり系の桜子が、意外なほどの早さで部屋を走り出ていく。

　碧が天の横に膝をつき、首筋に指を置いたり、まぶたをめくり返したり、呼吸を確かめたりした。おでこに手を当て千早に報告する。

「瞳どう孔こうも呼吸も正常ですが、発熱しています。体調が悪いときに睡眠導入剤を飲んで、悪わる酔よいしたのではないかと思います」

「私、体温計取ってきますっ」

　希実子が言った。

「待てっ、天をベッドに寝ねかせるっ！　手伝えっ!!」

「はいっ」

「待って」

　千早が止めたので、碧がけげんな顔をした。

「私の部屋に運びなさい」

　碧は何か言いたそうな顔をしたが、黙だまってうなずいた。

「希実子、私の背中に天を乗せてくれ」

「はいっ」




　　　　　☆




　ゆらゆら揺ゆれる。

　手が、身体が、視界が揺れる。

　真っ暗だった視界が、ぼんやりとだが見えるようになっていた。

　くっつけあっているところから体温が伝わってくる。ペパーミントのさわやかな匂においは体たい臭しゆうだろうか。

　ショートヘアのメイドさんが、天をおんぶして廊ろう下かを急いでいた。

　――そっか。これ、碧さんだ。すごいなぁ。僕、四十九キロもあるのに、おんぶして運べてしまうんだ。

　天をおんぶしながら、軍隊の訓練のような早さで歩く碧に舌を巻く。

「天っ、天、しっかりしてっ。もうすぐドクターが来るわっ。死なないでっ」

　千早が天の横を小走りで急いでいる。

　――千早ちゃん。おおげさだよ。ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだってば。だって、僕、千早ちゃんに幸運を与える存在だろ。死んだりしないよ。僕、ちょっと、眠いだけなんだ。

「しん……ぱい、し……」

　心配しないで、と言いたかったが、またも視界が暗くなり、言葉を紡つむぐことはできなくなった。




　　　　　☆




　千早は腕組みをして眉まゆ根ねを寄せていた。

　天の診しん察さつをしている初老のドクターの緊きん迫ぱく感のない様子が、千早をいらだたせているのである。

「ほほう、このメイド、男ですな？　今はこういうのが流は行やりなんですか？」

「天の具合はどうですのっ!?」

「寝てるだけですな」

　天を診察したドクターはあくびを噛み殺ころしながら言い放った。

　天は、千早の天てん蓋がいつきのベッドの上で、眠りの森の姫ひめのように眠っている。

　カチューシャは苦しそうなので外したが、メイド服のエプロンのフリルとレースが、彼をかわいらしく見せている。

「寝てるだけ……っ？」

　千早は悲鳴のような声で繰くり返かえした。

　千早のベッドに仰あお向むけになって横たわる天の顔色は悪い。寝ているだけには思えなかった。

「で、でもっ、微び熱ねつがっ!?」

「バッドトリップです。疲ひ労ろうが溜たまっているところに睡眠導入剤を飲んで、ラリッてしまったんですよ。微熱はバッドトリップのせいです」

　碧の見立てとほとんど一いつ緒しよだ。

「氷ひよう嚢のうとか、氷こおり枕まくらとかは？」

「この程度の熱、不要ですな」

「だったら、解げ毒どく剤ざいとか」

「薬が抜けたら目覚めます。この少年、ひどく疲つかれているみたいですな。好きなだけ眠らせておあげなさい。それが何よりも薬です」

　ドクターと看護師が出ていった。

「よかったぁっ。私のせいじゃなかったのねっ」

　希実子がうれしそうな声で言った。

「思いっ切り希実子先輩のせいだと思いますけどー」

「桜子さんっ。あなたねっ……あっ、逃にげたわねっ。お待ち、足を踏んでやるんだからっ」

「きゃーっ。怖いっ。やめてぇっ。あぁ、希実子先輩が私をいじめるぅっ」

「騒さわぐのはやめろ。病人がいるんだぞ」

　希実子と桜子が陰いん険けんな漫まん才ざいを繰り広ひろげ、碧がたしなめる。

　いつもならメイドさんたちの明るさに仕事疲づかれを癒いやしてもらっていた千早だが、今日はやたらと気に障さわる。

「みなさん、出ていってくださる？　私がいいというまで入ってこないでくださいね」

「お嬢様、お食事は？」

「いりませんわ」

　碧は無言で千早を見て、やっぱり、というようにため息をついたあと、あきらめたようにうなずいた。

「お嬢様のお好きなようになさいませ」

「失礼します」

　メイドさんたちが声をそろえておじぎをし、順番に部屋を出ていった。

　広い部屋に、天と千早のふたりだけが残された。

　医者はああ言ったが、ほうっておけるものではない。

　千早は、天のおでこに手を乗せた。天の額はほんのり熱い。

「うぅっ」

　そのとき、天がうなり声をあげて頭を振った。

　ひそめた眉まゆのあたりに、脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。

　悪い夢にうなされているのだ。

　病びよう床しように伏している父の、苦しそうな顔を思い出だす。

　父は、千早が中学に上がると同時に簿ぼ記きの勉強をさせ、経営の場につれて行った。決算書類をどうやって分ぶん析せきするかを教え、株取引をさせ、英会話の先生を呼んだ。

　幼い頃ころから千早専属のメイドをつけたのも、人を使う方法を実じつ践せんで学ばせるためだろう。

　元気だった父は、病気であっさり他界した。まるで千早が経営者としての才能を開花させるのを待っていたようなタイミングだった。

　――天がこのまま起きなかったらどうしようっ!?

　不ふ吉きつな想像に、胸がキュッと痛くなる。

　――いやだ。天、死なないで……っ。

「天……だいじょうぶよ。私が熱をさげてあげるから……私が君を起こしてあげるから」

　千早はベッドで苦しんでいる天に向かってつぶやいた。

　天が寝ね返がえりを打ったチャンスを見計らい、彼が着ているエプロンのヒモをほどく。背中のファスナーを降ろし、エプロンとメイド服をいっしょくたにぬがしていく。

　意識がないせいでやたらと重い足を持ちあげて、ニーソックスをめくり降ろす。

　眠っている少年の服を脱ぬがせるのは大変だったが、千早は必死だった。

「ふうっ」

　やがて天は、ボクサーブリーフ一枚の裸はだかになった。

　メイド服を着ているときは、どこから見ても女の子にしか見えないのに、ちゃんと少年の身体をしている。

　つるんとした胸むな板いたが汗あせまみれになっていてかわいそうだ。

　千早は、ドアが閉しまっていることを確かく認にんしてから、背中のファスナーを降ろした。

　お嬢様風ワンピースは千早の周囲に、丸い輪を描えがいて落ちた。

　ブラジャーとショーツだけの下着姿になる。

　巨乳メイドの希実子が横にいるせいで、あまりグラマーには見えない千早だが、手足がすらっと長く、均整の取れた身体付きだ。
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　胸乳は形良く実ったＣカップで、ウエストはきゅっとくびれ、腰こしの位置が高い。

　千早は背中に手を回してブラジャーのホックを外した。グレープフルーツのような、瑞みず々みずしい乳ち房ぶさがぷるるんと揺れながら飛び出した。

　そして、ショーツ一枚の裸で、悪夢にうなされている天の横に添そい寝する。

　伊集院家に伝わる民間療りよう法ほう。熱をさげて意識を戻もどすおまじない。

　千早も幼い頃、母の胸に抱だかれて熱をさげた。

　――天、お願い、正気に戻って……。

　千早は天に抱きついた。







第３章　衣装クロースゲーム







　――天あまねはね、運がいいの。ぜったいにそうよ。

　母親が、天の頭を撫なでながら、優やさしい声で話している。

　天はまだ幼よう稚ち園えん児で、転んだ拍ひよう子しに棒付きキャンディを落として砂まみれにしてしまい、泣きじゃくっていたときのことだった。

　天は昔から運が悪かった。

　アイスクリームで当たりくじを引いたことは一度もないし、トランプでババ抜きをしたら、高い確率でジョーカーを引く。

　アイスクリームを買うと、上のクリームのところだけ落として台無しどころか台だけにしてしまう。

　――でもね、天は運がいい子なの。

　母はおまじないのように繰り返す。

　――お母さんが天を妊にん娠しんしているときにね、小こ槌づちを持った大だい黒こく天てんが、お腹なかに入っていく夢を見たのよ。だからね、天って名前をつけたの。大黒天は幸運の神様だから、天はぜったい運がいいのよ。

　母はそう言って、泣きじゃくる天を抱きしめた。

　運がいいと言われたことよりも、母親に抱きしめられることのほうがうれしくて、天は笑え顔がおでうなずいた。

　――僕、運がいいんだ？

　――そうよ。これから、いいことがいっぱい起こるわよ。だって天は、大黒天の生まれ変わりなんだから。

　今は蒸発してしまってどこにいるかわからない父と、今はアメリカの大学にいる姉が、ニコニコしながら母の話を聞いていた。




　　　　　☆




　――なんかいい夢を見ていたみたいだ……。

　天は、小鳥の声と、降り注ぐ朝日に目を開けた。

　――ここ、どこだろ？

　見慣れない低い天てん井じようが目に入った。レースのカーテンが蚊か帳やのように垂れさがり、視界を遮さえぎっている。狭せまい部屋だった。きっとここはメイド部屋だ。

　――そうだ。僕、千ち早はやちゃんに買われたんだった。

　夢は、起きると同時に忘れてしまう。内容は覚えていないのに、あたたかな印象だけが残っている。

　夢の残像がはかなく消えていくことがもったいなく思えて、天はもう一度目をつぶった。

「あったかい……」

　ベッドの中はヌクヌクで、フワフワの双そう球きゆうが二にの腕うでに当たっている。低反発枕まくらみたいに柔やわらかいのに、手をはじき返してくるぷりぷりの感かん触しよくは、まったくはじめてのものだった。

　すべすべの平らなものがお腹に密着し、天の足に誰だれかの下か肢しが絡からみつく感触がする。

「えっ？」

　――このぷにぷに、もしかして、おっぱい？

　むっちり感といい、大きさといい、おっぱいにしか思えない。

　ほんわかと甘あまい香かおりが漂ただよってくる。

　コロンとかではない。女の人の体臭だ。

　天はびっくりして目を見開いた。

　長い黒くろ髪かみの側頭部が見えた。黒髪のからまる、ほっそりした首が色っぽい。顔を伏せているので、誰なのかまでわからないが、誰かが裸で添い寝している。

　――そんなバカな。そんなこと、あるわけがない……。

　――僕はまだ、夢を見ているんだ。

　天はおそるおそる腕を動かして、乳房に挟はさまれた腕をそっと外す。

　そのとき気付いた。

　――うわ。僕、裸じゃないか。

　身につけているものはボクサーブリーフだけ。

　――なんでだっ。僕、知らない女の子を押おし倒したのかよっ。

　そのとき、添い寝していた女の子が、顔をあげた。

「んっ……？」

　千早だった。眠そうな顔をしている。

　掛かけ布ぶ団とんの隙すき間まから、乳房の谷間がのぞいている。

　ボクサーブリーフ一枚の天の横に、半はん裸らの千早お嬢様が添い寝していた。

　天にお腹を密着させ、下肢を絡めて眠っている。

　――ま、まさか、僕、千早ちゃんを？

　天はあわてて記き憶おくを探さぐるが、お嬢様にふらちなふるまいに及およんだ記憶はない。

　希き実み子こ先せん輩ぱいに犯おかされそうになり、碧みどりさんが拳けん銃じゆうを持って飛びこんできて、千早が柳りゆう眉びを逆立てて詰きつ問もんしていた。桜さくら子こさんがきゃあきゃあ悲鳴をあげていた。

　――何の話をしてたんだっけ？　僕が大黒天の生まれ変わりとか何とか言っていたような……。僕の運がほんとうに良かったら、借金のカタに売られたりしないって答えたんだっけ。

　希実子先輩が千早をやりこめ、桜子の意外な一面を見て……。

　それからあとの記憶はない。

「天、天、起きたのねっ!?」

　千早がガバッと上半身を起こした。

　まるで水からあがった人にん魚ぎよ姫ひめのように、掛け布団で隠かくされていた千早の上半身が露あらわになった。

　ぷるぷる揺れる乳房が目の前にある。

　桜色の乳輪の上で、乳ち首くびがつんと尖とがっている。汗のしずくが乳首の先せん端たんから落ちそうになっていた。

　至近距きよ離りで見たお嬢様のおっぱいは、想像以上の破は壊かい力りよくだった。

　脳のう裏りでボボンと爆ばく発はつが起こり、身体がかっと熱くなる。

　耳や鼻から体液が吹ふき出でそうだ。

「うっ」

　天は顔を押さえた。

　鼻血がバタバタと吹き出した。

「天、どうしたの？　大丈夫？　頭痛くない？　名前言える？　私のことわかってる？」

　白い手がスッと差し出され、天の頬を撫でる。千早は心配そうな顔をしていた。

　――僕、千早ちゃんに何かしたんだ!?

　まったく記憶がない。千早と同どう衾きんしたというのに、どうして覚えていないのだろう？　千早との一夜なんて、きっと天にも昇る心ここ地ちだろうに。

　千早か碧のどちらかが、天の頭を殴なぐりつけ、意識を失ったのだ。きっとそうだ。




　ご主人様をレ×プした使用人！




　天はいったいどうなるのだろう。

　――お嬢様、この者のナニ、切り落としましょうか？

　碧が瞳ひとみを光らせながら言った台詞せりふを思い出す。男根を切り落とされる想像は、男にとっていちばんの恐きよう怖ふだった。

「ぎゃあああああっ」

　天は絶ぜつ叫きようした。

「きゃっ」

　天の突とつ然ぜんの悲鳴に千早がびっくりして、両手で耳を押さえる。

「お嬢様っ、どうされましたかっ!?」

　ドアが開く音がして、碧の鋭するどい声が響ひびいた。

　レースのカーテンのはるか向こう、開いたドアのすぐ前に碧が立っている。

　碧の白い手がメイドワンピースの裾すそにかかり、真っ白な太ふと腿ももとガーターベルトのフリフリがほんの一いつ瞬しゆんのぞいた。次の瞬しゆん間かんには、銀色に光る拳銃が握にぎられて、天の心臓に狙ねらいをつける。

　碧の背後に、メイドカチューシャの白いひらひらが揺れている。希実子と桜子が、物見高く見物していた。

　――天くん、元気になったわねー。

　――お嬢様を押し倒すなんて元気になりすぎですぅー。

　――お嬢様はオクテでいらっしゃいますから、添い寝しただけよ。きっと。

　――碧さん、本気じゃないですぅ。だって、安全装置外してませんしぃー。

　――そりゃもう、お嬢様がいらっしゃるのに、拳銃ぶっ放さないわよ。

　希実子と桜子がささやきあっている声が聞こえてきた。

「天、立て。手をあげろ」

　天はそろそろと立ちあがり、ゆっくりとホールドアップの姿勢を取る。

　メイドさんたちの間から、きゃっと悲鳴があがった。レースのカーテン越ごしに見える天は、つるんとした胸板をあらわにし、巨根をボクサーブリーフに納めた半裸であった。

　――天くん、脱いでますねぇ。希実子先輩。

　――したのかな？

　――しようとしたけど、ソウニューできなかったに賭かけますぅ。

　――私も未み遂すいに賭けるわっ、ってふたりとも同じだったら、賭けにならないじゃないのっ。

　緊きん張ちよう感を漂わせているのは碧だけで、メイド仲間の希実子と桜子は、好奇心まんまんでおしゃべりしている。

　――あれ、何か、目線が高い。

　ようやく気付いた。蚊帳を吊つった狭い部屋に見えたのは、お嬢様の天てん蓋がい付きのベッドだ。

　レースのカーテンが天蓋から垂れさがり、ベッドを隠すかたちになっていた。

　ベッドはキングサイズで、二畳じようほどもありそうだ。

「きゃあっ」

　千早は掛け布団を掻かき寄せて乳房を隠した。

「碧さん、拳銃を納めなさいっ。天は悪くないわっ。私が天をベッドに入れたのよ」

　碧がふっとため息をつき、拳銃を太腿のガーターベルトに納めた。

「お嬢様」

　元お嬢様付きメイドの希実子が、碧が拳銃を隠すのと同時に部屋の中へと走り寄り、クローゼットを開けてガウンを取り出す。

　レースのカーテンを開き、お嬢様にガウンを羽織らせようとする。

「お嬢様、これをっ、……あっ!!」

　希実子の視線が、天の足あし下もとに落ちている。

　天はホールドアップしたままで希実子の視線を追った。

　天の鼻血が、白いシーツにパタパタと散っていた。

「お嬢様、まさか……。オクテのお嬢様が……ウソみたい……。うぅっ。希実子は、希実子はうれしいですっ!!　だって、お嬢様が大人になられたのですからっ!!」

　希実子はうれし泣きをはじめた。

「ほ、ほんとうに、ソウニューできたの？　ウソぉ……」

　桜子がベッドへと走り寄る。

「きゃーっ。ほんとうに出血だわーっ。おめでたいわーっ」

　碧が歩み寄り、天の足下をしげしげと見る。

「なるほど、確かに出血してるな……」

　碧にまで誤解され、天は動揺のあまり声もでない。

　――それは僕の鼻血だーっ!!　処×出血じゃねぇーっ!!

「違ちがうわっ。私、なにもしていないわ。天に添い寝していただけよ」

　お嬢様が抗こう議ぎするが、メイド三人組は三者三様に祝福の言葉を口にした。

「お嬢様。幸運の遺伝子、ちゃんと×宮に入りました？　子供なんか生んじゃったら、お嬢様は最高に幸運ですわねっ」

「すごーいですぅっ。まさかお嬢様に先越こされちゃうなんて思わなかったですぅっ」

「お嬢様の性格だと、一生処女だと思っていたが……まぁいい。なにはともあれめでたいことだ」

　――やってないーっ。僕はなにもやってなぃいーっ。

　だが天には記憶がない。やってないとは言い切れない。

　天はなにもできず、ホールドアップの姿勢で硬こう直ちよくしている。

「お嬢じよう様さま付きのメイドに天を任命するのは不安だったのだが、もうこれで大丈夫だな。天、せいぜいお嬢様を喜ばせて、早く子供を作ってくれ。千早お嬢様の性格では婿むこ殿どのとうまくやれないだろうから、後こう継けい者しやをつくってくれると伊い集じゆう院いん家は安あん泰たいだ」

　天は冷ひや汗にまみれた顔をひきつらせた。

　――碧さん、僕が千早ちゃんを押し倒たおしたって、信じているんだ……。

「ち、違う……違う……」

　天はおろおろと言った。

　状じよう況きようが状況だから、いまひとつ自信がないものの、天は千早に何もしていない。

　そういうことをしたあとは、アレやらコレやらあちらこちらに感触が残っているのではないだろうか。

　だが、何の感触も残っていないのだから、千早が言うように、添い寝していただけだろう。

　腕にほんのり残っている、おっぱいの感触はやたらと心地よかったが……。

「何が違う？　にやけているんじゃない。早くメイド服を着ろ。希実子、天に仕事の引ひき継つぎをしてやってくれ」

「碧さん。天くん、男ですが、お着き替がえの手伝いとか、お風ふ呂ろのお背中流しも天くんにさせるのですか？」

　希実子が聞いた。

　碧が大きくうなずく。

「当然だ。それもお嬢様付きのメイドの仕事だ」

「きゃああっ。天くんがお嬢様のお背中をお流しするんですかぁっ。そのまんまうっふんあっはんしちゃいそうですぅ」

「そうね。既き成せい事実があるから、別にそうなってもかまわないのよね」

　桜子が身体をくねらせながらきゃあきゃあ騒ぎ、希実子がフムフムと同意する。

「桜子、おまえは掃そう除じの続きをしろ。希実子、天に手順を教えろ、いいな」

「み、碧さんっ!?」

　羽織ったガウンで胸を隠した千早が、碧を呼び止めた。

「き、着替えの手伝いとか、お風呂の世話とか……、希実子さんじゃダメですの？」

「メイドの采さい配はいはメイド長である私の役割です」

　碧がきっぱりと言い切った。

　千早は言い返すことができず目を白黒させながら、親指を噛かんでいる。

　天は床ゆかに落ちているメイド服をあわてて身につけながら、伊集院家でいちばんエライのは実は碧ではないかと思うのであった。

　――碧さんにはさからわないようにしよう……。




　　　　　☆




「はーい。そこでお嬢様のお背中をマッサージタオルでこすりまーす」

　天はメイド服の袖そでをめくりあげ、お風ふ呂ろ椅い子すに腰こし掛かけるお嬢様の背中をこすっていた。

　お嬢様は当然ながら全ぜん裸らである。

　腰にタオルを巻きつけてはいるものの、一糸もまとわぬ全裸である。

　もう一度言う。千早は全裸であった。

「んっ」

　千早はいたたまれないとばかりの声をあげた。

　天は、男の僕にはお風呂の世話なんてムリだと抵てい抗こうしたのだが、千早は碧に押し切きられると黙ってしまったのである。

　そして、恥はずかしがりながらも、希実子の指示に従ってすっぽんぽんになってお風呂に入った。

　お着替えとお風呂はメイドにまかせるのが、お嬢様のたしなみなのだろうか。だとしたら、お嬢様も大変だ。

　ここは、千早の私室の隣となりにある、お嬢様専用バスルームだ。

　女主人の趣しゆ味みなのか、バスルームは広いが、あまり少女趣味ではなく、シンプルで機能的だ。

　掃除が行き届いていて、髪かみの毛けひとつ落ちてない。それは希実子のメイドとしての有能さを感じさせた。希実子先輩のミーハーな本ほん性しようを知っている天には意外に思えてしまうほどだ。

　千早は恥ずかしがって身体をすくめているが、天はもうヤケになっていて、ゴシゴシとこすっている。

　――綺き麗れいだなー。

　千早の背中はすべすべだった。手にすいつくような肌はだの感触が心地よい。真っ白でつやつやで、うなじに絡まる濡ぬれた黒髪が色っぽかった。

　背中からかすかにのぞく脇わき乳はふっくらで、お風呂椅子に乗ったお尻しりは剥むいた卵を双ふたつ並べたみたいだ。

　天の下半身はずっといけないことになっていて、内側からメイド服のスカートを持ちあげている。

　春情を催もよおしていることを、千早に知られたくない。

　押し倒したいのに、押し倒せない。

　これはもう拷ごう問もんだった。

「そんな乱暴な手つきではいけませーんっ。やさしくやさしくこすってくださーい」

　希実子は湯気のもうもうとたちこめる洗い場の隅すみに立ち、口の回りをメガホン代わりに両手で囲い、うれしそうに指示をしている。

　――希実子先輩、楽しそうだな……。

「あんっ」

　ゆっくりこすったところ、千早がセクシーな声をあげ、胸を抱いて前まえ屈かがみになった。

　天の、勃ぼつ×きしっぱなしの下半身がピクンと跳はねた。

　ボクサーブリーフの裏地は、先走り液でガビガビだろう。

「ど、どうしましたっ。お嬢様っ？」

　心配して聞くと、千早が恥ずかしそうに首をすくめた。

「く、くすぐったいの……」

「お嬢様がくすぐったがっていらっしゃいまーすっ。しっかりと洗って差しあげましょうーっ。痒かゆいところは掻かいてあげてくださいましー」

　希実子はいよいようれしそうだ。

　――くっ。この鬼っ。

「お嬢様、どのあたりが痒いですか？」

　天はしぶしぶ聞いた。

　千早の横顔がかっと赤くなった。

「そ、そんなこと、言えませんわっ!!」

「言えないところが痒いそうですっ。それは大変ですわっ。天くん、お嬢様の脇わき腹ばらとかアソコとかおっぱいとか、身体の前面をお流ししましょうっ」

「ぜ、前面っ!?」

　今までは背中だったから、何とか平気だったのだ。

　身体の前面に回りこみ乳房だの秘部だの洗うなんて、絶対にムリだ。

　千早は世にも情けなさそうな顔でふりむいて、助けを求めるように希実子を見た。

「してもらわなくちゃいけないの……？」

「しなきゃいけないんですかっ!?」

　あわてふためいている天の声と、千早の泣きそうな声が重なった。

「そりゃもちろん、お嬢様付きメイドの仕事はお嬢様のお世話をすることですーっ。お嬢様はメイドにお世話をされることが仕事なのですーっ」

　――ムチャクチャだっ。

「わ、わかりました。天、私に触ふれることを許します。洗いなさい」

「お嬢様、そこはちょっぴり色っぽく、天くん、おねがい、私を触さわって、私を洗って、と言いなさーいっ」

　――おーい、希実子先輩、口調がヘンになってるぞーっ。

「そ、そんなこと、言えるもんですかっ。はしたないわっ」

　千早がつんと顎あごをあげた。恥じらいながらツンツンしているお嬢様は愛らしかった。

　――か、かわいいっ。千早ちゃん、かわいいっ。

　希実子がいっそううれしそうな顔をした。楽しくて楽しくてならないとばかりに身体をくねらせている。

　――希実子先輩、Ｓだな。

　ウキウキワクワクした横顔からは「ああっ、なんて楽しいのっ。お嬢様を泣かせること。これこそメイドの快感よっ!!」なんて心の声が聞こえそうだ。

　お嬢様が泣きそうな顔で椅い子すに座すわり直なおし、向かい合った。

「は、早くなさいっ」

　湯気の向こうに、素す裸はだかの千早の身体の前面がある。

　――うっ。ま、まぶしい……っ。

　あまりのまぶしさに直視できず、ちらちらと千早を見る。

　股こ間かんはタオルで隠されているとはいえ、鎖さ骨こつのヘコミと形良く盛りあがった胸乳、きゅっと締まったウエストに縦長のおへそ。きちんとそろえた膝ひざ小こ僧ぞうとすべすべの太腿がはっきり見える。

　なにより天を興奮させたのは、千早の恥じらった様子だった。頬ほおを赤く染めて目を伏ふせている。長いまつげが影かげを落とし、整いすぎてキツク見える顔立ちをやわらかく見せていた。

　――かわいい。千早ちゃん、すごくかわいい……。

　――うわぁ……。ど、どうしよう。洗うのか？　ほ、ほんとうに？　お嬢様のおっぱいを……。

　紳しん士しでいられる自信がない。このフワフワの乳房に触ると、もうストッパーが外れてしまう。冗じよう談だんではなく、ふらちなふるまいに及んでしまいそうだ。

　バスルームは奇き妙みような静せい寂じやくと緊張に包まれた。

　そのとき、ふいに碧の声が聞こえた。

「お嬢様！」

「わーっ」

　あまりのタイミングに驚きよう愕がくし、悲鳴をあげる。

　碧がのぞいていて、叱しかりつけられた気分だった。

　お風呂の内側に内線電話があり、それがスピーカーになっていて、声を運んでいるのだとすぐに気付く。

「久く瀬ぜ川がわ亜あ弓ゆみお嬢様がお見えです。千早お嬢様に用事があるとおっしゃっております。クリノリンスタイルのドレスをお召めしになって、髪にティアラを飾かざっていらっしゃいます」

　お嬢様がハッと緊張した。

　お風ふ呂ろ場ばに濃こく立ちこめていたエッチな空気が消きえ失うせ、ぴりぴりした緊張に包まれる。

「あの女め狐ぎつねっ！　さっそくかぎつけたわねっ。碧さん、十じゆう二に単衣ひとえの用意をしてっ！」

「かしこまりました」

「天、あなたはメイド部屋に戻りなさい。あの女狐が帰るまで、部屋から出てはいけません。いいわねっ!?　希実子さん。髪を急いで洗ってくださるっ。メイクもお願い」

「かしこまりました。エクステもつけたほうがよろしいですね」

　――クリノリンスタイル？　十二単衣？　エクステ？　何だろ……。わかんね。

　希実子も緊張を露わにしている。

「かしこまりました」

　天は、ほっとしたような、残念なような気持ちを胸の中で転がしながら、おじぎをして退室した。

　――やったーっ。休きゆう憩けいだ。風呂に入ろうかなーっ。

　天はうーんと背せ伸のびをした。




　　　　　☆




　伊集院千早は、応接間のドアの前で立ち止まり、十二単衣の袖をさばくと、手に持っていた扇おうぎを持ち直した。

「碧さん。私は綺麗かしら？」

「もちろんです。お嬢様はお綺麗です」

「亜弓さんよりも？」

「もちろんですよ。お嬢様」

　しゃがみこんで裾を直していた碧が言う。旧きゆう華か族ぞくの血を引く千早は、十二単衣がしっとりと似合っている。十二単衣は千早をもっとも美しく飾る服装だ。

「そうよ。私は綺麗よ。亜弓さんなんかには負けなくてよ」

　薄うすくメイクし、黒髪につけ毛エクステンシヨンをつけて長く垂らし、額に小さな冠かんむりをつけ、十二単衣を纏まとった千早は、まるで等身大のお雛ひな様さまが生きて歩いているようだ。

　碧がノックをしてから応接間のドアを開く。

　千早は十二単衣の裾を引きながら、くっと顔をあげて応接間に入室した。ハカマの裾が長く、足さばきが難しいが、何度も着ているので大だい丈じよう夫ぶだ。

　応接用のソファから、久瀬川亜弓が立ちあがった。

「いらっしゃいませ。亜弓さん。来てくださってうれしいわ」

「千早さん。ごきげんよう。お邪じや魔ましておりますわ」

　亜弓はクリノリンスタイルと呼ばれる、スカートが広がった近世ヨーロッパ風のドレスを纏い、くるくるの巻き毛に王冠テイアラを飾っている。レースとフリルとタックがいっぱいのドレスは、まるでデコレーションケーキのようだ。

　久瀬川亜弓は、そのごてごてと飾り立たてたドレスにも負けないほど、華はなやかな顔立ちをした少女だった。

　千早が純和風のお雛様なら、亜弓はフランス人形だ。

『女狐』の出現に、千早の目は警けい戒かい心しんを露わにして光りながらも、顔には営業用笑顔が浮うかぶ。うれしくてならないとばかりの表情は、いっそ見事なほどだった。

「亜弓さん。このようなむさくるしいところへようこそ。ステキなドレスをお召しになっていらっしゃるのね。いったいどういうご用件かしら？」

「いやぁね。ご謙けん遜そんを。とても立派なお屋や敷しきですわよ。歴史を感じずにはおられませんわ。千早さんの十二単衣もかぐや姫ひめみたいですばらしいわ。やはりＩ[image: ]ｓアイズの総そう帥すいは違いますわね」

　亜弓は白びやく檀だんの扇で顔を隠し、目を細めて笑っている。だが扇に隠された口元は笑っておらず、瞳は抜ぬけ目め無く輝かがやいている。

　――どうせ天を見に来たんでしょ。早く言いなさいよっ。

　と、言ってやりたい気持ちを押し殺ころし、表面上はなごやかに亜弓を促うながす。

「あらあら、久瀬川財ざい閥ばつにはかないませんわ。ところでどんなご用件ですの？　亜弓さん」

　久瀬川亜弓は、千早の通う白薔ば薇ら女学院の同級生だ。成績でもスポーツでも、千早と学年一、二を争あらそっている。

　さらに伊集院家と久瀬川家は企き業ぎよう規模はほとんど同じで、資産状況もほぼ互ご角かく。

　亜弓は、千早にとってライバルと言っていい存在なのだが、ふたりの間に漂う緊張感は、仲間ライバル同士の連帯感とはまるで違うものだった。

「千早さんが、ステキなものを購こう入にゆうされたとお聞きして、見せて頂こうと思ってお伺うかがいしたのよ」

「何のことかしら？　新しい車のことかしら？　それとも新しく買ったドレスのことかしら？」

　千早は十二単衣の重い袖を優ゆう雅がに動かしながら、飾り紐ひものついた扇を顔の前でパタパタ振ふった。

　まったく同じ手つきで、亜弓も扇を揺ゆらしている。

「単刀直入に言うわ。私、セレブネット、見ているんですのよ。千早さんも見ていらっしゃるでしょ？」

「それがどうかして？」

「大黒天を購入されたのでしょ？　幸運の遺伝子を持つ少年のことよ」

「存じませんわ」

「とぼけないで。千早さんが大黒天を一億円で購入されたの、存じていてよ。久瀬川財閥の情じよう報ほう網もうをあなどらないでくださいね？」

「すばらしいわ。先代が立ちあげた小さな会社を、あれだけの大企業にしたお父上のお力ね。さすが勢いのある会社は違いますわ」

　成金は黙だまれ、といわんばかりの千早の皮肉に、亜弓が怖こわい笑え顔がおを浮かべた。

　視線がぶつかり合い、火花がパチパチと発生する。

「そうね。Ｉ[image: ]ｓアイズグループは歴史はあっても勢いがないものね。老木に幸運という名の花を咲さかせて朽くちかけた巨きよ木ぼくの延命を図りたい千早さんのお気持ち、察するに余りありますわ。ですけど、ビジネスは幸運じゃなくてよ。実力ですわ」

　久瀬川家の会社、リバーサイドグループは、亜弓の父の代で急成長した。貪どん欲よくに買収を繰くり返かえし、今も発展を遂とげている。

　伊集院家は逆だ。千早が総帥として采配をふるうようになるまでは、Ｉ[image: ]ｓアイズグループは典型的な大企業病に陥おちいっていて、赤字会社も多かった。千早はいくつかの刷新を行い、ようやくのことで黒字転てん換かんを果たしたのである。

　千早は飾り紐のついた扇で顔を隠し、仰のけ反ぞって高たか笑わらいをした。

「ほほほっ。実力がおありの久瀬川家には、幸運なんて必要ないわね。それとも、実力があるのは亜弓さんのお父上で、亜弓さん本人にはお力は無いってことかしら。ほほっ、ほほほっ」

　強きよう烈れつなイヤミに、亜弓はギリギリと歯ぎしりした。

「いいえ、私もひとつ、投資顧こ問もん会社を経営しておりますのよ。父が、いずれは私が継つぐんだから、経営の勉強をしろと申しましたの」

「久瀬川家がお持ちの投資顧問会社って、リバーサイドファンドよね。ほほっ。日本にもハゲタカファンドが現れたって有名になったあの会社ね。倒とう産さん寸前の会社を安く買いたたいて、企業再生して同業他社に売るのよね。亜弓さんは実力がおありでしょうから、幸運なんて必要ないんじゃなくて？」

　亜弓の周囲に、ブワッと怒ど気きがゆらめいた。

　パタッと音を立てて白檀の扇を閉じ、先端をガリッとかじる。

　フランス人形のようなドレスを纏ったお嬢様が、怒いかりに色をなして扇をかじる様子は迫はく力りよくがあった。怒気は、今にも爆発しそうにゆらめいている。

　――亜弓さん。怒り出だすかしら？

　だが亜弓は意外な行動に出た。

　笑顔を浮かべると、千早に負けないほどの高いトーンでほほほ笑いをはじめたのである。

「ほほっ、幸運に頼たよらなくてはいけない千早さんがおかわいそうだわっ。ほほほっ」

　十二単衣とドレスのお嬢様は、お互たがいにほほほ笑いを繰り返す。

　しらじらしい笑えみを納めたふたりは、お互いににらみ合った。

　マングースとハブが対面しているような、あるいは敵対する武士が御ご前ぜん試じ合あいに挑いどむような、緊張感を孕はらんだ空気が立ちこめる。

「せっかく来たのよ。同級生に、買ったものを見せることもできないというの？　旧華族ってケチなのね」

　イヤミが直球になってきたのは、余よ裕ゆうが無くなってきたしるし。亜弓はもう爆発する寸前だ。

　だが、千早も爆発寸前だった。直球には直球を返す。千早も強烈な皮肉を放つ。

「鮎あゆは早く川に帰ったほうがよろしくてよ」

　社長としての千早はしたたかな経営者で、大人の重役たちにも一目置かれているというのに、亜弓が相手だと駆かけ引ひきもタメもなく、殴り合あいも同然の殺さつ伐ばつとした会話になってしまう。

　亜弓と千早は同類だった。

　似ているからこそ磁石の同じ極のように反発し合ってしまうのだが、当人たちにはわからない。

「そうね。帰らせて頂くわ」

　亜弓は千早に背を向けた。

　彼かの女じよは、負けを宣言したのである。

　お茶をワゴンに乗せて入ってきた桜子が、びっくりしたようにして立ち止まって壁かべ際ぎわに控ひかえ、亜弓お嬢様の行ぎよう幸こうに道をあけ、目礼をする。

「桜子、久瀬川亜弓様がお帰りよ。碧と希実子にも、お見送りするように連れん絡らくして。私、玄げん関かんまでお送りします」

　千早は亜弓の横をしずしずと歩いていく。




　　　　　☆




　そのころ、天は、廊ろう下かをウロウロと歩いていた。

　――えっと、リネン室ってどこだっけ？

　風呂に入るには着替えが必要だ。この屋敷に来るときに着てきたジーンズとシャツは碧がどこかに持っていったままだ。

　クリーニング済みのメイド服一式、リネン室から貸たい与よしてもらわなくてはいけないのだが、いかんせん伊集院邸ていは広すぎる。初日に屋敷を案内してもらっただけでは覚えきれない。

　――うわ。玄関のほうに来てしまったじゃねぇか。

　天は、異様なものを見て足を止めた。

　十二単衣の和風お姫ひめ様さまとベルサイユな洋風プリンセスが、楽しそうに会話をしながら歩いている。

　一見なごやかに見えるその会話は、実は皮肉の応おう酬しゆうであることまでは、離はなれた位置にいる天にはわからない。

　――何だあれ？　コスプレ？

　天がバイトをしていた遊園地では、定期的にコスプレイベントが開かれていて、こんな格好をした少女たちが闊かつ歩ぽしていた。

　だが、和風と洋風のお姫様たちは、コスプレのような安っぽさがない。

　クラシックで重じゆう厚こうな洋館にいるせいだろうか。衣装や宝石や扇などの装身具がしっくりとなじみ、妙みように本物っぽいのである。

　――あ、十二単衣のほう、千早ちゃんだ。すげぇかわいい。やっぱ似合うなぁ……。気品があるんだよなぁ……。あのフランス人形のようなお姫様は誰だろ？　千早ちゃんの友達かなぁ。

　ぼんやりと見とれていたら、千早と洋風お姫様がこちらに歩いてきた。

　天は壁際に控え、希実子と桜子から教えてもらったように両手を前で組んで小さく頭をさげる。気分は大名行列を土下座で見送る江え戸ど時代の町人だ。

「あら、新しいメイドね」

　洋風お姫さまが驕きよう慢まんな口調で言い、天の前で足を止めた。天の顔をしげしげと見ている。

「あなた、どこかで見たような顔だちね。お名前は？」

「おおぐ……」

　名乗りかけて口ごもる。

　プリンセスの横で、千早が天をギロリとにらんだからだ。

　――うぇぇ。怖ぇ……。

　部屋から出るなと言われたのに、約束を守らなかったのは天が悪い。千早が怒おこってもしかたがない。

「大おお黒ぐろ天あまね？」

「えっ？」

　――どうしてこの人が、僕ぼくの名前を知っているんだ？

　天は、自分が肯こう定ていの表情を浮かべていることに気付かない。

「女の子だったのね。天あまねなんて名前、女の子っぽいと思っていたけど。占うらないコーナーが性別を間ま違ちがえていたんだわ。この子が幸運の遺伝子を持つ女の子ね。やっと逢あえたわ」

「亜弓さん。お帰りはあちらよ」

　千早が芝しば居いめいた仕草で玄関を指差した。

　――このふたり、なんか似てる。

　顔つきは違うのだが、人に命令しなれた者だけが持つ傲ごう慢まんな雰ふん囲い気きが似ている。言ってみればそれはセレブの匂においとも言えるものだった。

　千早は天をぎりぎりとにらみつけている。よけいなことを言うなとばかりの目め力ぢからにドキドキする。

　――せめて女の子らしくしないと。伊集院家は女装メイドを使っているってウワサになって、千早ちゃんに恥を掻かせてしまうよな。

　天は女の子っぽく見えるように小首をかしげ、上うわ目め遣づかいで洋風プリンセスを見た。

「もう一度お聞きするわ。あなたは大おお黒ぐろ天あまねさんね？」

　亜弓がやさしげな口調で聞いた。

　――えーと。どう答えたらいいんだ？

　天は控えめに笑いながら、プリンセスに向かっておじぎをした。

「なにか御ご用ようでしょうか？　お嬢様」

　声は女にしてはややハスキーだが、メイド服は自分でもあきれるぐらいに似合っている。女の子にしか見えないはずだ。

「私は久瀬川亜弓よ」

　名めい刺しを差し出され、反射的に受け取った。

【リバーサイドファンド代表取とり締しまり役やく　久瀬川亜弓】という文字が目を引いた。

「久瀬川亜弓お嬢様、どのような御用でしょうか？」

　天は名刺を押し頂いただいたままで再度聞いた。

「あなたを雇やといたいのよ。一年間で一億五千万円支し払はらいます。一年過ぎたら自由にしていいわ」

「えっ!?」

　さらりと言われた内容に驚愕する。

　一年間の報ほう酬しゆうが一億五千万円!?

　それだけあれば借金を返せる。高校へも行けるし、生活費の心配もしなくていい。

　しかも一年後には自由になる。

　夢のような条件だった。

　うまい話には裏があるのかもしれないが、どんな裏があったとしても一億五千万円は魅み力りよく的だ。

「いかがかしらね？」

　亜弓はにっこりと笑いかけた。

　いつの間にか、メイド仲間が壁際に三人並び、お嬢様の背後に控えている。

　天がどう答えるか、千早がどう出るか、ドキドキしている様子で、目配せを交かわし合っていた。

　千早が、玄関を指差していた手を力無く下ろした。

　そして、ぷいっと顔を背そむけた。

　その横顔が、泣きそうに歪ゆがんでいるのが見て取れた。つんとあげた顎のあたりが震ふるえている。

　天は言った。

「お断りします」

「えぇっ!?」

　亜弓が驚おどろきのあまりに両手で口を覆おおっている。

「一億五千万円よ!?　一年後には自由になるのよ？　千早さんより、ずっと条件がいいはずよ。それとも、そんな額、私には払はらえないと思っているの？　払うのは私ではなくリバーサイドファンドよ。ちゃんとお支払いしますわよ。安心してくださらない？」

「お断りします」

　天は繰り返した。

「あなた、頭がおかしいんじゃなくてっ!?」

　亜弓お嬢様の声が裏返った。

　――この人の言うとおりだ。僕って頭がおかしいよな……。

　自由になれるチャンスをムダにするなんて、一億五千万円を蹴けるなんてどうかしている。

　だが、千早は、泣きそうな顔をして震えていたのだ。

　――僕は男だ。こんな格好をしていても、僕は男なんだ。千早ちゃんを泣かしちゃいけない。女の子を泣かすなんて卑ひ怯きようなことをしてしまったら、外見だけじゃなくて、心まで女になってしまう。

「僕……わ、私は、千早ちゃ……千早お嬢様に、ついていてあげたいんです。私が幸運の遺伝子を持つ少……えっと、少女なら、私がここにいることで、お嬢様にいいことがあるかもしれないから」

　天はつまりながらもはっきり言った。

　千早はそっぽを向いたままだが、横顔がわずかにほころんでいる。安あん堵どのため息をついたのがはっきりわかった。

　碧は大きくうなずき、希実子と桜子は目配せを交わしながら、にこにこと笑い合っていた。

「千早さん、このメイド、どうやって躾しつけたの？　お金で頬を張ったのかしら？　それとも脳に電極を突つっこんで、マインドコントロールをしたのかしら？」

「躾てなんていませんわ。もちろん洗脳なんかしておりません」

　千早は十二単衣の重たげな袖を美しく揺らしながら、手の甲こうを口に当てた。

　ほほほ笑いが炸さく裂れつする。

「天は私に心しん酔すいしているだけよ。ほほほっ。私が魅み力りよく的てきすぎるからよ。美しいって罪よね。困っちゃうわ、ほほっ」

　亜弓は扇をパチンと閉じると、先せん端たんをガリガリと噛んだ。

　目に暗い光があり、表情が怖い。

「亜弓お嬢様ーっ。私、代わりにメイドやりまーすっ!!」

　希実子が手をあげた。

　桜子も手をあげた。

「私もやりたいですぅっ。雇ってくださぁーいっ。天くんよりも、私のほうが有能ですぅ～っ」

　メイドさんたちの申し出は、亜弓お嬢様にスルーされた。

「天、それでいい。それでこそお嬢様付きのメイドだ」

　碧は腕うで組ぐみをしてひとりごちていた。

「天くんバカですぅ。報酬の増額をお嬢様に持ちかけるチャンスだったのにぃ」

「あっ。そうねっ。こういうときに増額を持ちかければいいのね」

「希実子先せん輩ぱい、やっぱり一年間で一億五千万は惜おしいですよねぇー」

　千早の笑しよう声せいと、亜弓がガリガリと扇を噛む音にまぎれてしまい、メイドさんたちのささやき声は亜弓の耳に入っていない様子だ。

「くっ」

　亜弓は、歯形でぼろぼろになった扇を床にたたきつけた。

「このお礼、必ずさせていただきますわ」

　ライバルからの宣戦布告に、千早はほほほ笑いをピタリと納めた。

「ええっ。受けて立ちましてよ」

　クッと顎をあげ、つんとすましている千早は、瞳ひとみがキラキラと輝いて、どきどきするほど綺麗だった。

　千早はこういう強気な表情が、いちばん美しい。

　そして、十二単衣の袂たもとを揺らしながら、扇をパチンと鳴らす。

　扇の合図で碧が腕組みをとき、厳しいメイド長の顔から、お客様にご奉ほう仕しする腰こしの低いメイドへと一いつ瞬しゆんで変へん貌ぼうする。

「亜弓お嬢様、こちらにどうぞ。久瀬川家の専属運転手にはすでに連絡してございますので、すぐにお車がやってきます」

　碧がやわらかい笑顔を浮かべ、鍛きたえられた仕草で亜弓を誘ゆう導どうした。さすがメイド長と感心せずにはいられない、見事な接客だ。

　亜弓はドレスの裾すそを引きながら、傲ごう然ぜんと顔をあげて歩き去っていく。

　天は、手に持っていた名刺を、なんとなくメイド服のポケットに入れた。




　このとき天は、亜弓の宣戦布告が、数万人の人生とひとつの会社の命運をカードに使った経済戦争へつながるなんて、少しも考えていなかったのである。







第４章　千早ふる







　天あまねは、お嬢様の私室で、アフタヌーンティーの準備をしていた。

「スコーンはこちらに、カップの持ち手は左に置くの。スプーンの持ち手はそちらじゃないでしょ。お茶を注ぐのはお嬢様がお席に着かれてからよ」

　希き実み子こが横につき、あやしげな手つきで食器を並べる天を指導している。

「はい」

「音を立てちゃだめ。練習したでしょ。スプーンは手前に置いて」

　千ち早はやは執しつ務む机づくえで、くつろいだ様子でパソコンを眺ながめながら、ティーの準備が整うのを待っていた。

　お嬢様の私室には、大きな窓から春の温かい日差しが降り注ぎ、天が磨みがいた銀のスプーンが陽光に輝いている。

　そろそろ準備ができるというとき、執務机に向かっていた千早が、ガタッと椅子を鳴らして立ちあがった。

「そんな……、まさかっ!?　でも、こ、これは？」

　横顔が真っ青になっていた。

　おだやかな休日の昼下がりが、一転して緊きん張ちよう感に満ちたものに変わった。

「お嬢様、どうかされまして？」

　希実子が聞くが、千早は答えなかった。

　もう一度椅子に座り直すと、狂くるったようにパソコンのキーをたたきはじめた。

「やっぱり、おかしな値動きをしているわ……三百五十一円……。暴ぼう騰とう、ううん。爆騰ね……今朝からだわ。どうして気がつかなかったのかしら……」

　千早はきゅっと目をつぶった。

　考えをまとめているのだろう。

　目をあけたときは、若き敏びん腕わん経営者の顔になっていた。

「希実子さん。車の手配を。……いえ、私が行くより、来てもらったほうがいいわね。執しつ事じのイシカワさんに連絡して、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションの取締役を呼ぶように伝えて」

「全員ですか？」

「もちろんよ」

　Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションに何かが起こっているらしい。千早が形相を変えて取締役を呼び出す何かが……。







[image: ]







　そのとき、千早のケータイがけたたましい音を立てた。

「はい。そう……。佐さ々さ木きさんも気がついたのね。どこかＩ[image: ]ｓアイズコーポレーションのＴＯＢを発表したところは？　……まだなのね。でも、五パーセントルールにそろそろ引っかかるはずだから、どこかが書類を提出するんじゃないかしら。……そう、こちらに来てくださるの？　お待ちしています」

　ケータイを切ったとたん、すぐにまたケータイが鳴った。

「はい。あ、城き之の崎さきさん。そう、こちらに向かってくださっているのね。十分ぐらいで来れそう？　そうね。対応を協議しましょう」

　――何だ？　何が起こったんだ？

　困こん惑わくしていたら、希実子が、せっかく並べた銀器を、トレイに戻もどし始めた。

「希実子先輩？」

「お嬢様はもうアフタヌーンティーを楽しまれる余裕はないわ。クッキーとお紅茶だけ残してさげましょう」

　希実子は水差しに紅茶を注いだカップの底を入れ、適温に冷ましてから布ふ巾きんで拭ふき、執務机のサイドテーブルに置く。仕事に忙ぼう殺さつされている千早が、そのまま紅茶を飲んでもいいように配はい慮りよしたらしい。

　細やかな心配りは、さすがベテランメイドと感心する。

「お嬢様、こちらにお茶を用意しておきました」

　そのとき、執務机の内線電話のスピーカーが、執事のイシカワの声を伝えた。

「お嬢様、取締役の伊い藤とう様がお見えです」

「お通しして。あとは荒あら木きさん、長は谷せ川がわさんだけね。イシカワさん、いますぐふたりを呼んでくださる？　Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションの敵対的買収について相談したいと言ってください」

　千早は内線に向かって話しかけた。

　希実子と天はおじぎをして、お嬢様の私室を辞した。
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　厨ちゆう房ぼうの横のメイドさん用控え室テイーサービスルームに戻ってきた天は、コーヒーの香こうばしい匂いに深呼吸した。

　コーヒーメーカーが、あぶくの音を立てながら、黒い液体をドリップしている。

「希実子先輩、いったい何が起こったんです？　敵対的買収とかＴＯＢとか五パーセントルールとか、いったい何です」

　天は、一いつ緒しよに戻ってきた希実子に聞いた。

　桜さくら子こが厨房からワゴンを押おしながら入ってきた。控え室の一角に作られたキッチンの前にワゴンを止め、ソーサーをワゴンの上に並べている。

　千早はコーヒーは飲まないし、スプーンが銀器だから、伊い集じゆう院いん邸にやってくる取締役たちに出すものだろう。

「うーん。説明するの難しいわね。待ってて。ケータイで検けん索さくしてみるから。あ、そうだわ。その前に東証のサイトでＩ[image: ]ｓコーポレーションの株価見るね」

　――東証？　なんだろう？

　希実子はメイドワンピースのポケットからケータイを出し、文字盤ばんに親指を走らせる。

「どーしたんですかぁー？」

　桜子が手を止めずに聞いた。

「買収がはじまったみたいよ」

「やっぱりですぅ。そうじゃないかなって思ってましたぁ」

「ど、どうしてですか？」

「だって、イシカワさんが血相を変えて電話してましたもん。お嬢じよう様さまが取締役全員を召しよう集しゆうするなんて、会社を揺るがす何かが起こったんですよぉー。不ふ祥しよう事じか敵対的買収のどちらかに決まってますぅ」

　天は桜子の顔をまじまじと見た。見た目はのんびりした天然娘むすめに見えるのに、頭の働きの良さは外見を裏切っている。

「桜子さん、敵対的買収って何ですか？」

「天くん。中学や高校で、生徒会長を決めるとき、どうしてますぅ？」

　桜子が、ソーサーを茶ちや箪だん笥すから出してワゴンの上に並べながら、気の抜ける口調で聞く。

「え？　何で生徒会長？」

　質問の意味がわからない。

「生徒総会のときに全校生徒で選挙して、いちばん票が多い人が生徒会長になりますよね？　株式も同じようなものですぅ。株っていうのは、株式会社の経営権のバラ売りなんですぅ。たくさん株を持ってる人が大株主、いちばんたくさん株式を持っている人が筆頭株主で、社長にだってなれちゃうんですぅ」

「Ｉ[image: ]ｓの株式は、今、誰だれだか知らない人に買かい占しめられているみたいね」

　希実子が説明を加え、桜子が大きくうなずく。

「いちばんたくさん株を持っている人は、もちろんお嬢様ですぅ。ですが、誰かがお嬢様の持っている数以上に買っちゃうと……」

「その人が社長になれるってことですか!?」

「その通りですぅ」

「会社が乗っ取られるわけですね？　大変じゃないですかっ!?」

　千早が動転していた理由がようやくわかった。彼女はいま、会社を失うかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいるのだ。

「あ、でも、Ｉ[image: ]ｓアイズグループってたくさんあるんですよね？」

「Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションは、伊集院家がいちばんはじめに立ちあげた会社なんだそうですぅ。グループの中には、もっと大きい会社もあるけど、お嬢様にとってはいちばん大事な会社のはずですぅ」

「四百六円になったわ」

　希実子がケータイを開いたままで机の上に置いた。

　天はケータイをのぞきこんだ。

　折れ線グラフと細かい数字ばかりの殺風景なサイトが表示されている。

「うわぁ。株価、すごく上がりましたねー。すごぉいーっ。あっ、取引停止が出ましたぁ。ストップ高ですぅ」

「暴騰っていうより、爆騰だもの。値ね幅はば制限超こえそうだしね」

「儲もうけ損そこなった人、でてきそうですぅ」

　天は桜子と希実子を交互に見た。

　まるで外国語のようだった。

　株が上がったとか下がったとか、株で儲けたとか損したとか、わけがわからない。

　株式が会社の経営権の一部なら、どうして値動きするのだろう。

「株ってなんで値上がりするんですか？」

「亜あ弓ゆみお嬢様が、天くんに一億五千万円の報酬を提示した理由、何でかわかりますぅ？」

「亜弓様、私たちがメイドになりたいって言っても無視したわよね。でも、天くんには、一億五千万円を提示した」

「えーと、それは亜弓お嬢様の思いこみっていうか。僕が、幸運の遺伝子の持ち主だって思ったからです」

「株も同じですぅ。みんながコレいいなぁ、欲ほしいなぁー、って思うものは高くて、みんながこんなのいーらないって思うものは安いんですぅー。いいニュースがあって、みんなが買いたいなーって買いを入れると、品しな薄うすになって値段が上がるんですよぉ。悪いニュースが出て、みんなが売ると、株の値段が下がるんですぅ」

「ああ、なるほど、安いときに買って高いときに売ると、儲かるわけですね」

「でもね、みんなそんな簡単に儲からないの。上がると思って買ったら下がったりして損しちゃうわけ」

「バクチみたいだ」

「バクチよ。だから、値幅制限があって、これ以上値上がりするとストップ高で取引停止とか、これより下がったらストップ安とか、買収するときは買収しますよーって宣言しなきゃいけないとか、いろいろルールがあるの。たしかＴＯＢとか五パーセントルールっていうのもそういうルールのひとつで……あった。出たわ。ほら、ＴＯＢとは株式公開買付けの略って書いてある」

　天は希実子が差し出したケータイの液えき晶しよう画面に目を走らせた。

　千早は電話で、ＴＯＢを発表した企業はあるかと聞いていた。五パーセントルールに抵てい触しよくするとか言っていた。

　あのときはわけがわからなかったが、このサイトには、株式の取得が五パーセントを超こえると、五営業日以内に大量保有報告書を金きん融ゆう庁ちように提出、つまり、一いつ般ぱんに向けてＴＯＢを発表しなくてはならない、と書いてある。

「株取引はルールのあるバクチってことですか」

「株って確かにバクチですけどぉ。会社側からすると、株式を上じよう場じようするってことは、ファンクラブを作ることになるんですぅ」

「ファンクラブ？」

「この会社はぜったいに発展するぞーって思った人が、株を買うんですよぉー。株が上がると、会社の資産が増えるんですよぉ。会社のファンが、会社のためにお金をだしてくれるんですぅ」

「なんで会社の経営権なんて大事なものをバラ売りするのかって思ってたけど、そういう意味があったんですね……あ、そうだ、希実子先輩、さっき東証の株価を見るとか言ってましたが、東証って何です？」

「東京証券取引所。株式などを売ったり買ったりするお店のことよ」

「へえ……そんなのがあるんだ……」

「東証も一部と二部があって、他にも大おお阪さか証券取引所とか、東証ファザーズとか、ジャスダックとか、いろいろあるけど、Ｉ[image: ]ｓアイズは東証一部上場よ」

　桜子のわかりやすい説明と、希実子の見せてくれたケータイの情報で、今どういう状じよう況きようになっているかがなんとなくわかってきた。

「その東証一部で、Ｉ[image: ]ｓアイズの株が上がっている……だれかが株を買いまくっているわけか……」

「あぁ、うれしいわぁ」

　希実子がうっとりと言った。頬に手を当てて、はふぅん、と色っぽいため息をもらす。

「えっ？」

　天が思わず聞き返す。株を買い占められているというのは、困ったことではなかったのか。

「いっちばん高くなったときに売りたいですよねぇ!!　希実子先輩っ、タイミング勝負ですよぉ」

「そうね。がんばりましょうっ!!」

「えっと、もしかして先輩たちは株取引やってるんですか？」

「従業員持株会よ。私たちはＩ[image: ]ｓアイズの社員だから。月給の一部でＩ[image: ]ｓの株を少しずつ買っているの」

「なるほど、先輩たちが株に詳くわしかったわけだ……」

「株を持ってたら、いやでも詳しくなりますぅ」

「ルールを知らずにバクチを打ちたくないものね」

「四百円なら、僕の小遣いでも買えそうだな……」

「Ｉ[image: ]ｓアイズは一株じゃダメなの。会社によって買える株の単位が違うの。Ｉ[image: ]ｓアイズは千株単位でないと買えないのよ。従業員持株会だと毎月一万円ずつとかでも買えるんだけど」

「ってことは四十万か。そんなお金あるわけないな……」

　一瞬、父の借金である一億円を株取引で溜ためられないかと思ったが、やはり無理そうだ。

「あ、でも、私たちが株を売ったら、買収に協力してることになるんじゃない？」

「なるんでしょうか？」

　メイドさんたちはうーんと考えこんだ。

　桜子が、ぽん、と手のひらに握にぎり拳こぶしを打ちつけた。

「私が株を売ったら、買収してる会社がその株を買っちゃうかもしれないですよね。それって買収に間接的に協力してますよぉー。ううう、売っちゃいけないですよぉ」

「お嬢様に買ってもらう？」

「いい考えですけど、メイドのくせに何を言ってるって、碧みどりさんに怒られるかもしれませんよぉー」

「それはイヤよねぇ。碧さん、ほんとうに怒ったときって、手しゆ裏り剣けんを飛ばすのよ」

「あぁ、あれはコワイですぅ。拳けん銃じゆうは脅おどしですが、手裏剣は壁かべぐらいザックリいきますしぃー」

「でも、私が前に天くんを押し倒たおしたとき、安全装置を外したでしょ。あれは本気っぽかったわね？」

「あれは思いっ切り本気でしたよぅっ。碧さんはコワイですぅ」

「天。そこにいるか？」

　内線電話のスピーカーが、ふいに碧の声を流した。

　悪口を言っていた人物の声が、いきなり流れてきたものだから、希実子と桜子がひゅっと息を呑のみ、両手を取り合って頬ほおをくっつけ合った。ふたりとも瞳がヨリ目になっている。

　外見も性格も違ちがうふたりだが、妙に気が合っていておもしろい。

　天は答えた。

「はい」

「応接間にコーヒーを持っていって欲しい」

　持っていけではなく、いって欲しい、だった。

「私が持っていきますぅ。天くんは新人だし、ちょっと頼たよりないですぅ」

　桜子がお姉さんっぽく言った。

「いや。天に持っていって欲しいんだ」

　内線を通しているせいでやや高く聞こえる碧の声が、きっぱりと言った。

「天が、幸運の遺伝子の持ち主なら、お嬢様の近くにいてさしあげて欲しい。お嬢様に必要なのは幸運だ。株取引はバクチだからな」

「わかりました。持っていきます」

「天、わかっているか。メイドの仕事は、ご主人様とお客様にくつろいで頂くことだ。会議がどんなに荒あれても、笑え顔がおで接客しろ。いいな？」

「はい。お嬢様は紅茶のほうがいいですね」

「いや、お嬢様もコーヒーだ。ビジネスの場では、皆みなと同じようにやりたいそうだ」

「じゃあ、もう一客必要ですぅ」

　桜子がてきぱきとコーヒーの用意をする。

「もしもＩ[image: ]ｓアイズが無くなったら、私たちも路頭に迷ってしまうんですよねぇー」

　桜子がポツリとつぶやいた。

「私たちにできること、何かあるかしら？」

「希実子先輩、ご自じ慢まんのハッキングで、買収相手の悪い情報、見つけましょぉ。せっかくの技術をのぞき趣しゆ味みに使うのもったいないですぅ。こういうときこそ生かさないとぉ～っ」

「無む茶ちやだわ。買収してるのがどこの会社かわかったら、まだやりようもあるんだけど。……桜子さんも何か考えなさいよ。でなきゃ、せっかくの有給休きゆう暇かがフイになってしまうわよ」

「うぇぇっ。それはイヤですぅっ。有給休暇にグアム行くのが夢なんですぅーっ。有休がフイになったりしたら、買収相手を呪のろい殺してあげますですぅ～っ」

「あなたね、怖こわいセリフを無む邪じや気きな口調で言わないでよっ」

「冗じよう談だんですよぉ」

「桜子さんって本気でしそうで怖いのよ」

　先輩メイドたちが動どう揺ようしている声を背中で聞きながら、天はコーヒーを乗せたワゴンを押して歩いていく。
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　天は応接間の前でワゴンを止めた。

　ドアの前に立っただけで、会議の緊張した様子が伝わってきて、天までも緊張する。

「失礼します」

　先輩たちから教えてもらった通り、ワゴンを押してしずしずと入室する。

　円形に置かれた机につき、重役たちが会議をしていた。

　いちばん奥おくの席に座すわる千早は、顔は青いものの、意外に冷静な表情をしている。

「では、ゴールデンパラシュートは実行しない。ティンパラシュートを実行するということで」

「そうよ。なるべく早く定てい款かんを書かき換かえてね」

　専門用語が飛とび交い、わけがわからない。

　――何でパラシュートの話をしてるんだろう。

「従業員の皆さんにも、従業員持株会の株を売らないように指導してくださいね。皆さんも株を売らないことを約束してください」

　千早がよく通る声で話している。

「もちろんです」

「大株主のみなさんには、私から売らないでいてくださるようにお願いします。売るときは私に売ってくださるよう、直接お伺うかがいしてお願いしますわ」

「どうぞ、コーヒーでございます」

　天はワゴンを押しながら、コーヒーを給きゆう仕じして回った。

　取締役たちは、会社の命運を左右する会議に集中していて、天のほうを見ていない。

「ですが伊集院社長。大株主に面会したり、社員たちの株を売らないように働きかける程度では、この買いの嵐あらしは止められません。第三者割り当て増資を行いましょう。増資先はＩ[image: ]ｓグループのどこかにして。全体の発行済株式総数を上げて、買収者の持株比率を下げるんだ」

　――ふぅん。そんな方法があるのか……。

　桜子は買収劇を、学校における生徒会長選挙だと説明した。

　第三者割当増資は、現職生徒会長派になってくれる生徒を他から連れて来て一気に増やすやり方だ。

　――でも、それってズルじゃないのか。

「却きやつ下かします。長谷川さん。それは不正よ。株価が下がって、株主のみなさんに迷めい惑わくをかけてしまうし、従業員のみなさんに対する裏切りよ」

「だが、違い法ほうではない」

「そうね、長谷川さん。まだ違法じゃないわ。でも、それはズルいやり方よ」

「会社が乗っ取られるかもしれないってときに、何を言っているんだ!?　これだから若い女はっ!!　経営はままごとではないぞっ!!」

　長谷川と呼ばれた恰かつ幅ぷくのいい中年の紳しん士しが、顔を真っ赤にして立ちあがった。

　天がアルバイトをしていたときに、よく見かけたタイプだ。たたきあげの中小企き業ぎようの社長によくいるタイプだ。

「おい。長谷川、失礼だぞ！」

　長谷川取締役は、しぶしぶ腰を下ろしたが、納なつ得とくしていない様子で腕うでをくんでそっくり返っている。

「株式分ぶん割かつはどうだろうか。一株を二株に分割するのです」

「そうだ。株式分割だ。株式の数が倍になる。一般投資家が買いに走るから、株価が上がる。買収が難しくなる」

「それはいいな。私も賛成だ」

「ああ、私もだ」

「株価が上がると、買い支えるのが難しくなりそうだし、分割にはいろいろ問題も起こるけど、株式分割はフェアなやり方だと思うわ。私も賛成します」

　千早が言った。

「買い支えるって……株価暴騰しているんですよ。何十億もかかりますよ。いったい誰が買い支えるんですか？」

「失礼」

　そのとき、執事のイシカワが応接間に飛びこんできた。

　千早に急ぎの連れん絡らくがあるらしく、いちばん奥の席にいる千早の許もとに急ぐ。

「イシカワ、そこで報告しなさい」

「金融庁に大量保有報告書が提出されたそうです」

「そう。早かったのね。五パーセント取得後五営業日以内に書類提出ってことになっているから、もっと時間がかかるだろうと思っていたわ」

「私も意外でしたが、これはいわば、宣戦布告ではないかと思うのです」

「で、敵対的買収をしているところ、どこだったの？」

「リバーサイドファンドです」

　天の手がぴくっと震えた。ギリギリで踏ふみとどまることができたものの、あやうくコーヒーを零こぼしてしまうところだった。リバーサイドファンド。それは、久く瀬ぜ川がわ亜弓の会社ではなかったか。

　――僕が一億五千万円を断ったから？　千早ちゃんへのイヤガラセか？

　亜弓は言った。このお礼は必ずさせて頂くと。

「買収してるのは同業他社だと思っていたが……」

「いや、投資顧こ問もん会社って言ったって、リバーサイドグループのひとつだ。買収はリバーサイドだろ？」

「あれって、ハゲタカファンドだよな。Ｉ[image: ]ｓアイズは倒とう産さんしかけの会社だと思われたのか」

　取締役たちが動揺するなかで、千早は何かをこらえているような顔をしていた。

「やっぱり亜弓さんだわ……」

　小さくささやいた声が聞こえてきた。

「ハゲタカファンドなら勝ち目はあるんじゃないか。あいつら、倒産寸前の会社を安く買いたたいて、企業再生して、別の会社にまるごと売るのが目的だから、株価が上がりすぎて儲けがでないと思ったら逃にげ出だすぞ」

　――違う。亜弓お嬢様の目的は僕だ。あの人、僕をすごく欲ほしそうな目で見てた。儲けを出すために買収しているんじゃない。

　幸運の遺伝子が欲しいのと、千早へのあてつけと、二つの意味があるのだろう。

　千早も同じことを考えているらしく、机の上で組んだ手が小刻みに震えている。

「絶対にハゲタカファンドにＩ[image: ]ｓアイズコーポレーションを渡わたすわけにはいかない。あいつらにかかると、ウチの会社がメチャクチャにされてしまう」

「あいつらのやる企業再生は違い法ほう行こう為いスレスレだからな。従業員は全員解かい雇こだな。そして、アルバイトで再雇こ用ようして、ひどい条件で働かせるんだ」

「従業員三千人の雇用を守らなくては」

「三千人の背後には、一万人の家族がいる。取引先の中小企業を含ふくめると、数万人が路頭に迷いかねない」

「せっかく業績が上がっているのに、ハゲタカファンドに狙ねらわれたなんて悔くやしいな……」

　千早が立ちあがった。

　まるで革命を先導するジャンヌダルクのように、高らかに言う。

「そうね。戦いましょう。私が株を買い支えるわ」

「お嬢様っ。それは無理です。相手はリバーサイドファンドだ。投資顧問会社だ。失礼だがお嬢様は、社長になってわずか一年だ。あなたの経営センスはたいしたものだが、投資についてはアマチュアだ。百ひやく戦せん錬れん磨まの投資のプロ集団に、勝てるわけがない！」

　取締役のひとりが立ちあがり、興奮のあまりに叫さけんだ。

「だったら、みなさんの中で、誰が私の代わりに買い支えてくれるの？」

　大人の重役たちが声を失い黙だまりこんだ。

　暴騰中の、まして、敵対的買収のさなかの株を買い支えることのできる人間は存在しない。

　買い支えに成功したら、莫ばく大だいな利益をあげることができるだろうが、失敗したら最後、無一文になってしまう。

「私は、伊集院家の私財を全部なげうっても、三千人の従業員と、一万人の家族と、数万人の関連会社の人たちの雇用を守るわ」

　千早が静かな口調で言い切った。

　千早の三倍以上も年ねん齢れいを重ねた大人の取とり締しまり役やくたちのあいだに、圧あつ倒とうされる気配が漂ただよっていく。

「大だい丈じよう夫ぶよ。もしも私が無一文になったら、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションに雇やとってもらいますから」

「あははっ。はははっ。伊集院社長なら、重役面接合格間ま違ちがいなしですな」

　千早の冗談に、重役たちが楽しそうに笑う。

　緊きん迫ぱく感に満ちた会議室に、なごやかなムードが立ちこめる。

「私たちのできることは、株式市場にいい材料を提供することぐらいか」

「そうだ。商品開発をがんばって、Ｉ[image: ]ｓアイズをもっと発展させるんだ」

「その通りだ」

「みなさんはみなさんの戦場で戦ってください。私は、伊集院家の全資産をカードにして、この戦いを勝かち抜ぬきます」

「経済戦ですな」

「そんなカッコイイものじゃなくてよ。切った張ったの丁半バクチ、ヤクザもののやり方よ」

「いやはや、あなたはアイドル歌手のように若くてかわいらしい少女なのに、実に剛ごう胆たんでまっすぐな方だ」

　握あく手しゆを求めてきた重役に、千早は笑えみを浮うかべて首を振ふった。

「握手はまだ早いわ。このギャンブルに勝利したとき、握手しましょう。さあ、みなさん、会社に戻って、お仕事の続きをなさってね。株価を押し上げる好材料の出現を楽しみにしておりますわ」

　千早が会議の散会を告げた。

「御ご武ぶ運うんを」

「ええ。城之崎さんも」

「我わが社しやのＣＥＯがお嬢様でよかったですよ」

「佐々木さん。お嬢様はやめてくださる？」

「そうでしたな。社長」

　重役たちが口々に挨あい拶さつをして、会議室を出ていく。

　天は入口の近くにたち、来客におじぎをする。

　執事のイシカワが、来客を先導して玄げん関かんへ案内していった。

　広い応接間には、天と千早だけが残された。

　千早は小刻みに震ふるえていた。

　千早は自分の手に手を重ね、震えを止めようとしている。だが、震えは止まらず、千早はキュッと唇くちびるを噛かんだ。

　意志とは関係なしに、震えてしまう自分を悔しがっているみたいに見える。

「武む者しや震ぶるいよ」

　千早は言った。

　清せいも濁も飲み干して、それでも前に進んでいこうとするような意志的な瞳に圧倒され、天は用意していた言葉を口に出すことができなかった。

　――僕は千早ちゃんの戦争の手伝いはできない。僕なんかいても、ネコの手にもならないかもしれない。だけど……。

　――僕が幸運だと言うのなら、敵対的買収に勝利することが数万人の人生を賭かけたバクチだって言うのなら……。

　――僕は千早ちゃんのそばにいて、千早ちゃんに幸運をあげる。

　コーヒーカップをさげようとして、千早のそばに行ったときのことだった。

　千早が立ちあがると、まるで倒れこむようにして抱だきついてきた。

「千早ちゃん？」

　天は思わず千早を抱き支えた。

　フンワリした温かい女の子の身体にドキドキする。

　乳ち房ぶさのふくらみが胸むな板いたにむにゅっと押しつけられ、アドレナリンの濃こい汗あせの匂においが甘あま酸ずっぱく漂ってくる。

　だが、エッチな気分にならなかったのは、彼かの女じよが小動物か何かのように震えていたからだろう。

「怖くないわ。私はできる。絶対にできるの……」

　千早は自分に言い聞かせるようにしてつぶやいている。

　経営者としての彼女は、大人たちも舌を巻くほどの剛胆ぶりを発揮するくせに、天の腕の中の千早はほっそりして小さい。

　千早はまだ、十六歳さいの女子高生なのだ。

「僕、ずっと、千早ちゃんのそばにいるよ」

　千早が息を呑む気配が伝わってきた。

「僕は大だい黒こく天てんの生まれ変わりで、幸運なんだろ。千早ちゃんはきっと勝つよ。だって、幸運がそばにいるんだからさ」

　背中をさすりながらささやくと、腕の中の千早が小さくうなずいた。

「そうよっ。私は天を買ったんだからっ、と、当然よっ」

　やがてそれがすすり泣きに変わっていく。

「天はね、ずっと私のそばにいるのっ。約束しなさいっ！　天が自由になるときは、一億円を返すときよっ。いいわねっ!?」

「ああ、約束する。僕はずっと、千早ちゃんのそばにいる」
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　ビジネススーツを大人の女性のように着こんだ千早が、リムジンに乗りこんだ。

　続けてメイド服の天もリムジンに乗り、お嬢様の横に座る。

「出発します」

　伊集院家のお抱かかえ運転手が言い、リムジンが滑すべるように走り出す。いま、失礼してきたばかりの瀟しよう洒しやな日本建築の豪ごう邸ていが遠ざかっていく。

「あっさりＯＫしてもらえてよかったですね。なんか資産家、ってイメージの人だったな」

　千早は、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションの大株主である資産家と逢あってきたのだ。

　執事のイシカワが連絡してくれていたとはいえ、資産家の老ろう夫ふう婦ふは、社長がメイドを引き連れた若い女性であることに驚おどろきながらも、歓かん待たいしてくれた。

　いきなり茶席に案内され、お茶を点たてて貰もらったことにも驚いたが、千早が作法にのっとった仕草でお茶を喫きつしていたことにも驚いた。

　株を売らないで欲しい、売るなら私に売って欲しいと頭をさげた千早に、大株主である資産家の老夫ふう婦ふは、もちろん売らない、分割を楽しみにしている、と笑顔で約束してくれた。

「ほんとよかった」

　天は思わずつぶやいた。

「よくないわ」

「どうして？」

「あれは分割までは売らないという意味よ」

「分割すれば売るってこと？」

「分割の少し前ね。分割してしまうと、市場は、好材料出尽つくしと判断するの。だから、分割前のいちばん高くなった時期に売ってしまう。私に売るといちばん高いときに売れないから、証券会社で売るでしょうね」

　証券会社は、株の売買の代行をする会社だ。

「そんなひどい……、あんなにやさしそうだったのに」

「ひどくないわ。さっきの方は、投資のために株取引をしている、っておっしゃってたわ。それはとても正しいの。だって、投資っていうのは、本来お金かね儲もうけのためですもの」

「……」

「一般投資家の買いも入るから、分割までは連日ストップ高でしょうね。でもそれも分割の寸前までよ」

　千早は黙ってしまったが、何を言いたいのかはわかった。

　分割寸前の株価がこれ以上ないというぐらいに高こう騰とうしたとき、一般投資家や大株主がいっせいに売りをあびせる。

　そのとき、千早か亜弓か、どちらが多く株を持っているかで、ギャンブルの結果が出る。

「分割って、買収の特効薬だって思ってた」

「分割は、バクチに制限期間を設けて、一般投資家を呼びこむだけよ。分割すればみんな平等に二倍になるから、対たい抗こう策さくではあるけど特効薬ではないわね」

　千早の持っている株も、希実子や桜子の持っている株も、一般投資家が持っている株も、リバーサイドファンドが持っている株も公平に倍になる。

「他に方法は……？」

「いろいろあるわよ。焦しよう土ど作戦っていうのだけど、Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションの資産を売うり払はらって、会社の資産価値を下げて、買収する価値を無くしてしまうの。でも、会社の価値を下げるのはよくないことよ。経営があやしくなってしまうから」

「他には……？」

「ゴールデンパラシュートって言って、私たち取締役の退職金を増額するの。経営権を乗っ取っても、私たちを辞やめさせるのにすごいお金がかかるから、買収する価値が無くなるわね」

　ゴールデンパラシュートとか、ティンパラシュートとかいうのは、会議のときに耳にした。なんで会議にパラシュートの話題が出てくるのかわからず、ずっと気になっていた。

「だったらゴールデンパラシュートをやれば……」

「私が反対したの。取締役の退職金の増額は、株主と従業員への裏切りよ。そんなことできなくてよ」

「なんでそんなヘンな名前がついてるんだろう」

「会社が爆ばく発はつして爆ばく風ふうで飛ばされてしまっても、パラシュートがあれば怪け我がをせずに着地できるでしょ。多額の退職金があれば会社がつぶれても安全、という意味よ」

「だったらティンパラシュートっていうのは？」

「取締役ではなく、従業員の退職金の上乗せよ。これは私は承しよう諾だくしたわ。もしもＩ[image: ]ｓアイズが無くなったとき、従業員の皆さんが路頭に迷うことのないように」

　――でも、それって、取締役が黙っていないんじゃないか？　従業員だけ退職金を増額して、取締役は増額しない、なんて……。

　――ああ、だから、千早ちゃんは、重役のオジサンたちに「私が自腹を切って株を買い支える」って啖たん呵かを切ったのか……。

　天は黙りこんだ。

　天にできることは何もなかった。Ｉ[image: ]ｓアイズコーポレーションは千早の会社だ。千早が重役たちと相談し、自分で決めて行動するのを、見ているしかない。

　天のできることは、千早が大株主を訪問し、頭をさげて回るのに、ただひたすらついて歩くだけだ。

　千早はポケットからケータイを取り出すと、東証の株価のページにアクセスした。

「後場寄付きは買い気配のままね、まだ値段がつかないのかしら……」

　投資などぜんぜん縁えんのなかった貧びん乏ぼう少年の天だが、ここ数日の買収騒さわぎで、東証が午前と午後にわけて取引をし、午前の取引が前ぜん場ば、午後が後ご場ば、取引がはじまってすぐのことを寄付きということを知った。

　前場、後場という言い方は、賭と場ばや鉄火場という言葉を連想させ、株取引が切った張ったの丁半バクチであることを、いやおうなく実感させた。

「あっ。値段がついた。四百三十五円、四百三十六円、四百三十八円……っ。いやだわ。どんどん上がっていくわっ。これじゃ、またストップ高よ」

　ＴＯＢと、株式分割の発表のせいで、一般投資家の買いが殺さつ到とうし、株価は怖いほどに高騰していた。まるで勝てるゲームに乗のり遅おくれまいとするような、狂きよ乱うら的んてきな取引状況になっている。

　千早はケータイを手に持ったままで考えこんでいた。

　そしてネット接続を切り、通話モードにして、電話番号をプッシュする。

　リムジンの車内が一瞬でオフィスに変わった。

「私ですけど、今から言う株を買って欲しいの。安くなったときに買いを入れる押し目め買いでお願いします。目立たないように一回百万円ずつぐらいで、一日十回ぐらいに分けてください。東証ファザーズの銘めい柄がらコードが四五六一の株です。とくに指し値（値段を指定して売買すること）はしません。よろしくね」

　電話の相手は、証券会社らしい。

　関連会社まで含めると実に数万人の人生と、伊集院家の全資産を賭けたギャンブルが、本格的にスタートした。

　さながらルーレットの台が回るみたいに、たくさんの人生を巻きこみながら、めまぐるしく株価という名の数字を変えていく。
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　――料りよう亭ていで接待なんて、ほんとうにあるんだ……。

　天は、千早の背後で膝ひざをそろえて座りながら、独特の雰ふん囲い気きに圧倒されていた。

　芸者のつま弾く三しや味み線せんや小こ唄うたの響ひびきに、笑い声が聞こえてくる。

　磨みがき抜かれた廊ろう下かを行き交う和服の仲居も、まるで時代劇のセットのような純和風建築も、築つき山やまを巡めぐらせた坪つぼ庭にわも、工芸品のように美しい食器に盛られた和食も、貧乏少年だった天には異世界のようだ。

「社長がこんなにかわいらしい方だとは思いませんでした。どうぞ。一杯」

　時代劇のような料亭に、美しき少女社長は場ば違ちがいで、えらそうにそっくり返っている大株主のほうが社長に見える。

「いえ、未成年ですから、お酒はご遠えん慮りよします」

「まぁまぁ、かけつけ三杯ばいと申しますから」

　千早が断っているのにもかかわらず、徳とつく利りを持った男は酒を強要しようとする。

　脂あぶらぎった中年男で、下げ卑びた笑いがいやらしい。

　お刺さし身みを彩いろどり良く盛った皿を持ってきた料亭の仲居は、気の毒そうに目を伏ふせてそそくさと出ていった。

「ですがビジネスで参りましたので」

「酒を飲むのもビジネスですよ」

　千早の顔から愛あい想そ笑わらいが消えている。寄せた眉まゆ根ねの間に浮かぶアオスジが、千早が怒おこり出す寸前であることを示していた。

　――やばいっ!!

　天は、白魚のような指先でお猪ちよ口こを取った。

「あのう、私が頂いてもいいでしょうか」

　小首を傾かしげ、にっこりと笑い掛かける。ショートヘアの髪かみ飾かざりがフルフル揺ゆれた。

「ああ、君は、伊集院社長の付き人だとか言っていたな」

「はい。メイドなんです」

　女にしてはハスキーな声に、精せい一いつ杯ぱいの媚こびをふくませて明るくふるまう。

　――メイドの仕事は、ご主人様とお客様にくつろいで頂くことだ。笑顔で接客しろ。いいな？

　メイド長の碧のセリフを思い出す。

　――笑顔、笑顔、笑顔だっ。僕ぼくッ!!　千早ちゃんとこのオジサンにくつろいでもらうんだっ。

　天は、飲むフリをして口をつけ、お猪口を置いた。

「かわいいねぇ。君は何なん歳さいだね？」

「十六歳です。社長さんもどうぞ一杯。お注ぎしてもいいでしょうか？」

　徳利で酒を注ぐなんてはじめての経験だ。

　杯は小さく、こぼしそうで怖い。

　こぼすまいと意識するあまり、手が震えてお酒がこぼれた。

「あ、す、すみませんっ」

「げへへっ。震えているところがかわいいねぇ。かじかんでいるのかもしれんなぁ。ワシが温めてやろう」

　大株主が天の手をつかまえ、はあ、と息を吹ふきかけた。

　――気持ち悪いっ、コイツすげぇ気持ち悪いぞーっ。

　ぞぞぞ、と背筋に悪お寒かんが走ったが、天はうつむいて恥はじらってみせた。

「あら、そんな……恥ずかしいわ」

　――うわぁっ。僕ッ、気持ち悪っ。ぺっぺっ。

　内心で空吐はきしながら、天は愛あい嬌きようをふりまいた。

　株主回りはやっと三件目にすぎないが、天はもう気付いていた。千早は愛想笑いができず、交こう渉しようが苦手だ。押してばかりで、引くことができないのだ。

　まして女の武器なんて、どうしたって使えない。

　社長としてならそれでもいいのだろうが、これでは株は売ってもらえない。

　今、この場には、千早と天しかいない。

　千早が女の武器を使えないなら、天がするしかない。

　天は精せい一いつ杯ぱい笑え顔がおを浮かべ、媚びを売った。

　男だから、どういう仕草をすれば男から見てかわいらしく見えるかわかる。千早があきれて目を丸くしているが、男から見て愛らしい少女を必死で演じる。

「社長さんは、お酒がお好きなんですか？」

「ああ、好きだねぇ。くーっ。やっぱり日本酒はうまいなぁ」

「あらいい飲みっぷり、社長さんすばらしいわ。どうぞもう一杯」

「いいねぇ。若い女の子にお酌しやくして貰えるなんて最高だ」

　――女の子じゃねぇよぉ……っ。

　内心で泣きながらも、初うい々ういしい笑顔を浮かべる。

　毒を食らわば皿まで。

　女装メイドが媚びを売るなら、大株主に株を譲ゆずってもらうまで。

「私でよかったらいくらでも。どうぞどうぞもう一杯。あら、もうからっぽね。社長さん、男らしいわ」

　天は三本目の徳利に手を伸のばした。

「ところで例の株式の件ですが……」

「ああ、売らずに持つか、売るなら伊集院社長に、ってヤツだろう。今はＩ[image: ]ｓアイズの株が値上がりしているから、売らずに持つ、を選びたいところだな」

「さすが社長さんですわ。すばらしい判断です。やっぱり仕事がおできになるんですね」

　天は、何度も瞬まばたきをして、うふ、と笑った。

「ですけど、私たち、困っているんです。どうか私を助けると思って、社長さんのお力を貸して頂けませんか？」

　天は、社長の肩かたに側頭部をすりつけて甘あまえた。

「いやあ、はっはっは、まぁ、力を貸さないこともないがね」

「ほんとですかっ！　うれしいわ!!」
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　千早はすかさずビジネスバッグから書類を取りだした。株式譲じよう渡との書類である。

「こちらにサインをお願いします」




　　　　　☆




「疲つかれたわね」

　自分の部屋に戻もどった千早は、ぐったりとして椅い子すに座りこんだ。

　天もだるそうな顔をしている。

　大株主のお屋や敷しきを訪問して頭をさげ、あるいは料亭で会食し、菓か子し折おりか自社商品を差し出して、株を売らないように頼たのむ。

　リムジンで移動する車中では、ケータイで株取引を行い、頻ひん繁ぱんにかかってくる取締役の電話に判断を下していく。

　今日一日で、何人のお金持ちと逢ったのか、何十件の電話がかかってきて、何億のお金が動いたのか、もはやわからない。

「亜弓さん、さすが動きが早いわね……」

「そりゃ、仕し掛かけた側ですから」

　ふたりが疲れているのは、成果があまりあがっていないことにあった。

　リバーサイドファンドがすでに訪問していて、株を買いあげていたこともあったし、はっきり断られたこともあった。大半は、婉えん曲きよくに笑いながら、あいまいに返事をした。

　こんなにも訪問を重ねたのに、千早に株を売ってくれた大株主はふたりだけだ。それも、ひとりは千早の父の友達で、いわば亡父の威い光こうによるものだし、もうひとりは、天が愛嬌をふりまいて、酒でつぶしてサインさせたものだった。

　――私には力がないのかしら？　私はムダなことをしているのかしら。

　――ううん。そんなことはないわ。たとえ力が無くても、私はがんばらなきゃいけないの。

「お嬢様、お風ふ呂ろの用意ができております」

　希実子がほっとするような笑顔で言った。

「ありがとう……」

　――天にお風呂の世話をされるのは疲れそうでイヤだけど、天とはもう少し一緒にいたいな。

　――もしも負けたら、天を失うことになるのだから……。

　まるで千早の気持ちを読んだようなタイミングで希実子が言った。

「天くんは外に出ていて。私がお嬢様のお世話をするから」

「いいんですか？」

「だって、お嬢様、お疲れだもの。天くんのヘタクソなお世話じゃ、お嬢様が逆にお疲れになってしまうわ。天くんの仕事は、まだまだあるんだから。その間にシャワー浴びていらっしゃい」

　希実子は千早に目配せをした。

　――希実子さん。ありがとう。

　希実子にきっかけを作ってもらった千早は、天に言った。

「天、あとで部屋に来なさい」

「かしこまりました」

　天がおじぎをしてさがっていく。




　　　　　☆




　天はお嬢様を希実子にまかせ、リネン室に寄ってメイド服の着き替がえを受け取り、自分の部屋に戻ってシャワーを浴びた。

　使用人用のお風呂に入って手足を伸ばしたいところだが、天の性別を知っているのはメイドと執しつ事じだけなので不可能だ。まさか女風呂に入るわけにもいかない。

　そそくさとシャワーを浴び、クリーニング済みのメイド服に着替えて千早の部屋に戻る。

「失礼します」

　千早は鏡台ドレツサーの前に座り、希実子に髪かみを梳とかしてもらっている最中だった。頭をぐらぐらさせていて、今にも眠ねむってしまいそうだ

　いつもは黒曜石の輝かがやきを放つ黒くろ髪かみも、つやを失ってくすんでいる。

「おやすみなさいませ」

　お嬢様のお世話を終えた希実子は、入口に立って控ひかえている天にウインクをしてから部屋を出ていく。

「しっかりね」

　小声でささやかれ、顔が赤くなった。

　千早の広い部屋に、お嬢様と天だけが残された。

　千早は椅子を回し、天に向かい合った。

　裾すその長いゆったりしたデザインのナイティを着た彼女は、昼間の鋭するどさが払ふつ拭しよくされ、年相応のかわいらしさを見せている。

　真っ白なナイティの布地はかなり薄うすく、胸乳のふくらみや、先せん端たんのピンク色の尖とがり、おへそのヘコミやショーツの苺いちご模様まで透すけて見える。

「天……」

「千早ちゃん」

　だるそうな声に、思わず名前を呼んでしまう。

「命令があります」

「うん、僕にできることなら、何でもするよ。お酌でもね」

　ふたりだけの気安さから、というより、千早の雨に濡ぬれた子犬のような弱々しい様子に反応し、友達言葉で話してしまう。

「今日はありがとう。天のおかげよ。おかげで私、怒り出さずにすんだわ」

　今日の料亭での一件を言っているのだ。

「愛嬌ふりまくぐらい、安いもんだよ」

「ああいうの、イヤだったでしょ？　ごめんなさいね」

「メイドとして当然のことをしたまでだよ。千早ちゃんのためなら、何でもする。僕には、それぐらいしか、できないけど」

　千早が立ちあがり、抱きついてきた。

　フローラルシャンプーの香かおりが鼻先をくすぐる。

　天はぬくぬくふわふわの身体を抱きしめたままで、おろおろしていた。

　ここは千早の私室だ。天てん蓋がいつきの大きなベッドがすぐ横にある。

　千早が着ている肌はだも露あらわなナイティと、無防備な様子がエロティックだ。ラベンダーのバスソルトとフローラルシャンプーの、甘い匂いがたまらない。

「今晩、私と、一いつ緒しよにいて」

　うすうす予想していたとはいえ、爆ばく弾だん発言に心臓が飛び跳はねる。

　――一緒にいるって、セッ×ス？

　――ま、まさか、違うよな。で、でも、僕は、千早ちゃんの幸運なんだし……。

　――もしも、添そい寝ねするだけ、なんてことになったら……僕、死ぬかも……。

「命令よ」

　命令されてしまっては、断ることはできない。

「うん」

「よかった」

　千早はほっとした口調で言った。

　その瞬しゆん間かん、お嬢様の身体から力が抜けた。

　瞼まぶたが瞳ひとみを隠かくし、がくっと膝が落ちる。

「わっ。千早ちゃん」

　天はあわてて千早を抱きしめる腕に力をこめた。

　千早はスウスウと寝ね息いきを立てていた。

　即そく寝ねだった。

「な、なんだ……」

　ほっとしたような残念なような気持ちをもてあましながら、千早をお姫ひめ様さまだっこで抱きあげる。

　貧乏暮らしの弊へい害がいで、小こ柄がらな少年に育ってしまった天に、健康な同い年の少女は重い。まして眠ってしまっている人間はやたらと重い。

「うわっ、お、重いな……っ」

　千早が正気なら殴おう打だ必至のセリフをつぶやきながら、フラフラしながらベッドに乗せる。

　千早はあどけない顔つきをして、すうすうと寝息を立てている。

「ふう……」

　寝なさい、と命令されたのだから、横で寝てもかまわないだろう。

　千早のベッドはキングサイズだから、ふたりで寝ても狭せまくない。

　だが、天は少し考えて、クローゼットから予備の毛布を取りだした。
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　意識がないときならいざ知らず、魅み力りよく的てきな少女と同じベッドで寝て、紳士でいられる自信がない。

　メイド服がどれほど似合っていても、見た目がどんなにかわいかろうと、女の武器でオジサンを籠ろう絡らくすることができても、天は男だ。

　意識のない女の子にふらちなふるまいをするなんて、絶対にしてはいけない。

　幸い、千早の部屋には、分厚い絨毯がふかふかに敷しき詰つめられている。

　春のまだ肌はだ寒さむい季節でも、風か邪ぜは引かないだろう。

　天は電気を消すと、千早のベッドの天蓋からさがっているカーテンを閉じた。

　そして、ベッドの下で、毛布にくるまって丸くなった。

「おやすみなさい」

　千早の寝息を子こ守もり歌うたにして眠りにつく。

　窓から見える三日月がさえざえとした光を投げかけている。







第５章　あまねのごとく







　天あまねは、バラバラという轟ごう音おんと、プロペラが巻きあげる土つち煙けむりに閉口しながらも、水のないプールに着陸しているヘリコプターの重じゆう厚こうさに見とれていた。胴どう体たいに、「イ－10」と大きな文字がある。

　庭師が丹たん精せいした和わ洋よう折せつ衷ちゆうの庭園に、めりこむようにして鎮ちん座ざしている無機質な機械のカタマリは、不思議なほど美しかった。

　今日は地方に住んでいる大株主に面会する日だ。新幹線より飛行機よりタクシーより、自家用ヘリで移動するほうが早いという。

　面会の根回しは執事のイシカワがソツなくこなしてくれているが、社長による株主訪問の成果はあがっているとはとても言えず、千ち早はやの顔には疲ひ労ろうと焦あせりの色が濃く浮かんでいる。

「さっ、行くわよっ」

　ビジネススーツを着た千早が、じっと見ていたケータイをパチンと閉じ、ポケットに納めた。

　そして、自らを奮い立たせるようにして首を振り、さっそうとヘリコプターに乗りこんでいく。

「お嬢じよう様さま、行ってらっしゃいませ」

「お気をつけて」

　碧みどりと希き実み子こ、桜さくら子ことイシカワが庭園の芝しば生ふに立ち、いっせいにおじぎをした。

　天も、風にめくれあがるメイドワンピースの裾を少女らしい仕草で押おさえながらヘリコプターに乗りこむ。

　――ちょっと怖こわいな……。

　メタリックな外観は安定感があるものの、こんなにも大きなものが飛ぶなんて、にわかには信じられない。

　風防がさがり密閉されると、プロペラ音が遮しや断だんされ、意外なほど静かになった。

「お嬢様、乗り心ごこ地ちは悪いですが、我が慢まんしてください。それでは出発します」

　パイロットが話しかけ、操そう縦じゆう桿かんを操作する。

　ヘリコプターがゆっくりと浮かびあがった。

　思っていたよりも座席が広いが、振しん動どうの激しさは予想通りだ。

　天ははじめて乗ったヘリコプターに興奮して、眼下をのぞきこむ。

「わーっ、すごい、ほんとに飛んでるっ。わーっ。桜子さんが、手を振ってる」

　天も思わず手を振った。

　伊い集じゆう院いん邸ていがどんどん小さくなっていく。

　天ははっとして口を閉じた。

　千早は青白い顔をしながら瞳を閉じて、座席に背中を持たせかけている。

　大株主への連日の訪問と、買い支えのストレスで疲労しているのだ。

　いくら千早が資産家とはいえ、日に何億ものお金を動かして、平気でいられるわけがない。

　まして、成果はあまりあがっていないのだから。

　ケータイが鳴った。

　眠りこんでいると思っていた千早がビクッとして、すぐさま電話に出る。

「そう。口座のお金がそろそろ無くなりそうなの？　わかりました。新たに十億入金しますから、どんどん買いを入れてください。東証ファザーズ銘柄コード四五六一よ。目立たないように小口の買いでお願いしますね。ところで東証のＩ[image: ]ｓコーポレーションの今の株価を教えてくださる？　あら、五百円ちょうどなの？　下がっているんじゃなくて？　前日比いくらでしたっけ。三十五円安……。わかりました。では、指し値四百八十円でＩ[image: ]ｓアイズの株を一万株購入してください」

　天は違い和わ感かんを覚えた。

　だが、天のにわか知識では、何がおかしく感じたのかまでわからない。

「株価、下がったんですか？　よかったですね」

「当然の調整よ。たったの一週間ほどで二百円近くあがったのよ。千株持っていたとして、一週間で二十万の儲もうけよ。一いつ般ぱん投資家は、ここらでいったん売ってお金に換かえようと考えるわ」

　千早は、ケータイで株価のページを表示した。

　株価の値動きが折れ線グラフになっているものが表示された。

　株価は、一本調子で上がっていくのではない。折れ線グラフは上がったり下がったりしながら、それでもジワジワと上がっていく。

「分割までまだまだ日があるのに」

「ギャンブルは、ルーレットが止まるまで、何が起こるかわからないのよ」

　千早は口くちの端はを曲げて笑った。
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　――ギャンブルって、何が起こるかわからないんだ……。

　天は、千早の後ろにつき従いながら、その思いを強くしていた。

「そう。そうですか。私より先にお願いしに来た方がいて、その方に売ってしまわれたんですか？　ところでその会社はリバーサイドファンドですか？」

　千早が家庭菜園の真ん中で、草むしりをするおばさんとにこやかに話している。

　今まで逢ってきた大株主はいろいろだ。痩やせた人、太った人、若い人、お年を召めした人、親から株を贈ぞう与よされた若い夫婦、セレブを絵に描えがいたような人。

　だが、資産家の共通した特とく徴ちようとして、どこか脂ぎって押しつけがましく、えらそうだ。

　この大株主は、近所のおばさんみたいで親しみやすい印象で、不思議とギラギラが無かった。

　こういう人は千早のお願いに応じてくれる場合が多い。つい期待の視線で見てしまったが、おばさんの回答は、意外すぎるものだった。

「Ｉ[image: ]ｓアイズの取締役の長は谷せ川がわって人だよ。お嬢じようちゃんの上司なんだろ。いかにも社長って感じの立派な人で、従業員三千人とその家族の一万人、関連会社の数万人の生活を守りたいんだって言ってたね。株を譲ったことを黙っててくれって言われたんだけど、お嬢ちゃんはＩ[image: ]ｓアイズの人だから言ってもかまわないよね」

　おばさんは雑草を引ひき抜きながら、にこやかに言った。

　――長谷川って、会議のとき、千早ちゃんを怒ど鳴なりつけていた人じゃないか。

　たしかに千早よりは長谷川取締役のほうが、見た目はずっと社長らしい。

　――なんで取締役が株を買うんだ？

　天は桜子の説明を思い出していた。

　――ええと、株っていうのは、会社の経営権のバラ売りで、たくさん株を持ってる人が大株主で、社長にだってなれるのは筆頭株主で……。つまり、誰だれかが千早ちゃん以上に株を持つと、その人が社長になれる……。

　ぞっとした。

　――長谷川さんは、社長の座を狙ねらってる？

　裏切りにも等しい行こう為いに、千早はギリッと唇を噛んだ。だが、表情が揺れたのは一いつ瞬しゆんで、すぐににこやかな笑え顔がおになる。

「そう。そうですか。ありがとうございました。これからもＩ[image: ]ｓアイズをよろしくお願いします。こちら、当社の粗そ品しなです」

　千早は首から提さげたタオルで汗を拭ふいているおばさんに、Ｉ[image: ]ｓアイズの社名の入った紙かみ袋ぶくろを差し出した。中身はＩ[image: ]ｓアイズの化け粧しよう品ひんだ。

「わぁ、ありがとう。わぁステキ。このマスカラ、評判のやつじゃない？　まつげが長くなるんでしょ？」

「ええ、どうかお使いくださいませ」

　千早はにこやかにおじぎをしてから、歩き去っていく。

　天も、千早のあとをついてヘリコプターの止まっている小学校の校庭へと歩いていく。
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　千早はヘリコプターの座席に腰こし掛かけながら、執事のイシカワとケータイで話していた。

「そう、長谷川さんの持ち株比率、けっこう高いのね。私に継つぐ二番目なの。えっ？　長谷川さん、会議からずっと休きゆう暇かを取っているの？　知らなかったわ……」

　千早はため息をついて電話を切った。

　長谷川取とり締しまり役やくは、会議の日からずっと有給休暇を取って、地方の大株主回りをしていたらしい。

　おりしもヘリコプターは雲中飛行の最中で、風防の前はグレイに濁にごっている。

「千早ちゃん、長谷川さんに直接聞いてみたらどうかな？」

　横に座っている天が心配そうな口調で話しかけてきた。

「話してもムダよ。だって、私、言っちゃったもの。誰が私の代わりに買い支えをしてくれるの？　って。会社を守るために、買い支えをしているのだと言われたら、もう私には何も言えなくてよ」

　天は沈ちん黙もくした。

　千早は親指のツメを噛かんだ。

　考えこんでいるときの千早のクセだ。

　――このままだとリバーサイドに買収される前に、長谷川さんに会社を取られてしまうわ。

　取締役の退職金の増額ゴールデンパラシユートを蹴けり、従業員の退職金の増額テインパラシユートを実行したことで、取締役から不満が出ることは予想していた。

　だからこそ、千早自身が自社株買いをして、買い支えると言ったのだ。

　全財産を賭かけて会社を守ると宣言することで、取締役の不満を抑おさえたつもりだったのに、予想外のできごとに気が遠くなってしまう。

　従業員を路頭に迷わせたくなくてティンパラシュートを実行したのだが、長谷川取締役からすれば、路頭に迷いたくないのは私たちも同じだと言いたいのだろう。

　千早が買い支えをすることで、Ｉ[image: ]ｓアイズの業績を好転させることを取締役に期待したのだが、大人のしたたかさと人間の感情のままならなさを感じ、身体がブルッと震えてしまう。

　――泣いちゃダメ。絶対ダメよ。

　――こんなとき、お父様がいてくれたら……。

　千早には、荷が勝ちすぎる。ほんとうは怖い。逃にげ出したい。

　身体がぶるぶる震えてしまう。

「お嬢様、雲の中を飛んでいますが安心してください。天気は悪いですが、自衛隊では悪天候での飛行がしょっちょうでした。私が責任を持って、お嬢様を安全にお送りいたします」

　自衛隊上がりのパイロットは、豪ごう放ほう磊らい落らくに言った。

「信しん頼らいしてますわ」

　グレイに濁った風防を見ていると、思考が陰いん気きなほうに振れてしまう。

　ケータイが鳴った。

「はい」

「千早さん？　お元気でいらっしゃる？」

　亜あ弓ゆみの声が流れてきた。

　仇きゆう敵てきからの電話に、千早は眉根を寄せた。

「ごきげんよう」

　通話を切ろうとしたとき、ケータイが亜弓のあわてた声を流した。

「買い支えは成功しそう？　弊へい社しやのトレーダーたちは優ゆう秀しゆうでしょう？」

　弊社とは亜弓が社長をしているリバーサイドファンドのことだ。

「大だい丈じよう夫ぶですわ。亜弓さんに心配して頂かなくてもけっこうよ」

「そうね。がんばってくださいね。応おう援えんしておりますわ。千早さんは幸運の遺伝子を手に入れていらっしゃいますものね。きっと幸運が味方をしてくださいましてよ」

　千早は横に座すわる天を見た。

　天は自分のことを言われているのを知っているのか、不安そうな表情で千早を見ている。

「亜弓さんはいったい何をおっしゃりたいの？」

「私は大だい黒こく天てんが欲ほしいのよ。一年間だけレンタルして欲しいの。一年経たったら千早さんにお返します」

　――やっぱりそうだったのね。

　――天が大黒天の生まれ変わりなんて、ウソかホントかもわからないのに、ネットの書きこみにしかすぎないのに、こんなつまらないことで敵対的買収なんてやったんだわ。

　怒りのあまりケータイを投げつけたくなったが、ここはヘリコプターの中だと思い直す。

「その件はお断りしましたわ」

「大黒天を貸して頂けましたら、買収をやめましてよ」

　千早は黙りこんだ。

　買いの嵐あらしが止やむという誘ゆう惑わくに、疲れた心が揺れてしまう。

　リバーサイドファンドがＴＯＢを開始しなかったら、長谷川取締役も裏切らなかった。

　――私が悪いの？　私がこの事態を招いたというの？

　――私には力がないの？　会社を守ることも、天を守ることも、できないの？

「天をどうするつもり？」

「幸運の遺伝子を頂くだけよ」

　千早はぶちっと通話を切った。

　怒りのあまり、手がぶるぶると震ふるえてしまう。

「千早ちゃん……」

「何でもないの」

「顔、真っ青になっているよ」

「何でもないって言ってるでしょ？」

「さっきの電話、久く瀬ぜ川がわ亜弓お嬢様だろ？　僕を買いたいって言うんだろ。僕、一年間だけ久瀬川家のメイドするよ。そして一年後に千早ちゃんの許もとに戻ってくる」

「バカなことを言わないでっ!!　何をされるかわからないのよっ!!」

「ごめん……」

　気まずい空気が立ちこめた。

　ヘリコプターの高度がさがり、ようやく雲中飛行が終わった。だが、曇くもりの向こうはうっとうしい雨模様で、視界はそれほど開けない。

　――どうすればいいの？　どうすれば？

　――お父様、私を助けて。無理よ。私にはもう無理よ……。社長なんて、私には無理なのよ。

　いかにも春の雨らしく、しとしと降り続く中を、ヘリコプターは飛んでいく。




　　　　　☆




「さっき、イシカワさんが電話してましたけど、長谷川取締役、自社株買いに動いているそうですぅー。このままじゃ、買収されるより、あのクソオヤジが筆頭株主になるほうが、早いかもですぅ」

　希実子の部屋で、先せん輩ぱいと後こう輩はいのメイドふたりが、パソコンのモニターを眺ながめながら話している。

　三時のおやつ休きゆう憩けいの時間なのだが、紅茶もクッキーもない。

　紅茶のカップの代わりに桜子が持っているものは、メタリックピンクのケータイだ。

　メイドさんの部屋はみんな同じつくりの四よ畳じよう半はんで、家具は必要最低限しかない。

　だが、何もない天の部屋と違ちがい、希実子の部屋はカーテンはレースだし、机の上には化粧品が整然と並んでいて華はなやかだ。

「あのオヤジ、やると思ってたわっ。私、あのオヤジにお尻しりを触さわられたことがあるのよねっ。最低っ」

　メイドほど、お屋や敷しき内ないの情報に精通している者はいない。メイドの耳に戸は立てられないのである。

「希実子先輩ぃーっ。リバーサイドファンドか長谷川取締役で、何か探れませんーっ？」

「だから今ネットで検けん索さくしているんでしょうがっ!!　あのオヤジ、叩たたけばホコリが出そうなのよねっ。桜子さんも何かやりなさいよっ!!」

「やってますよぉっ。ありったけの化粧品口コミサイトに、Ｉ[image: ]ｓアイズの新製品のマスカラはいいですよぉって書きこみしてますぅ。Ｉ[image: ]ｓアイズの応援ですぅ。ほんとうにいいんだから、ちょうちん書きこみじゃないですぅっ」

「ネットに書きこみする程度で、新製品がヒットしたりするかしら？」

「雨だれ石を穿うがつですよぉ」

「私たちのできることは雨だれ程度かぁ……」

　希実子はため息をつきながら、机の向こうの窓ガラスを見た。

　春の雨はうっとうしく降り続き、窓ガラスを叩いている。

「メイドの仕事も忙いそがしいですしねぇ……。買収騒ぎがはじまってから、お屋敷の空気が重いですよぉ……。はー、疲れが溜まるぅ」

「お疲れになっているお嬢様に、くつろいで頂くのが私たちの仕事よ。私たちは疲れた顔をしちゃダメよ」

「そうですよね。うぅーっ。株を売れないのが悔くやしいなぁっ。こんなに上がっているのにぃっ。せっかくの臨時ボーナスだったのにぃ」

「それもこれもリバーサイドファンドと長谷川のオヤジが悪いのよ」

「あのオヤジ、私に、あんた処女だろ、俺おれの愛人になればいい暮らしさせてやるぜ、って言ったことあるんですよっ。処女が悪いのかよーっ。バカヤロー!!　愛人になって弱み探さぐってやろうかしらぁっ」







[image: ]







　おっとり系の桜子の周囲を、くろぐろとした怒ど気きがとりまく。

「やめてよー。桜子さんってほんとうにやりそうで怖いのよっ」

「肉を切らせて骨を断たつんですぅっ」

「えーいっ。コイツの弱み、意地でも探し出だしてやるっ。ハッキングの女王、柑こう子じ希実子様を舐なめるなよっ!!」

　希実子は怒りをこめてパソコンのキーを叩いている。

「私もがんばりますですぅっ」

　桜子の親指は忙しく動き、マスカラの紹しよう介かい記事を書いている。

　希実子の愛用のノートパソコンの横にひっそりと置いてあるのは、ヨーグルトの空きカップだ。天の髪が二十本ほど入っている。

「ねぇ、希実子先輩、ホントに幸運、来るんでしょうか」

「幸運はあるはずよっ。だって、天くんの髪の毛け、幸運の遺伝子が入っているもんっ」

「そして、幸運を引き寄せるのは、たゆまぬ努力なんですぅっ!!　送信っ」




　　　　　☆




　天は、メイド服を着たまま、毛布にくるまって眠っていた。千早のベッドのすぐ下だ。ふかふかの絨じゆう毯たんはややホコリ臭くさいものの、貧乏少年だった天には、この程度の逆境、たいしたことはない。

「んっ、んんっ。……ご、ごめんなさい……お、お父様……」

　千早の苦しそうな声が聞こえた。

　――んっ？　千早ちゃん？

　天はがばっと飛び起きた。

　毛布を跳ねとばして起きあがり、天蓋からさがっているカーテンを開くのももどかしく、ベッドの上の千早をのぞきこむ。

　常夜灯のほのかな明かりの下で、千早の顔が花のように白く浮かびあがる。

「ううん……」

　千早はうなされていた。

　うなり声をあげなら、眉根を寄せて苦しそうな顔をして、首を左右に振ふっている。

　おでこに手を当てるが、熱はない。

　――うなされているんだ……。

「も、もう、無理よ……ごめんなさ、い……お父様の、会社、守れな……」

　千早は寝ね言ごとを言いながら、手をさかんに振り回まわして、虫を払うような仕草をしている。

　――千早ちゃん、苦しそうだ。

　天は、若き女性社長の付き人として、千早に付き従って大株主回りをしているだけだが、リバーサイドファンドと長谷川取締役の持ち株比率がどんどん上じよう昇しようしていることも、株価が連日のストップ高をつけていることも知っている。

　株主が男のときは、天が愛あい嬌きようを振りまいて、女の武器を駆く使ししてがんばるのだが、まるで穴の開いたバケツの上で、蛇じや口ぐちをひねって全開にしているようだった。

　蛇口からでていくものは水ではなく、千早のお金、ひいては伊集院家の資産だ。

　このバクチは、負ける。

　まだルーレットは回り続けてはいるものの、止まるのを待つまでもなく、負ける。

「天……、天……どこに、いるの？」

「千早ちゃん」

　手を握にぎると、千早はぱちっと目を開けた。

　漆しつ黒こくの瞳がまっすぐに天を見上げている。

「よかった。天、そこにいたのね」

　天を見上げて、にこっと笑いかける。

　――うわ、千早ちゃん、かわいい。すげぇかわいい。

　社長としての営業スマイルでもなく、お嬢様っぽい「ほほほ笑い」でもなく、花が零こぼれるような自然な笑顔に見とれてしまう。

「うん。僕はここにいるよ」

「私があなたを守ってあげる」

　千早は、天の手を頬ほおに当てた。

　頬のぷにぷにと手の温かさに挟はさまれて気持ちがいい。

　千早は、安心したのか、あふぅ、とかわいいあくびをして、うっとりと瞳を閉じる。

　またスウスウと寝息を立て始めた。

　寝ぼけているだけだとわかっていても、小学生のときの、素す直なおでかわいらしかった千早を思い起こさせ、甘あま酸ずっぱい思いがこみあげる。

　――私があなたを守ってあげる。

　ガンと来るセリフだった。

　天はつくづくと自分を見た。

　メイド服を着て女装をし、同い年の女の子に守られているなんて。

　ただそばにいるだけなんて。

　できることは愛嬌をふりまくことだけ、なんて。

　――僕はいったい何をやってるんだ！

「えぐっ……、う……」

　情けなくて、涙なみだが出た。

　眠っている千早を起こさないよう、声を出さずにすすり泣く。

　――僕にできること、ほんとうに何かないのか？　愛あい想そを振りまいて女の武器を使うこと以外に何か。

　おとついの、ヘリコプターの中での千早の電話。千早は何でもないと否定していたが、あれはぜったい久瀬川亜弓お嬢様だ。

　――あったじゃないか！　僕にできることがっ!!

　千早を裏切ることになるかもしれない。

　亜弓お嬢様に、何をされるかわからない。

　だが。

　――僕は男だ。

　メイド服を着ていても、女装していても、本物の女より女の子らしくても、天は男だ。

　亜弓から貰もらった名めい刺しは、天の部屋の机の引き出しに置いてある。

　住所はわかる。

　――千早ちゃんは僕が守る！

　天は軽く毛布を畳たたんでから、千早の私室を出た。

　廊下の大時計が、ボーンと重々しい音を立てた。

　時計は五時半を示している。

　そろそろ屋敷の住人が起きだす時間だ。

　――早くしなきゃ。

　窓の外は黒く濁り、月も星も街灯の明かりさえも見えない。窓の外は和洋折衷の庭園が一面に広がっているのだから当然だ。

　――それにしても真っ暗だな。そろそろ夜明けのはずなのに。

　夜は、明ける前がいちばん暗い。

　千早がずっと仕し掛かけていたあることが、一気に動き出す寸前にいたのだが、天にはわかるすべもなかった。




　　　　　☆




「うーん。久瀬川亜弓さんのお屋敷ねぇ」

　久瀬川さんのお屋敷を教えて欲しいという天のお願いに対し、交番の実直そうなお巡まわりさんは、不思議そうに天を見た。

　亜弓がくれた名刺はリバーサイドファンドの住所だった。

　会社に行ってみたものの、ガードマンに門もん前ぜん払ばらいをされた。

　こんな朝早い時間に社長が会社に詰めているとは思っていなかったものの、亜弓の住所を聞きたかったのだが、それも不可能だった。

　ケータイも持っておらず、住所もわからず、数千円程度の小遣いしか持たない天は、タクシーに乗ることもネットを調べることもできない。

　交番で道を聞くしか方法がなかった。

「君、その格好何なの？　コスプレ？」

　警察官に聞かれ、天は内心で冷ひや汗あせを掻かいた。

　――うう、どう言えばいいんだ……っ？

　天は、黒いワンピースに白のエプロン、白のニーソックスにメイドシューズ、頭にヒラヒラのカチューシャをつけたメイドファッションだ。

　お屋敷では違和感のないその格好も、町中では異様に見える。

　通勤の会社員が、交番の入口に立っている天を、珍めずらしそうに眺めながら、駅への道を歩いていく。

　今は朝の出勤時間の最中だ。

　――千早ちゃん、もう会社に出かけたのかな？

　今日はＩ[image: ]ｓアイズの本社で会議をしたあと、中規模の株主に面会する予定だった。

　――今いま頃ごろ、お屋敷、どうなっているんだろう。

　自分の部屋に置いてきた、千早宛あての手紙は見つかっただろうか。




『伊集院千早様。

　父が見つかったので、父と一緒に暮らします。一億円は働いてお返しします。お嬢様のご健康とご幸運をお祈いのりしております。大黒天』




　久瀬川邸ていに行くと書かなかったのは、天のささやかなプライドだった。

　千早は怒おこっているだろうか。それともあきれているだろうか。

　桜子や希実子、碧にイシカワ執事の顔が、順じゆん繰ぐりに思い出され、瞳がうるっとなった。

　たったの二週間ほどしか住んでいないのに、まるで自分の家のように伊集院邸になじんでいることに改めて気付く。

　千早も、イシカワ執事も、桜子も希実子も、あの怖いメイド長の碧でさえ懐なつかしい。

　――みんなすみません。一年経ったら、必ず戻ってきますっ!!

　――ごめんっ。千早ちゃん。ごめんっ!!

「えっと、そのコスプレじゃなくてですね。ぼ……わ、私は、久瀬川家に雇やとわれたメイドで、大おお黒ぐろ天あまねと申します。今日から勤める予定なんですが、お屋敷への道を書いたメモを無くしてしまって……その、ま、迷子になった、っていうか」

　しどろもどろで説明を試みる。

　――そうだ。僕は、今日から久瀬川邸のメイドになるんだ。

　涙がぽろっとこぼれた。

「や、やだ……っ」

　天は指先で、目の下をこすった。

「えぐっ、えぇーんっ、えええんっ」

　涙があふれて止まらない。

　自分でもあきれるぐらい、かわいい仕草でしくしくと泣きじゃくる。

　お巡りさんは、泣き出した迷子のメイドを、花を愛めでるようなやさしい視線で眺めている。

　――そうか。笑顔だけじゃなくて、涙も女の武器なんだ。

　女の武器をまたしても発動させてしまったことに気付いたが、自己嫌けん悪おに陥おちいる余よ裕ゆうもない。

「泣かなくてもいいよ。久瀬川さんのお屋敷はすぐ近くだからだいじょうぶだよ」

「すぐ近く……？」

「ああ、あのマンションの最上階だよ」

　お巡りさんは、藤ふじ色いろ町でいちばん大きいマンションを指差した。

　そびえ立つという形容詞しか思いつかないほど立派なビルで、庶しよ民みんを睥へい睨げいするかのごとく、そそり立っている。

「てっぺんがへこんでる、あのビルですか？」

「そうだよ。あの屋上、ヘリポートらしいよ。つれていってあげようか？」

「いいえ、ひとりで行けます」

　天は交番を辞して、マンションへ向かった。

　手の甲こうでぐいっと涙を拭き、萎なえそうになる心をムリヤリに奮い立たせながら。




　　　　　☆




　マンションの最上階に位置する久瀬川邸は、テレビで見た豪ごう華かホテルを思わせた。

　セキュリティのしっかりしたマンションで、入口はオートロック、門のところには警備員が常じよう駐ちゆうしている。亜弓から貰った名刺が無ければ、不ふ審しん者しや扱あつかいされて門をくぐることさえできなかっただろう。

　天は、その豪華なマンションの応接室で、囚しゆう人じんよろしくうなだれながら座っていた。

　――まだかなぁ……。いったいいつまで待てばいいのかなぁ。

　案内のメイドが出してくれたお茶は、もう飲んでしまった。

　朝ご飯はコンビニおにぎりを歩きながら食べたが、もう昼近くになってきて、お腹なかが減っている。

　胃がぐうと鳴った。

　恥はじらってお腹を押さえたとき、ドアががちゃりと開いた。

　亜弓かと思い、あわてて腰こしを浮うかせる。

　メイドが立っていた。

「亜弓様がお待ちでございます。どうぞこちらに」

　メイドの先導で廊ろう下かを歩く。

　ホテルのロビーのような大広間に通された。

　広い部屋には、片側にメイドが三人、もう片方には、黒いサングラスで瞳を隠した黒服のＳＰたちが三人、並んでいる。

　そしていちばん奥おくにいるのは、久瀬川亜弓お嬢様だ。

　奥は一面の窓ガラスで、広いバルコニーが広がっている。バルコニーに白いベンチと白いテーブルが置かれているのが見て取れた。

　あのベンチに座り、庶民を見下しながらお茶を飲むと、なるほど高たか笑わらいもサマになるだろう。

「ようこそ」

「はじめまして。大おお黒ぐろ天あまねです」

　頭をさげる天に、亜弓はやさしげな様子で歓かん待たいした。

「大だい黒こく天てんさん。よく来てくださったわね」

　亜弓は、今日はベルサイユなドレスではなく、シンプルだがいかにも仕立ての良さそうなワンピースを着ている。

「雇って頂けるとお聞きして、やって参りました」

「ほほっ。ええ、雇ってあげましてよ」

　亜弓は手の甲を口に当てると、ほほほ笑いをした。

　くるくる巻き毛がフルフル揺れる。

　上品だが、おしつけがましい雰ふん囲い気きは千早と似ている。

　だが、千早がときおり見せるやさしさや使用人に対する気き遣づかいは、亜弓お嬢様には感じない。

「亜弓お嬢様、はじめに条件を確かく認にんしたいのですが、契けい約やく期間は一年間で、延長はしない、ということでお願いします。僕は報ほう酬しゆうの一億五千万円はいりません。その代わり、Ｉ[image: ]ｓアイズの敵対的買収を、いますぐやめて欲しいんです」

「わかったわ。もうすぐ後場寄付き（午後の取引開始）だから、買いをやめるよう、私の会社に連れん絡らくしますね」

　亜弓はポケットからケータイを取り出すと、通話にして話し始めた。

「リバーサイドファンドね。社長の久瀬川亜弓です。Ｉ[image: ]ｓアイズの敵対的買収、ストップしてください。え？　大事な話がある？　あとにしてくださらない？　いま、取りこんでおりますの」

　亜弓は通話を切った。

「それだけじゃなくて、亜弓お嬢様が集めたＩ[image: ]ｓアイズの株を売って欲しいんです」

「あら、売っちゃっていいの？　私が東証で売って、一般投資家がこぞって買うと、筆頭株主が長谷川取締役になるかもしれないわよ」

「ぐっ」

「ほほほっ。いじめてしまってごめんなさい。私の株は、もちろん、千早さんにお売りしますわ」

「ほ、ほんとうに……？」

「そんな心配そうな顔をしないでよ。私が安いときに買ったＩ[image: ]ｓアイズの株を、今の高い株価で千早さんに売ると、私はちゃんと利益が出るの。それも、何億という利益がね。幸運の遺伝子も手に入ったし、買収から手を引かせてもらいますわ」

　亜弓はしっかり利益をあげて、欲しいものを手に入れたのだ。

　お嬢様のしたたかさに舌を巻く。

「よかった……」

　――千早ちゃん、会社、失わずにすむんだ……。

　気持ちがスッとラクになった。

　亜弓が再びケータイで話し始めた。

　難しい専門用語が飛とび交かい、よくわからない。

　亜弓が通話を切った。

「うちの社の営業が、商談のために伊集院邸に行くことになりました。あとは千早さん次し第だいですわ」

「ありがとうございます。亜弓お嬢様。僕は未熟ですが、メイドとして精せい一いつ杯ぱい勤めさせて頂きます。どうぞご命令くださいませ」

　天は、亜弓に頭をさげた。

「そうね。さっそく働いてもらうわ」

　亜弓が顎あごをしゃくると、壁かべ際ぎわに立っていた三人の黒服のＳＰが天の前に立った。頭ひとつ背が高い男性に囲まれて、天は困って愛あい想そ笑わらいをした。




「この者たちと、セッ×スしてくださる？」




「えっ？」




「セック×してくださいね、って言ったのよ」




　天はぽかんと口を開けて亜弓を見た。

　――何を言うんだ？　このお嬢様……。

　意外すぎる内容に、思考停止状態になった。

　ＳＰたちは、困った様子で顔を見合わせているが、メイドさんたちは職業的冷静さを発揮して、まっすぐに立っている。

「ここでセ×クスしてね。見せて頂きますわ」

　亜弓は椅子に足を組んで座った。

　このお嬢様は、他人にエッチな行為をさせ、その様子を見て楽しむヘン×イさんなのだろうか。

「自分で服を脱ぬぎなさい。それともムリヤリされるのがお好きかしら？」

「ど、どうして？」

「私は幸運が欲しいのよ。大黒天さんは幸運の遺伝子の持ち主。つまり、幸運は、あなた自身ではなく、あなたの遺伝子を引き継いだ子供よね。十月十日経って子供が生まれたら、あなたを自由にしてさしあげましてよ」

「一年間ってそういう意味か……」

「そうよ。三人のうち、どれがお望み？　なんなら三人一緒でもよくてよ。そのほうが受じゆ胎たいしやすいでしょうから」

「なんで、亜弓さんの前でやらなきゃいけないんだよ？」

「ほんとうにセック×してるか見せて頂きたいの。ダメならお医者さんを呼んで、体外受精だの何だのやらなきゃいけないでしょう」

「それは、無理だ……だって、僕……」

　天はかすれた声で訴うつたえた。




「男だから」




　驚おどろきの気配がメイドさんとＳＰの間に広がっていく。

　亜弓がクッと顎をあげた。

「ほほっ。おかしいっ。そんなウソ、信じられなくてよ。だって大黒天さん、そんなにかわいらしいのに、男なんてわけないじゃない。ほほほっ、ほほほっ、ほーほほほっ」

　天は恥じらって顔を赤くしながら、もう一度言った。




「僕、男なんだ」




　お嬢様のほほほ笑いがひゅっと止まった。

　亜弓とメイドたち、それにＳＰたちの視線が、天のまったいらな胸や、メイドワンピースの襟えりに隠かくされて目立たない喉のど仏ぼとけを往復する。

　天はいよいよ恥じらって、身体をすくめた。

「男っ？　き、君っ、男なのーっ!?」

「はい」

「し、信じられない……。女の子より女の子っぽいじゃないのぉっ!!」

「すみません……」

　天は身体をすくめて恥じ入いった。

「し、しかたないわ。あなたたちは下がりなさいっ」

　ＳＰたちが酸すっぱいものを食べたような顔つきで、壁際に下がった。

　亜弓がパンパンと手を叩いた。

　亜弓の合図で、メイドたちが歩み寄る。

「ウチのメイドたちとセックスしてくださいね」

「い、いやだっ。僕は、好きな女の子とセックスしたい」

　千早ちゃんと……、と言いそうになり、あわてて口をつぐむ。

「だったら、ここでオ×ニーをして、精液を出しなさい」

　メイドのひとりがポケットからヨーグルトの空きケースを取りだした。

　天はげっそりした顔をした。

　――また、ヨーグルトカップかよ……。

「それとも、リバーサイドファンドに、買いをあびせるように電話しましょうか？」

　亜弓がケータイを高く掲かかげた。

「くっ」

　天は、メイドワンピースのスカートに手を掛かけ、そろそろとめくりあげた。

　×ぼつ起きするか不安だが、亜弓を納なつ得とくさせるためには、そうするしかなかった。

　そのとき、光が翳かげった。

　バラバラというプロペラ音がどんどん近くなってくる。

「うわ、な、何だっ？」

　ＳＰたちが動どう揺ようする。黒いスーツの裾すそがバッと翻ひるがえり、脇わきにさげているホルスターから拳けん銃じゆうを取りだす。

　窓からヘリコプターが見えた。胴どう体たいに、「イ－10」と大きな文字が書かれているのがはっきり見える。

　天も乗ったことのある、伊集院家の自家用ヘリ。

　まるでマンションにぶつかるのではないかと思うほどの至近距きよ離りを飛んでいる。人ひと影かげが見えるが、誰が乗っているかまでわからない。

　ヘリコプターから、縄なわばしごがばさっと落ちて、メイド服の女性がはしごを降りてきた。エプロンのリボンが羽根のように翻っているのは、縄ばしごが前後に大きく揺ゆれているせいだ。

　ショートヘアも快活なそのメイドは……。

「碧さんっ!?」

　碧は、バルコニーに飛び降りると、まるで忍にん者じやのような身軽な動きで一回転しながら広間に飛びこんできた。

「碧さんっ。危ないっ。ガラスがあるのにっ!!　ＳＰが拳銃を持っているぞっ」

　分厚い窓ガラスが氷のように割れ、きらきらと輝かがやく光の中から、メイドワンピースの碧が立ちあがる。

　そのさい、碧の手が小刻みに動き、鉛なまり色いろのものが放たれた。

　天の目には、くるくる回る小さなものが三つ、見えただけだ。

　拳銃を持っているＳＰの手の甲を的確に切きり裂さいて戻もどってくる。

「うっ」

「ぐえっ」

「きゃーっ」

　男たちのうなり声に、メイドの悲鳴が交こう錯さくする。

　碧の手が忙しく動き、碧の許もとに戻ってきた鉛色のブーメランを指先で捕とらえる。

　星形の包丁にしか見えないそれは、時代劇で見た手しゆ裏り剣けんだ。

　ヘリコプターはそのまま上昇していく。後ろの座席に、千早とイシカワ執しつ事じが乗っているような気がしたが、気のせいだろうか。

　碧の手がメイドワンピースのスカートをめくりあげる。

　次の瞬しゆん間かんには、銀色に光る小さな拳銃が握られていた。

　冷たい瞳をして、殺気を漂ただよわせながら、男性のＳＰを圧あつ倒とうしている碧は美しく、そして迫はく力りよくがあった。

　ガラスを破って飛びこんできたせいで、頬にカスリキズを負っていて、赤い血のスジが人形のような美び貌ぼうを飾かざる。







[image: ]







「動くな。拳銃を捨てろ」

　銃じゆう口こうは、スーツの上着をめくりあげ、ホルスターから予備の拳銃を取り出そうとしたＳＰを狙っている。

　ＳＰが拳銃を捨てた。

「亜弓お嬢様、失礼します」

　碧は、驚きのあまり棒立ちになっていた亜弓を引き寄せ、側頭部に銃口を押し当あてた。

「天、拳銃を拾え」

　天は小さくうなずき、フローリングの床ゆかに転がっている拳銃を拾って歩く。

　小さなものなのに、ずしりと重い。

　プロペラ音はもう聞こえない。ヘリコプターは飛び去ってしまったのだろうか。

「亜弓お嬢様に危害は加えない。私は伊集院家のメイド長として、ウチのメイドを迎むかえに来ただけだ」

「あらそう、ずいぶん乱暴な訪問の仕方だこと。あなた、そんなことをして、射殺されても文句はいえなくてよ」

「もとより私は、お嬢様のためなら命も捨てる覚かく悟ご！」

「ふん。立派な忠誠だこと」

「亜弓お嬢様、天はまだ、よそ様のお屋や敷しきでお仕えできるほどのスキルを身につけておりません。メイド長として、天をよそ様に出すのは恥ずかしく存じます……天、こっちへ来いっ!!」

「で、でも、僕ぼくが戻ると、Ｉ[image: ]ｓアイズが……」

「そのようなこと、考えなくてもいいっ」

　メイド長にぴしゃりと叱しかりつけられ、身体がビリビリッと震える。

　だが、天も負けてはいない。

「千早ちゃんの会社を……、僕は、千早ちゃんを守りたいんだ!!」

　叫さけんだ。

「好きな女の子ひとり守れなくて、男と言えるかよっ!!」

「よく言った」

　碧が誉ほめた。

「ありがとう。天」

　千早の声が凛りんと響ひびき、イシカワ執事に付き添そわれた千早が入室してきた。

　千早は十じゆう二に単衣ひとえでもお嬢様風ワンピースでもなく、ビジネススーツ姿だが、彼かの女じよの存在感の大きさは、大広間が狭せまく感じてしまうほどだ。

「亜弓さん。ごきげんよう」

「千早さん、どうしてっ!?　どこから入ってきたの？」

「屋上のヘリポートからよ」

「か、鍵かぎを、どうやってっ!?」

「イシカワが得意ですの。どんな鍵でも開けられましてよ」

「はっ」

　黒いスーツの長身の執事が軽く頭をさげる。

「亜弓さん、天を返して頂きますわ」

「天は自分でここに来たのよ。お返ししてもいいけど、私が取得した株を長谷川取締役に売ってさしあげますわよ？」

「好きにすればいいわ。長谷川は失しつ脚きやくしました。特別背任で事情聴ちよう取しゆの最中です」

　それは、ハッキングの女王を自じ称しようする希実子がネットで見つけた横領事件。規模としては小さいものだが、刑けい事じ事件に持っていくにはじゅうぶんだった。

「ど、どうしてこのタイミングでっ!?」

　偶ぐう然ぜんに偶然が重なって、見事なタイミングで発覚した。

「幸運としか言えないわね。きっと天のおかげだと思うわ」

　希実子のはしゃぎようはすごかった。天の髪かみの毛が幸運を引き寄せたのだと大おお騒さわぎだった。

　千早は希実子に、特別ボーナスを約束した。

「ああ、それから、大事なお知らせがありましてよ」

　言葉を失って目を白黒させている亜弓に対し、千早はとどめの一いち撃げきを放った。

「私、伊集院千早は、リバーサイドファンドの筆頭株主になりました」

　パックマン・ディフェンス。

　買収を仕掛けられた側が、買収を仕掛けた側の株を買い、逆にＴＯＢを仕掛けることを言う。テレビゲームのパックマンのように、追いかけられる側が逆に相手を呑のみこむことから、そう呼ばれる。

　東証ファザーズは、次世代を担になう高い成長可能性を有した企き業ぎよう、すなわち規模の小さな企業に向けた株式市場であり、厳格さよりも自由さに軸じく足あしを置いている。

　そのため、東証のように五パーセントルールも無ければＴＯＢの書類提出義務も無い。

　千早はＩ[image: ]ｓアイズの株を買う一方で、正々堂々とリバーサイドファンドの株も買い集めていたのである。

　目立たないように、小口の買いを小刻みに入れながら。

　株式の総数は、株式会社の規模に比例する。

　リバーサイドファンドの発行済み株式総数はけっして多くなく、ファンド側が気付いた頃ころには、千早は実に三十八パーセントを取得していた。

　前に、リムジンの車中で天が感じた小さな違い和わ感かんは、これだったのである。

「リバーサイドファンドの社長は私がさせて頂きますわ。亜弓さんは私の部下ね。よろしくね。久瀬川亜弓取とり締しまり役やく」

　千早の声が冷たく響いた。

　買収するつもりで買収されてしまった亜弓は、雷かみなりに打たれたように立ちつくした。

「で、電話、さっきの、リバーサイドの……大事な話って……」

　亜弓は顔を青くした。どうしていいかわからないらしく、棒立ちになっている。

　目の前で男三人とセック×をしろと命令する、人を人とも思わないお嬢様が狼ろう狽ばいしている。ちょっとかわいそうかもと思いながらも、天は千早のしたたかさに舌を巻いていた。

　亜弓のしたたかさもなかなかのものだったが、天がお仕えする千早お嬢様は、亜弓よりも一枚も二枚も上手だった。

「天は返して頂きますわよ」

　千早が踵きびすを返した。

　イシカワ執事がお嬢様の前を先導するように歩いていく。

　天は、亜弓におじぎをしてから、千早のあとを歩いた。

　そのすぐあとを、拳銃をガーターベルトに、手裏剣をメイドエプロンのポケットに納めた碧が行く。

　自動ドアが閉しまった。




　　　　　☆




「ふふっ」

　亜弓は仰のけ反ぞると、力無く笑い出した。勝かち誇ほこったほほほ笑いは出てこない。力のない笑いだ。

　まるでポーカーゲームのロイヤルストレートフラッシュ。

　オセロゲームの角を四つとも取ってしまい、盤ばん面めんの黒を一気に白に変えたみたいだ。

　千早は買収に買収で立ち向かい、この苦境をひっくり返し、さらに獅し子し身中の虫を燻いぶりだし、退治してのけた。

「負けたわ……。千早さん」

　ここまで見事に完敗すると、悔しいという気持ちさえも起こらない。

　学校の成績とスポーツでは、学年一、二を争あらそう亜弓だが、経営者としての器量の大きさは、千早のほうがずっと上だ。

　プロペラ音が激しく響き、ヘリコプターが遠ざかっていく。

　手裏剣を扱あつかう武道派メイドと鍵開けの達人執事と、女の子にしか見えない少年メイド、それに敏びん腕わん少女社長を乗せたヘリコプターは、春の日差しに照らされて銀色に輝いていた。




　　　　　☆




「碧さんは何か武術をされているんですか？」

　天は、隣となりの座席に座っている碧に聞いた。

「武術ではない。忍にん術じゆつだ。伊い賀が流のな」

　運転席の後ろのシートに、天と半分ずつお尻を乗せている千早が説明する。

「碧さんは、伊集院家を守るくの一の家系なのよ」

「我わが家やの先祖は、服はつ部とり半はん蔵ぞうだ」

「碧さんの名字、服部なの」

　――碧さんのご先祖は忍者ハットリくんなんだ。ニンニン。

　にわかには信じられない話だが、碧を見ているとさもありなんと思えてしまう。

「執事のイシカワさんは、石いし川かわ五ご右衛え門もんの子孫なのよね」

「えぇっ。石川五右衛門って釜かまゆでされたはずじゃっ!?」

「伊集院家のご先祖が、そのへんに転がっていた死体と取とり替かえたそうよ。我が家に伝わる言い伝えにすぎないけど」

　助手席のイシカワが渋しぶい声で説明する。

「ご先祖は、お公く家げさんである旦だん那な様さまが命をすくってくださったことに感謝し、子々孫々における忠誠を誓ちかったそうです」

「そ、そうなんだ。千早ちゃんのご先祖、お公家さんなんだ」

　――千早ちゃんは、本物の、お姫ひめ様さまなんだ……。

「千早ちゃん。ありがとう。ごめんね」

「ふ、ふんっ……い、犬が迷子になったら、さ、捜さがすのは、か、飼い主として当然でしょっ!?　天は犬よっ、犬なのよっ。ワンと言いなさいっ、ワンとっ!!」

　天は苦く笑しようした。

　言い過ぎたとばかりに、千早の瞳ひとみに不安の色が翳る。

　真っ赤な顔をしてそっぽを向きながらも、千早の手は天の手に重ねられ、絶対に離はなすものかとばかりに身体を寄せる。

「だからね、天は、どこにも行っちゃだめ。だって、君は、私の、家族なのよ」

「家族？」

　母は亡なくなり、父は蒸発し、姉は留学して……。

　家族なんてバラバラだった。

　ひとりだけで生きてきた。

　なのに千早は、天を家族だと言う。

　――そうか。僕の家族、ここにいたんだ。

　泣きそうになったが、何度も瞬まばたきをしてこらえる。

「天はペットだからっ。い、犬だからねっ。希実子さんも碧さんも桜子さんも、イシカワさんも、みんな家族だからっ。天だけが、特別なわけじゃないからっ!!」

　顔を赤くしてムキになって言いい募つのる千早がかわいい。

「うん」

　天は、千早の背中に手を回し、いっそう身体をくっつけた。

　千早が頬を天の肩かたにスリスリしてなつく。

　横の座席に座っている碧が腕うで組ぐみをしてフムフムとうなずき、助手席に座るイシカワ執事が顔をほころばせている。

　なごやかな空気を運びながら、ヘリコプターは一路、伊集院邸を目指している。




　　　　　☆




　ヘリコプターが、水のないプールに着陸した。着陸時に大きく揺れたものの、定員オーバーのヘリコプターを無事に伊集院邸まで操縦したパイロットの腕うでは確かだ。

　自衛隊上がりのパイロットが、風防を開いた。

　ヘリコプターの油臭くさい機械臭しゆうが、春の花の香かおりに包まれる。

　和洋折衷の庭園に降り立つと、メイドさんたちが両手を広げて走り寄ってきた。

「天くんっ。おかえりーっ」

「天くーん、おかえりなさいですぅっ」

「桜子さん。希実子先輩、ただいま」

「わーん。よかったぁっ」

　希実子が天を抱だき寄よせた。メロンほどの大きさのある胸の谷間に顔が埋うまり、女の匂においに息が止まる。

「わ、私もぉっ。天くーんをパフパフしたいですぅっ」

「もう、仕方ないわねっ」

　希実子が手を離した。桜子が替わって天を抱きしめる。

　メイドさんたちの過激なスキンシップに、天の顔がたちまち赤くなっていく。

「ねねね、天くん。碧さん、手裏剣投げませんでしたかぁっ？　碧さんの手裏剣、拳銃より威い力りよくがあるんですよぉっ」

「おいおいおまえたち、お嬢様をお迎えするのが先だろう！」

　ヘリコプターの機内にいる碧が、はしゃいでいるメイドたちをたしなめる。

「どうぞ。千早ちゃん」

　天は、騎き士しのように手を差し出して、千早がヘリコプターから降りるのを助けた。

「ありがとう」

　千早は女王様のように胸を張ってヘリコプターを降りた。

「帰ってきたわね」

「ああ、そうだね」

　ほっとした顔で笑う千早は、花をあざむくほどに美しかった。







[image: ]







エピローグ







　一週間後の夜。

　希き実み子この部屋に、メイドさんたちの明るい声が木こ霊だました。

「かんぱーいっ」

　二十歳はたちを越こえている希実子は缶かんチューハイを片手に持ち、天あまねと桜さくら子こはコーラの缶で乾かん杯ぱいだ。

　三人で缶を呷あおる。

「あぁーっ。缶チューハイがすっごくおいしいっ」

　――わ、希実子先輩、エロい。

　お酒を飲んで頬を赤くしている希実子は色っぽかった。

「ねぇねぇ、もっと乾杯しましょっ」

「コスメサイト杯はいでＩ[image: ]ｓアイズのマスカラが一等賞を取ったことにかんぱーいっ」

　ブロガーが選ぶ、コスメサイト杯で、Ｉ[image: ]ｓアイズのマスカラが一等を取った。

　桜子の喜びようはすごかった。桜子はありったけの口コミサイト、コスメサイトに、新製品のマスカラがいいと書きこみしまくったという。

「天くんがアフタヌーンティーの手順を覚えたことにかんぱいっ」

「希実子先輩が特別ボーナスをもらったことにかんぱーいっ」

「希実子先輩、よくもまぁ、ネットから、長は谷せ川がわ取とり締しまり役やくの汚お職しよくなんて見つかりましたねー」

「きっとこれのおかげよ」

　希実子は、髪の毛けが入っているヨーグルトカップを持ちあげた。

「幸運の遺伝子、効きましたぁーっ」

「ふふっ、株もいいタイミングで売れて儲かったしーっ」

　口コミサイトのコスメ情報というのは、地味ながら強力な効果をもたらす。すでによく売れていた新製品のマスカラだが、コスメサイト杯で一位を取ったことがマスコミに報道された。

　それがはずみをつけ、工場の稼か働どう能力を超こえるほどの注文が入ってきた。

　株式分ぶん割かつにＴＯＢ失敗で好材料は出尽つくしてしまったのに、マスカラに期待しての買いが入り、Ｉ[image: ]ｓアイズの株は下落することなく高止まりしている。

　碧みどりと桜子は正々堂々と株を売り、ちょっとしたボーナス程度の臨時収入を手に入れた。

　乾杯もしたくなるというものだ。

「天、そこにいるか？」

　碧の冷静な声が響いた。

　内線電話のスピーカーが、メイド長の冷静な声を伝える。

「お嬢様がお待ちだ。犬と一いつ緒しよに寝ねたいそうだ。せいぜいがんばって、お嬢様を楽しませるんだな。早く子供を作ってくれ」

　ミもフタもない言い方に、天はかっと顔を赤くした。

「天くん、がんばってくださいですぅーっ」

「天くんっ、がんばるのよっ」

「フレッフレッ、天くんっ。がんばれがんばれっ。天くんっ!!」

　先輩メイドたちの応おう援えんを背中で受けながら、天はメイド部屋を出てお嬢様のもとへ急ぐ。




　　　　　☆




「お嬢様、ただいま参りました」

　おじぎをして部屋に入ると、ベッドに座って上半身を起こしている千ち早はやが、キッとした表情で天をにらんだ。

　薄うすく柔やわらかい生き地じでできたナイティは透すけていて、乳ち房ぶさの形がうっすら見える。

　――千早ちゃん、機嫌悪いな……。

　千早は、呼ばれてすぐに天が来ないと、とたんにスネて暴言を吐はく。

「ふんっ。天は、希実子さんや桜子さんとはしゃいでいたんでしょっ。ふんっ、ふんふんっ。ど、どうせ、私なんかより、メイドさんのほうがいいんでしょっ」

　――碧さん、またよけいなことを言ったんだな……。

　碧は融ゆう通ずうが利きかないからだと思っていたが、最近、碧がわざとやっていることに気付いてしまった。

　碧は千早の扱いに長たけている。

　適度に嫉しつ妬とさせ、千早が天に夢中になるように調整している。

　お風ふ呂ろとお着き替がえの世話はしていない。

　千早が恥ずかしがって自分でするからだ。

　天が千早のお気に入りになったので、碧もお世話を強要しなくなった。

「一等の乾杯してたんだよ。千早ちゃん」

「ナマイキよっ。君は犬なのっ。ワンと言いなさいっ、ワンとっ」

　――わかりやすいなぁ。千早ちゃんは。

　スネてる千早はかわいらしく、からかってあげたくなった。

「ワン」

　千早がはっとして息を呑む。

　天がにまにましていることに気付いたのか、腕組みをしてつんと顎をあげた。

「ふんっ、ふんふんっ、天と一緒に寝てあげるだけよっ。犬のくせに、私のベッドで寝られるんだから、光栄に思いなさいねっ」

　一緒に寝たい、は、文字通りの意味であり、碧が期待するようななまめかしい行こう為いはない。

　千早は、おしべとめしべのしくみについては、不思議なほど無知なのだ。

　天は、メイド服のままで、千早のベッドに仰あお向むけになった。

　薄いナイティを着た千早が抱きついてきて、胸の谷間に天の顔を拘こう束そくする。

　Ｃカップの乳房に顔が埋まり、甘あまい体たい臭しゆうに包まれる。

　ふんわりした胸乳は、ぷりっとした弾だん力りよくがあり、グレープフルーツのように瑞みず々みずしく実っている。

　――うう。生殺しだ……。

「天、どこにもいかないでね」

「僕はどこにもいかない。千早ちゃんのそばにいる」

「うん。おやすみ……」

　千早の長いまつげが伏ふせられ、黒曜石の瞳を隠した。

　千早はもうスウスウと眠ねむっている。

　あどけない表情は、大人たちも感心するほどの経営手しゆ腕わんを持つ、年若き女社長にはとても見えない。

　天はそうっとベッドから降りた。

　千早のベッドの下で、毛布にくるまって眠るのが、天のいつもの就しゆう寝しんだ。

「あっ」

　そのとき、肘ひじが当たってしまい、ベッドサイドに置いてあった聖書が落ちた。

　聖書を拾いあげた天は、中から落ちた茶色いものを拾おうとして、驚きのあまり硬こう直ちよくした。

「こ、これ……」

　茶色く変色した、しろつめ草の指輪だった。

　公園で、姉のエミリを牧師役にして、千早と結けつ婚こん式しきをあげたときの記き憶おくは、今でも鮮せん明めいに覚えている。

　息苦しいほどの草いきれ。幼い千早のはにかんだ表情。おでこにキスしたときの、ひんやりした感触。

　――天が好きよ。大人になったら結けつ婚こんしようね。

　――ああ、ずっと一緒にいようね。

　そして今。

　――僕は、千早ちゃんと一緒にいる。

　犬でもメイドでもかまわない。

　重い責任を持つ千早ちゃんを、支えてあげたい。

「僕が千早ちゃんを守ってあげるよ」

　天は大事そうにしろつめ草の指輪を聖書に挟はさんでから、千早のおでこにちゅっとキスをした。

　そして聖書をそっとベッドサイドに戻した。

　千早のベッドの下で、毛布にくるまって眠りにつく。

　――そうだ。僕が大黒天の生まれ変わりだって書きこんだ人、いったい誰だれだろ？　何の目的でそんなことをしたんだろ？

　思えばあれが、この大騒ぎのきっかけだった。

　天は眠りに落ちた。




　　　　　☆




「大おお黒ぐろ天あまねは、大だい黒こく天てんの生まれ変わり。幸運の遺伝子を持つ少年で、彼かれの遺伝子を手に入れれば、幸運が手に入る……っと」

　アメリカ、ピッツバーグの州立大学の大学院の某ぼう研けん究きゆう室しつ。

　白衣を着た日本人女性が、パソコンのキーを叩いていた。

　二十歳そこそこの女性である。

　彼女の名は、大黒エミリ。

　大黒天の実の姉だ。

　――セレブたちは意外とゲンを担かつぐから、この書きこみが日本のセレブの目に留とまれば、天はお婿むこさんに迎えられるはずだわ。

　上流階級がゲンを担ぐことに気付いたのは、セレブパーティのウェイトレスのバイトをしたときだ。エミリは研究のかたわらアルバイトをして、弟に送金している。

　セレブパーティは、青いドレスと青いスーツでいっぱいだった。

　セレブたちの青づくめに異様さを覚え、パーティの出席者に水を向けた。

　――ステキなお召めし物ものですね。青が良くお似合いです。

　――セレブネットの占うらないコーナーに、ラッキーカラーは青と書いてあったのよ。幸運が訪おとずれたらいいのだけど。

　エミリは大学院の研究室からセレブネットにアクセスした。

　アクセスキーが無ければアクセスできないようになっていたものの、研究員であるエミリが本気でハッキングを試みれば、セキュリティなど紙の城だ。

　セレブネットを見たエミリは、リンクをたどって日本のセレブネットを探さぐり当て、占いコーナーに弟の情報を書きこんだ。

　それが三週間前のこと。

　当時、弟は、電話が繋つながらず、消息不明になっていた。

　前にも滞たい納のうで電話が止められたことがあったので、たぶん電話料金の滞納だと思うものの、連絡が取れなくなるといてもたってもいられなくなった。

　弟のために何かしたかった。

　この書きこみを見たセレブ女性が、金にあかして弟を見つけ、弟をお婿さんにしてくれたらいい。

　できれば千早ちゃんに、この情報を見て欲ほしい。

　子供の口約束とはいえ、しろつめ草の指輪で結婚式をあげたときの天と千早は、姉の目から見てもほほえましかった。

　天が押おし花ばなにして保存していたしろつめ草の指輪は、引ひっ越しで無くしてしまったが、約束は無くならない。

　利発なエミリは、千早が資産家の娘むすめだということを知っていた。千早と天の間には、大きな壁かべがあるものの、この書きこみが壁を越えるジャンピングボードになればいい。踏ふみ台だいが無ければ、天が千早と結ばれる日は、永久に来ないだろう。

　天が大黒天の生まれ変わりというのはウソではない。

　――だって、お母さんがそう言っていたんだもの。

　弟の運の悪さは相当のものだが、幸運の少年ではなく他人に幸運を与あたえる少年だと考えると不思議はない。

　――前はすぐに削さく除じよされたけど、似たようなセレブネットはいくつもあるんだから、どんどんアップするわよ。

　天からはその後エアメールが来た。

　住みこみで老人介かい護ごをすることになったと書いてあった。エアメールを読みながら、申し訳なさに涙なみだが出た。

　エミリはアメリカでのんびりと勉強しているのに、四歳さいも年下の弟は、昼に夜を継ついで働いて、ようやく生活ができている。

　――千早ちゃんが天をお婿さんにしてくれたら、何もかも良くなるわ。千早ちゃん。お願い。天を見つけてちょうだいね。

「送信」

　エミリは、ドキドキしながらエンターキーを押した。




【大おお黒ぐろ天あまねは大だい黒こく天てんの生まれ変わりで、幸運の遺伝子を持つ少年。彼を手に入れるものには、幸運が訪れる】




　中学生の頃の天の写真が、ネットのいかがわしい情報の中で、ひまわりみたいに輝いていた。







あとがき







　いきなりですが、スパムメールって不思議だと思いませんか。なんで「ジュエリー、アパレル」で「会社社長」なんでしょう。「僕は女装少年なんですが、お姉さんが欲しいんです」なんて書いてあったら、胸がキュウウンってなっちゃって、ついついクリックしてしまうのにな、なんて思いながら、スパムメールをせっせと削除しているわかつきです。

　秋深し。女装少年を愛でたい今日このごろ。

　みなさんいかがお過ごしでしょうか。

　このお話は、父が残した一億円の借金と引き替えに、資産家令嬢にお買いあげされてしまった少年の物語です。なにその某執事マンガな設定は？　ええとその、主人公の大おお黒ぐろ天あまねくん本人も、執事見習いだと思いこんでいたのですが、着せられたのはメイド服でした。メイドさんとして働くことを強要され、屋敷から出るなと厳命されます。

　実は、セレブネットの占いコーナーに、「大おお黒ぐろ天あまねは大だい黒こく天てんの生まれ変わりで、幸運の遺伝子を持つ少年。彼の遺伝子を手に入れたものには幸運が訪れるであろう」と個人情報がアップされていたのです。彼はほんとうに幸運の遺伝子を持つ少年なのでしょうか。資産家令嬢は、いったい何のつもりで、天を購入したのでしょうか。

　ツンツンお嬢様の千早ちゃん（レッド）に、軍隊の下士官のようなメイド長の碧さん（グリーン）、メイド仲間のほわほわ天然娘桜子さん（ピンク）、色気虫な希実子先輩（イエロー）と暮らすうち、天くん（ブルー）は、やがてはじまる経済戦争に、嫌も応もなく巻き込まれていきます。そして起こるどんでん返し。

　天くんがブルーは無理があるかな？　でも、天＝青空ですからねー。

　六人目と七人目はやっぱゴールドとシルバーでしょうか。いやいや影のあるボウケンブラックとワンコなデカブレイク（白）というのも捨てがたいなー。なんてことは、この小説が読者さんに受け入れられて、続刊が決定してから考えることにしましょう。でもでも、いちばん出したいのはクールなリオ様。千早ちゃんが熱血タイプなので、冷静沈着でかっこつけなお嬢様をライバルに出したいな。だからそんなことは（以下略）。

　経済戦争のくだりは、前シリーズで使うつもりで調べていた資料を使いました。大人の事情で前シリーズが続けられなくなってしまって、資料はどっさりありました。前シリーズの読者さん、ふがいない結果になってしまってすみません。全部わかつきの力不足です。（ぺこり）。

　実は私、経済ってわかんないんです。何で株って上がったり下がったりするの？　株式会社って何？　ってレベルです。私なりに一生懸命調べたし、編集者にも校閲の方にもチェックして頂いているので、大きな間違いはしていないと思いますが、経済のプロの人が読むと失笑ものかもしれません。

　やっぱり自分でも株取引をやってみるべきだよな、と思って資料を取り寄せているときにリーマンショックが起こって、あれよあれよといううちに日経平均株価が下がって、怖かったです。これは本当に怖かった。たいへんな思いをされている方もいらっしゃるのではないでしょうか。

　小説なんて単なるウソですが、こんな時代だからこそ、明るくて元気の出る話を書いて、みなさんに楽しんで頂きたいな、と思っています。

　それではまた。できれば続刊でお目にかかりましょう。できれば、ですが……。




２００９年９月９日


わかつきひかる拝　


















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


わかつきひかる先生／里海ひなこ先生
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